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    序　章

  


  
    　雨が降っている。


    　レースのカーテンの向こうで雨雲は灰褐色に濁にごり、六月の湿度をそのまま固めたような雨粒が窓を打っている。


    　身震いをした輪りん玖くは冷えきった汗をぬぐい、エアコンの設定温度を盗み見た。


    　十九度。


    　まともに暮らすには寒すぎるが、風邪をこじらすにはもってこいだ。テーブルに置かれたオレンジジュースの氷も、一向に溶ける気配がない。


    　雨は三時を過ぎたころから豪雨になっていた。


    　目の前で香か苗なえは下を向いている。


    　輪玖はわざと大きく息を吐いて、グラスに手を伸ばした。香苗の視線が指先を追いかけ、糸が切れたように絨じゆう毯たんに落ちる。そうして雨音がまた大きくなった。


    「……ごめんなさい」


    　うつむいた香苗の呟つぶやきを、輪玖は黙ってやり過ごした。それが不自然でないほどに外の音は激しさを増していた。


    　屋根を叩たたくばらばらという音は痛快だが、雨あまどいのうなりは好きになれない。


    　じょろろ、ごぼ、ぐろろろ……と、まるで家の嘔おう吐とのようだ。


    　冷えたジュースに肩をすくませ、輪玖は目をつむった。


    　雨の日は靴下が濡ぬれることよりも、乾いたダムを想像する。ひび割れた大地に、恵みの雨粒が黒く染み込んでゆくさまを思い描く。


    　毎日に腹を立てないための空想だ。そうやって感情をフラットに保つ方法が、もう身体に馴な染じんでいる。


    　香苗には、そういうことがまるでわかっていないのだ。


    　雨の日となればただ鬱うつ々うつと、雨どいの吐と瀉しやを聞きながらこうして下を向いているのだろう。あるいは暇ひまつぶしにもならないドラマの再放送に見とれているのだろうか。彼女の口をついて出るのがドラマの話題ばかりで、辟へき易えきしたことも記憶に新しい。


    　鞄かばんから取り出したクリアファイルを香苗の前に置いた。


    　生活指導のプリントが二枚、模試の申し込み用紙一式、クラスの月報、保健室便り、地域センターでの催し物のお知らせ、それから給食の献立表と保護者面談の出欠票。


    　ひとつひとつ読み上げて絨毯の上に並べる。


    「こうしろって先生に言われたからさ、面談の出欠だけは必ず出せよ」


    「……ごめんなさい」


    「香苗が謝ることじゃないだろ」


    　二度目の謝罪は放置できなかった。謝られても解決はしないが、謝罪がなければ不快になっただろう。


    　──謝るくらいなら、学校に来い。


    　その言葉を飲み込むのは何度目か。陳ちん腐ぷな台詞せりふはなんら力を持たないし、香か苗なえが登校したところでどうにもならない。また嫌な思いをして塞ふさぎこむだけのことだ。


    



    　腐れ縁とは、こういうものを指すのだろう。


    　出会いは幼稚園だった。年少、年中、年長と同じ組で過ごし、小学校も四年までクラスが一緒だった。親が言うには、幼いころの香苗は輪りん玖くによくなつき、将来はお嫁さんになりたいなどと言っていたそうだ。


    　幼稚園児の言葉に予言めいた意味などないことは、二人の距離が証明している。輪玖の知らないところで香苗は勝手に道を踏み外し、いまではクラスのお荷物に成り果てていた。


    「まだよくならないのか？」


    「うん、熱っぽくて」


    　五月から二か月、いまだ熱が引かないのなら入院したほうがいい。


    「ほら、夏服になったんだ」


    「うん」


    「雨すごいな」


    「ごめんなさい……」
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    　じょろろ、ごぼ、ぐろろろ……。


    「今日は何してたの」


    「あんまり調子よくないから休んで、あと本を読んだり」


    「本て？」


    「小説」


    「絵のついてるやつ？」


    「…………」


    　首を縦に振ったのか横に振ったのか、それを確かめる代わりに輪りん玖くは本棚に目を走らせた。辞書や参考書の隣にライトノベルの背表紙が並んでいる。どれも明るいコメディーもののようだ。ピンクに塗られたごみ箱からは、アマゾンの梱こん包ぽう材が顔を覗かせている。机の上にはノートパソコン。香か苗なえが口を開かなくても、あらかたのところは理解できた。


    「オススメあったら教えてよ」


    「でも、リンくんの趣味がわからないし」


    「昔とあんま変わんないよ」


    「ハックルベリー？」


    「あと怖い話」


    「そういえば心霊写真集とか持ってたね。あの運転席の潰つぶれたトラックの写真……」


    「覚えてないって」


    　急に香苗が縮こまる。輪玖はため息をついた。


    　じょろろ、ごぼ、ぐろろろ……。


    　まさしく腐れ縁だ。


    　かつて二人を結んでいた糸は腐り落ち、いまや悪臭を放っている。


    　それでも輪玖は切り捨てずにやってきた。ときおり糸をたぐり寄せては、その臭においを嗅かぐことを楽しんでさえいた。いや、楽しむというのは不謹慎だし正確ではない。それは怖いもの見たさの好奇心であると同時に、幼おさな馴な染じみに対する一種の責任感でもあった。


    「いろいろ読んでるよな」


    「リンくんもでしょ」


    「小説はそんなに、最近は雑誌くらいかな」


    　突き放したことをフォローするように、続く話題を探した。


    　昔から地味で控えめな奴やつだったが、香苗が今のような形でドロップアウトするとは思っていなかった。


    　いったい何が彼女をそうさせたのだろう。


    　うつむいた香苗を見るたびに輪玖は思う。言葉以外にそれを知る術すべはないだろうか。彼女を学校に連れ戻すという大義名分の陰から、無責任な好奇心が鎌かま首くびをもたげはじめる。


    　それからいくつかの言葉を交わしたが、意味のある会話は生まれなかった。


    　押しても引いてもびくともしない。それは香か苗なえが心に強い重心を宿しているからではなく、どこを突いても手ごたえのない海月くらげだからだ。接ついでも接いでも輪りん玖くの言葉は宙をさまよい、雨音に打たれて四散する。


    　やがて会話が途切れ、ただ一個の塊となった香苗の前で、輪玖は雨の上がるのを待っていた。


    　用事は済んだ。この寒さに耐えられなければいつでも帰ればいいのだが、輪玖は次第に明るくなってゆく雨空の機嫌を窺うかがいながら、腰を上げるタイミングを先延ばしにしていた。


    　実のところ輪玖にとって、物言わぬ香苗と向き合っている時間は不快なものではなかった。幼おさな馴な染じみなので沈黙は恐ろしくない。むしろ彼女が黙っているほうが昔を思い出して気が休まることもある。


    　香苗は迷惑しているだろうか、あるいは同じ気持ちでいるのだろうか。


    　内線が鳴った。


    　壁のインターフォンに駆け寄った香苗が、小声で話している。大丈夫、もういいから、そんな苛いら立だった言葉の断片が洩もれてくる。輪玖はライトノベルの背表紙を眺めながら、それとなく聞き耳を立てた。どうやら一階のリビングで母親が呼んでいるようだ。


    　机のノートパソコンが目に留まった。電源ランプが緑の点滅を繰り返している。


    「行ってこいよ、俺おれちょっと家にメール打つから」


    　携帯を取り出して香苗が出て行くのを待った。ややあって受話器を戻した香苗は「ごめんなさい」といつもの言葉を残し、ドアから滑り出ていった。


    　足音が階段を下りる。


    　すっかり音が消えたのを確認して、輪玖はノートパソコンを開いた。


    　我ながら最低の行為だ。


    　先生に頼まれていなければ、思いついてもためらっただろう。だが確信していた。香苗のプライベートはＰＣの中に隠れている。


    　やはりノートパソコンは起動中だった。がらんとしたデスクトップ画面に、開いているウインドウがひとつある。


    　香苗に気づかれずに中を覗のぞくには、どうすればよいのだろう。


    　もう少しＰＣに慣れておくのだった。全すべてはあの『樽たる人ひと氏』のせいだ。舌を打った輪玖は最小化されていたウインドウをクリックした。


    　ネットブラウザだ──大手の検索サイトが現れた。ウインドウ上部の検索バーに『デヴィ婦人』『カイヤ』と打ち込まれている。


    「夫人だろ」


    　小声で突っ込み、あらためて廊下に耳をそばだてる。ノートパソコンのファンの音が聞こえるだけで、あとはしんとしている。雨も上がったようだ。


    　暇ひまを持て余すと、人はろくでもないことに興味を持つ。ブラウザをもうひとつ開いた輪りん玖くは、ブックマークと履歴をチェックすることにした。ニュースでお目にかかるような自殺サイトや、毒物売買のサイトが登録されていたら緊急事態だ。


    　履歴一覧。


    　どうやら恐れていた類たぐいのサイトはなさそうだが、あるサイトが繰り返し閲覧されているのが目に付いた。


    『にゃー様の宮殿』


    　最新の履歴もそのサイトになっている。


    　ドアの外に聞き耳を立てながらクリックした。


    　ノートパソコンはネットに接続されており、すぐにそのページが開かれた。レンガをイメージした背景が敷かれていて、なるほど宮殿のような印象がある。妖精や天使など、少女趣味のアイコンが配置されており、その下のメニューには怪しげな文字列が躍っていた。『２ショットチャット』『乱交チャット』『らぶらぶチャット』


    「あいつ、なにやってんだ」


    　声に出さずに呟つぶやいた。胸の鼓動がそれよりも大きく聞こえる。


    　ブックマークを開くと、ここにも『にゃー』と名前のついたフォルダがあった。


    　常連なのだ。


    　冷えきった部屋なのに滲にじむ汗をぬぐい、ページをスクロールした。


    　ざっと眺めたところ、どうやら出会い系のアダルトサイトらしい。家に引きこもっている人間が、何の目的で出会い系を利用したがるのだろうか。ページ内には用途に応じたチャットルームがいくつも設けられていて、出会いを待つ数名が待機している。


    　ドアの外……気配はない。


    　やはりというか、待機しているのは男ばかりだった。性別の隣、コメント欄に気持ちの悪いメッセージが並んでいる。


    『にゃー様降こう臨りん祈願！』


    『にゃー様いじめてください、限界です』


    『にゃーん☆』


    　階下でドアの音がした。


    　慌ててブラウザを閉じようとした輪玖の視線が、名前の入力欄に泳いだ。前回入室時の名前が記録されるシステムのようで、香か苗なえの入力したものがそこに表示されていた。


    　喉のどが鳴った。


    　──にゃー様。


    　本来ならば香苗のハンドルネームが打たれているであろう部分に、その文字列が躍っていた。
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    　香か苗なえの家から自宅まで徒歩で五分、走れば二分とかからない。ただし、そのうち半分は上り坂だ。


    　桜さくら坂ざかと呼ばれる長い急勾こう配ばいを休まずに駆け上る。おおよそ一分、オーバーしたら負けで、五十秒台なら勝ちと決めている。


    　青々とした葉を蓄たくわえたソメイヨシノが連なり、坂の左右に刻まれた側そつ溝こうを雨水が激しく流れ落ちている。荒ぶる渓けい流りゆうのような水音に押されて全力疾走すると、香苗の部屋で吸い込んだ濁にごりが残らず体外に吐き出されてゆく。


    　坂を上りきると、もう家だ。


    　今日は五秒負けた。門もん扉ぴに手をかけて振り向くと、混みあった住宅街が眼下に広がる。低く垂れ込めた雨雲を割って、太陽の光が町のあちこちを照らしていた。


    　坂の下、きらきらと並んだ小さな屋根、あの中のひとつに香苗が引きこもっている。


    「ただいま」


    　返事がなくても声をかける。二階に上がる前に樽たる人ひと氏の部屋を覗のぞくと、ヘッドホンを着けたままＰＣに向かう後ろ姿が目に入った。


    　樽人氏というのは輪りん玖くの父親だ。


    　誰からもそう告げられたことはないが、おそらくは実父なのだろう。


    「親おや父じ」


    　一度目は反応がなかった。続けて三度、ようやく樽人氏は振り向いた。


    「おかえり、晩飯何にする？」


    「いつもどおりでいいよ」


    「そうか、悪いなあ」


    「調べものでＰＣ使いたいんだけど」


    「何時から？」


    「九時か十時」


    　話の最中に樽人氏は画面に向き直り、「オーケー」は背中越しだった。


    　桜坂で乱れた呼吸を整えながら、輪玖はそっと階段を上り自室に滑り込んだ。ダスキンのフロアモップでフローリングをひと撫なでして、ベッドに腰を落ち着ける。


    　５ＬＤＫの広い三階建てに、輪りん玖くは樽たる人ひと氏と二人で暮らしている。


    　毎日ごろごろしている樽人氏だが、家の台所事情は豊かだった。三年前に会社を畳んだ際、何をどうしたか大金が転がり込んだらしく、俺おれは一生働かなくてもいいのだ、などと豪語している。


    　近ごろはＰＣを使った新しい仕事を目もく論ろんでいるようで、樽人氏は自分の部屋からあまり出てこなくなった。


    「母さんも悪い時期に離婚したもんだ」


    　しみじみ呟つぶやいた樽人氏の得意顔は今でも覚えている。


    　家事のことや小遣いのことなど、文句を並べればきりがないが、輪玖が彼にもっとも言ってやりたいのは、名前を裏切ってがりがりに痩やせた肉体をなんとかしろということだ。


    　母親は樽人氏に『アリスちゃん』などとあだ名をつけていたが、子供の目から見た彼は、名前負けの樽人氏でもアリスちゃんでもなく、単なるにやけた骸がい骨こつだった。


    



    　八時まで塾があり、帰りにコンビニでタマゴサンドとサラダとコーラを買った。


    　家に戻ると樽人氏の靴がない。


    　メモのひとつも残されていないが、おそらくは飲みに出たのだろう。ならば帰宅は明日の朝だ。輪玖はかつて母親が使っていたノートパソコンを抱えて部屋に入り、ネットに接続した。


    　家庭内ネットワークを完備させているくせに、樽人氏は子供のネット利用を好まない。自分のことを棚に上げて「外で遊べ」と言うし、勉強で使うにも必ず許可を取らされた。


    『にゃー様の宮殿』を検索する。


    　候補の一番上に表示されたそのサイトをクリックした。


    　エントランスに年齢認証がないということは、アダルトサイトではないのかもしれない。入殿確認に「はい」を選んで進むと、メルヘンチックにデザインされた宮殿の中に入ることができた。昼間、香か苗なえの部屋で閲覧したのはこのページだ。


    　今日は体育があったので腹が減っている。タマゴサンドにかじりついてサイトの説明文を読んだ。


    『ここは、にゃー様のお言葉をいただきたい奴ど隷れいたちの集つどう宮殿です。チャットルームの目的外使用、およびリアルでのお誘いはご遠慮ください。』


    　──奴隷。


    　出会い系とは別種のいかがわしさを覚えながらも、輪玖はサイトの趣旨を理解した。つまり、『にゃー様』と呼ばれるネットアイドルだか女王様だかが存在しており、奴隷を名乗るファンがこのサイトを開設したということだ。


    　デザインは凝こっていたがサイトの構造はシンプルで、二十個のチャットルームと伝言板、それにプロフィールページがあるだけだった。管理人は『奴隷一号』となっている。


    　にゃー様に拝はい謁えつしたい奴ど隷れいは２ショットのチャットルームに入り、コメント欄で呼びかける。あとは気まぐれな女王様が、幸運な奴隷のもとへ降こう臨りんするというシステムだ。


    「馬鹿だな、相当病んでる」


    　冷房の部屋でうつむく香か苗なえを思い出すと、胸の芯がズキンと痺しびれた。


    　香苗のノートパソコンで輪りん玖くは確かに目撃した。入室の名前欄に『にゃー様』と打たれていたということは、つまり香苗がにゃー様なのだ。


    　早くなった鼓こ動どうが胸を打つ。


    　幼おさな馴な染じみの女子が、学校にも来ないでこんなサイトに入り浸びたり、見ず知らずの大人たちとバーチャルなセックスに耽ふけっている。それどころか大人たちを弄もてあそぶ女王様だというのだ。野の良らの子猫みたいに頼りない、いつもびくびくして、まともに男子とも話せないあの香苗が。


    　今もチャットルームの個室では、四人の奴隷志願者が名前を晒さらしている。にゃーにゃー気持ちの悪いコメントで、香苗の降臨を待ちわびている。


    　入室。


    　引き寄せられるように二文字のボタンをクリックした。


    　名前と性別、コメントの入力を要求される。


    　少し悩んで『りょう』と打ち込んだ。


    　香苗を不登校にした藪やぶ亮りよう一いちのあだ名をわざと選んだ。コメント欄には『初心者です。』ここで噓うそをつく必要はない。知ったかぶりで熟練者のふりをするよりも、かえって目を引くかもしれない。


    　個室に入ると、自分の名前の隣にＩＰアドレスが表示された。


    　ネットは匿とく名めいの世界などではない。それは授業で再三聞かされていることだ。ましてやアダルトまがいのサイトなのだから、自分の身は自分で守らなくてはならない。退室ボタンにためらいのマウスカーソルを合わせて、輪玖はもう一度考えた。


    　学校の授業でチャットを経験したことはあるが、赤の他人と話すのは初めてだ。変なボロを出してしまうかもしれないし、あのコメントではにゃー様以外の誰かが入ってくるかもしれない。ＩＰアドレスから個人情報が漏もれる恐れはないだろうか。自宅を知られでもしたら大ごとだ──。ネガティブな空想が玉突き事故のように押し寄せてくる。


    　コーラの炭酸で喉のどを灼やいて、輪玖は悪いイメージを断ち切った。


    　目的を再確認しよう。


    　香苗と幼馴染の輪玖は、彼女の現在の様子を少しでも知らせてほしいと、担任の先生から頼まれている。


    　ノートパソコンを覗のぞいたのも、こんなチャットサイトに入り込んだのも、すべてはそれを知るためだ。幼馴染の前ですら口を閉ざしてしまう香苗が、いま何に熱中しているのか。彼女の息づかいを感じるには、会話よりもデータを通したほうが確実であるように思えた。


    　ページは三十秒おきに自動更新されるようだ。退室ボタンからカーソルを外し、マウスからも手を離した。


    　ここは闇やみサイトではない。寂しい大人がつかの間の気晴らしに来る場所だ。


    　無害なイメージを膨ふくらませながら、釣り糸を垂らすような気分でにゃー様を待つことにした。


    　三十秒ごとにコチッと音がして、全く変わり映えのしないページが自動更新される。


    　変化が起きたのは十分後だった。


    「かかった？」


    　夕食のごみをまとめていた輪りん玖くは、サンドイッチの包装を放り出して画面に飛びついた。


    



    [image: ]：おはよーございます☆


    



    　にゃー様だ。


    　初心者の一文がよかったのだろうか、ほかにも待機者が大勢いるのに、こんなにすんなりと出会えるとは思わなかった。


    　壁の時計は夜の九時を回ったところだ。


    



    ──おはよーございます。これって業界の挨あい拶さつ？


    [image: ]：どうしてですか？


    ──日本はいま夜だけど。


    [image: ]：あはは、おもしろい。


    



    　本当に香か苗なえだろうか。


    　胸の高鳴りを覚えながら、焦あせらず、なるべく冷静にメッセージを読み取ろうとした。輪玖の知る限り、香苗が「あはは」と笑ったことはない。


    



    [image: ]：はじめまして、ですよね？


    ──うん。


    [image: ]：本名ですか？


    ──ううん、さっきつけたとこ。にゃー様も本名じゃないでしょ？


    [image: ]：ふふふ、じゃあ私は『りょう』より『りょー』のほうが好きかもです。


    ──にゃーとりょーみたいな？


    [image: ]：お似合いさんになれますね。


    



    　２ショットチャットなどと謳うたっているが、会話にいかがわしい空気は全くなかった。


    　名前を変えるのは一向に構わないが、それにはいったん退室してから、別の名前で再入室しなくてはならないようだ。


    



    ──入りなおしてこようか？


    [image: ]：うん。


    



    　チャットルームの選択ページに戻ると、二十ある部屋の一番下に、にゃー様の名前で新しく部屋が取られていた。コメント欄に『★りょーさん専用★』とある。


    　待機中の奴ど隷れいは十人近くまで増えていた。その中に自分だけの部屋が用意されている。


    　特別扱いに自意識がチリッとくすぐられた。


    　名前欄に『りょー』と打ち込みながら、輪りん玖くは彼女が香か苗なえであることに違和感を覚えていた。


    　わずかなやり取りしかしていないが、にゃー様はどうやらかなり気の回る人だ。それは会話の受け答えや、いつの間にか用意された新しい部屋を見ればわかる。空気の読めない香苗とは正反対の性質を持っているといってよかった。


    　しかし決定的な証拠がある。


    　香苗のノートパソコンの名前欄だ。あれは見間違いでもなんでもない。


    　問題は確認方法だ。ここで直接尋ねるわけにはいかない。「香苗か？」と問いかければ、輪玖もその正体を晒さらすことになる。


    　しばらくは黙ったまま、にゃー様というキャラクターを知っておくべきだ。


    



    [image: ]：さっきと同じりょーさんですか？


    ──うん、にゃー様はこのサイトで一番偉いの？


    [image: ]：うふふ、そうみたいです。


    ──失礼なことしたら、ほかの奴隷に殺されたりして。


    [image: ]：へーきです。にゃー様は絶対にチャットの秘密を洩もらしません。だからみんな写真を送ってきたりするんです。


    ──写真？


    [image: ]：えっちなやつ。自画撮りっていうんです。


    



    　チャットに不慣れな輪玖はタイピングの速度にも自信がない。


    　自然とにゃー様の口数は増え、りょーの台詞せりふは片かた言ことに近づいてゆく。


    　リアルタイムで要求される作文に苦戦しながらも、輪玖は自分の予想を少しずつ修正していった。つまり、にゃー様というのは一人ではないのではないか。


    



    ──にゃー様って何人いるの？


    [image: ]：私だけですよ。


    



    　噓うそか。いや本当だとしたら……。


    　考えをめぐらす前にメッセージが追加された。


    



    [image: ]：でも、成りすましをする悪い子ちゃんならいます。


    ──きっと暗い奴やつだね。


    [image: ]：りょーさんみたいな？


    ──俺おれは明るいし。それよりにゃー様って、どんな人？


    



    　返事の代わりにアドレスが送られてきた。


    　クリックすると新しいウインドウが開き、にゃー様のプロフィールページが表示された。


    　真っ先に視界へ飛び込んできたのは、にゃー様を描いたイラストだった。露出の多いひらひらした衣装で、ガーターストッキングを着けている。それはイラストというよりカットに近い、シンプルな描線で描かれていた。


    



    [image: ]：にゃー様はかわいいんです。


    ──この絵もにゃー様が？


    [image: ]：ううん、奴ど隷れいさん。


    



    　どうやらにゃー様の周りには小さな王国ができているようだ。人を寄せ付けない香か苗なえから、ますますイメージが遠ざかる。


    　プロフィール欄をざっと眺めた。


    　書かれているのは、ほとんど悪ノリに近い情報ばかりだ。


    



    　●にゃー様●


    　おしごと：絶対女王様


    　出身：ないしょ


    　年齢：12さい＋？


    　必殺技：けつバット


    　第一武器：スパンキウスの杖つえ


    



    ──武器で誰と戦うの？


    [image: ]：おしりです。


    ──??


    [image: ]：奴ど隷れいさんのおしりに、必殺のけつバット炸さく裂れつです☆


    ──それってリアルに？


    [image: ]：半りあるってところです。あとですね、りょーさんは初めてだから知らないかもですが、宮殿には三つの掟おきてがあるんですよ。


    



    　また新しいアドレスが送られてきた。


    　開くとエントランスとは別のインフォメーションページが表示され、三つの掟が大きな赤文字で記されていた。


    



    　一、にゃー様の前では絶対敬語。


    　二、にゃー様の御意には絶対服従。


    　三、にゃー様の前では絶対全ぜん裸ら。


    



    　思わず笑い声が洩もれた。


    　まったくレベルの低いごっこ遊びだ。

  


  [image: ]


  
    　しかしルールはルール。守れないのなら自分からこの駄目なサイトを出て行けばいいだけのことだ。


    



    [image: ]：読めました？


    ──はい。


    [image: ]：早いですね。


    ──全ぜん裸らって、いますぐですか？


    [image: ]：そうです。証拠写真の写メを送ったら神になれますよ。


    ──わかりました。写メは無理だけど。


    



    　あくまで香か苗なえのことを知りたいのであって、ごっこ遊びに付き合う意味はない。


    　適当に二分ほど間を置いてチャットを再開した。裸はどうでもいいから敬語を忘れないように、それだけをしっかり意識に留めておく。


    



    ──お待たせしました。


    [image: ]：脱ぎました？


    ──はい。


    [image: ]：勃たってますか？


    ──いいえ、にゃー様っていつも敬語なんですか？


    [image: ]：そうなんです。でもね、奴ど隷れいさんを気に入ると、敬語じゃなくなっちゃうこともありますよ☆


    ──好きになるんですか？


    [image: ]：うん、りょーさんは男の子ですか？


    ──はい。


    [image: ]：高校生？


    ──中三です。


    [image: ]：わ、未成年！


    ──ダメですか？


    [image: ]：ふふふ……実はここ、アダルトサイトじゃないんです。だから平気なんですけど、聞かなかったことにしてあげます。


    ──どうして聞いたらまずいんですか。


    [image: ]：だって、えっちなことできなくなっちゃいますよ。


    ──Ｈなこと？


    [image: ]：え、それも知らないんですか？


    ──ごめんなさい、初心者で。


    [image: ]：いいですいいです。じゃあ、あとで教えてあげますね。


    ──にゃー様は十二＋何歳なんですか？


    [image: ]：りょーさんより年下ですよ、ろりろりです☆


    



    　香か苗なえは十四歳。十五歳に設定したりょーよりも年下ということになる。


    　口の中がカラカラだ。コーラを飲んだら甘さだけが張り付いた。


    　もしも相手が本当に香苗だとしたら、いま感じている胸の高鳴りすら腹立たしいものに変わってしまうだろう。


    　なぜ苛いら立だっているのかわからないまま、輪りん玖くは次の言葉を探した。伸ばした手をにゃー様に取られてしまわないように、この闇やみ深い宮殿に引きずり込まれないように用心深く。


    



    [image: ]：どうして私の宮殿に来ちゃいましたか？


    ──ばかばかしいから。


    [image: ]：りょーさんが？


    ──そうなんです。


    [image: ]：自殺します？


    ──いきなりそこに行きますか？


    



    　確かにばかばかしかった。


    　香苗の調査に色めき立っているのもばかばかしければ、こんなところで自称女王様の日陰者とチャットをしているのもばかばかしい。自分の行動を否定してしまえば相手を見下すことは簡単だし、そうしてすべてを否定するなら死ねばいいというのも順当な結論だ。


    



    [image: ]：自殺したい人、よく来ますよ。


    ──本当に？


    [image: ]：はい、だいたい噓うそですけど。


    ──にゃー様はどうしてここにいるんですか？


    [image: ]：ほかに居場所がないからです。


    



    　ゾクッとした。


    　香苗のイメージにぴったりの言葉だ。


    　好奇心が輪玖の背中を押しはじめる。もっとこの女王様と会話をしたくなってきた。


    



    [image: ]：りょーさんは、どうしてばかばかしいんですか？


    ──実は、イジメにムカついて。


    [image: ]：あらら、いじめられっこさんですか？


    ──そんな感じです。今日も学校行く気がしなくて。


    [image: ]：家でひとりえっちばかりしてました？


    ──なんでわかるんですか？


    [image: ]：それくらいわかります。中三男子が暇ひまを持て余したら、やることはひとつでしょ？


    ──中三女子だったら？


    [image: ]：週３くらいかな。


    ──３は多くないですか。


    [image: ]：人によっては毎日です。


    



    　彼女もしているのだろうか。


    　輪りん玖くの脳裏に、香か苗なえではない女子の姿が浮かび上がる。


    



    [image: ]：あ、想像しちゃってますか？


    ──年下のくせに。


    [image: ]：ふふふ、りょーさんよりずーっと年上の人だっていじめちゃってますから。


    ──みんな言うこと聞くんですか？


    [image: ]：はい、痛いことと恥ずかしいことなら、喜んでする変態奴ど隷れいさんです。


    ──たとえば？


    [image: ]：そうだなぁ、包ほう茎けい手術とか。


    ──それって人生相談では？


    [image: ]：もちろんです、ここはそういうお城なんですから。


    [image: ]：でも包茎手術っていうのは、お医者さんでやるやつじゃないんですよ。


    [image: ]：気にしてる奴隷さんがいたから、ためしにカッターで切ってもらいました。


    ──痛い！


    [image: ]：うん、泣いちゃってました。


    [image: ]：だからすぐにお医者さんに行ってもらったんです。看護師さんに自傷ち○ちん見せて、包茎が恥ずかしくて自分でやっちゃいました、って告白するの。


    



    　コーラがまずくなった。とても中学生とは思えない悪趣味な妄想だ。


    　香苗が……いや、ありえない。


    



    ──それで、その人は？


    [image: ]：みごと、おとなち○ちんに変身です。


    [image: ]：でも副作用があって、にゃー様じゃないと興奮しないんだそうです。


    ──最悪ですね。


    [image: ]：知ってました？　性欲っていうのは、生き物が独りにならないための装置なんです。


    ──それ、誰の言葉ですか？


    [image: ]：にゃー様です。


    ──にゃー様ってエロ怖いんですね。


    [image: ]：ううん、怖くないです。みんな本当はそういうことがしたくて、ここに来るんです。


    [image: ]：けど、りょーさんは普通の雑談のほうがいいですか？


    ──どちらかというと。


    [image: ]：ふーん、変わってるんですね。


    ──絶対女王様をやってるほうが、よっぽど変わってます。


    [image: ]：あはは、そうかもしれないです。


    



    　大人ならともかく、恋愛未経験の香か苗なえがやっているのだとしたら酷ひどい歪ゆがみだ。しかし輪りん玖くはもう、その可能性を半ば捨てていた。


    　香苗とにゃー様は違いすぎる。香苗に褒ほめられても居心地が悪いだけだが、にゃー様に変わっていると評されるのは、ほかの奴ど隷れいとは毛並みの違う存在だと認められたようで、少し嬉うれしかった。


    



    ──俺おれみたいなの、そんなに珍しいタイプですか？


    [image: ]：十人中三人くらいです。そういうことを言うのは。


    



    　所しよ詮せんはその程度の毛並みだということだ。


    　手を伸ばし、喜ばせておいて手を離す。


    　これが女王様という人種の手て管くだなのだろうか。


    　タイピングにてこずりながら、星座や血液型など、でっち上げのプロフィールを伝えているうちに、お見合いのような空気になってしまった。そう告げようと思ったタイミングで、にゃー様が「えーと、ご趣味は？」と調子を合わせてくる。


    



    ──趣味は読書とか……ギャルゲとか。


    [image: ]：美少女ゲームですね。生理の来ない女の子が好きなんですか？


    ──泣けるやつが好きなんです。


    [image: ]：重症ですね。


    



    　確かに輪りん玖くはその手のゲームを何本もプレイしたことがある。


    　それはゲームに限ったことではなく、映画や小説だろうが漫画だろうが、泣けるという評判を聞くたびに片っ端から試すようにしていたのだ。


    　ずいぶんと時間を消費したものの、あいにく泣けたためしは一度としてなく、最近は無駄を悟って勉強を優先するようになっていた。


    



    ──にゃー様から見て、俺おれはどんな人ですか？


    [image: ]：噓うそ８＋リアル１ですね。あと、敬語がへたっぴです。


    



    　かっと顔が熱くなった。


    　リアル１は具体的にどの部分を指すのだろう。


    



    ──謹つつしんでお詫わび申し上げます。


    [image: ]：うふふ。


    ──ええと、１足りないんですけど？


    [image: ]：残りは、＋えっち１にしましょうか。


    ──噓でしょ。


    [image: ]：噓じゃなくてカンですよ、中三男子さん。


    



    　にゃー様は、思わせぶりな言葉で輪玖の痛い部分を刺激する。


    　息苦しさを覚えはじめたところで階下に人の気配がした。普段は朝まで帰ってこないくせに、今日は気まぐれが出たらしい。樽たる人ひと氏はいつだって輪玖の期待を裏切るのだ。


    



    ──切らないと、家族が帰ってきました。


    [image: ]：ばいばいですね。りょーさんのこと、少しだけ気になるからおみやげをあげます。


    ──おみやげ？


    [image: ]：うん、私の恥ずかしいアドレス。


    



    　そうして、また新しいアドレスが送られてきた。


    　文字列にマウスカーソルが乗る前に、にゃー様がメッセージを重ねる。


    



    [image: ]：次からは、ちゃんと裸になってくださいね。


    



    　慌てて後ろを振り向いた。


    　もちろん誰も見ていない。ノートパソコンをひっくり返して調べても、どこにもカメラなど付いていない。輪りん玖くを監視する装置など、どこにもないはずだ。


    　液晶モニターに視線を戻すと、すでににゃー様は退室した後だった。


    「……誰なんだ」


    　心の動揺が声になってこぼれる。


    　白い壁にかかったカレンダー付きの時計が、午前零時を指していた。


    



    



    　　　　　２


    



    



    「おはよっ、どうしたの」


    　昇降口で肩をポンと叩たたかれた。


    　本人にそのつもりはないのだろうが、勢いがあるので身体が前のめりに泳いでしまう。振り返ると結ゆい華かが手のひらで顔の汗を扇あおいでいた。


    「おはよ、結華さん」


    　ほかの男子なら見とれているだろう。輪玖がわざと背を向けて歩きだすと、結華は小走りで追いかけてきた。歩幅が違うのですぐに追いつかれてしまう。


    「ねえ、なんか暗いよ」


    「そんなことないよ」


    「放課後部活あるって」


    「今日は休みでしょ」


    「先生が話したいんだって、部長さんと」


    「めんどくさ、結華さん出るの？」


    「もちろん」


    　ウェーブがかったセミロングを揺らして、結華がうなずく。


    　結華と親しい女子は、みんな彼女をさん付けで呼んでいる。輪玖もそれに倣ならっていた。同じ自然科学部の部長と副部長、肩書きは輪玖のほうが上だが、立場は結華が上だろう。


    「香カ苗ナちゃん、どうだった？」


    「どうもこうも、いつもどおり」


    「ああ、それは気が重いね」


    　瑞みず々みずしい柑かん橘きつ系の香りが、ふわっと鼻先をくすぐった。


    　結ゆい華かさんはいい匂においがする──男子全員がそう口を揃そろえている。じめっとした香か苗なえとは対照的だ。


    「暑くなってきたね」


    　柑橘系の結華さんが言葉を接ついでくる。


    　人目を引くほどの美人のくせに彼女は馴なれ馴れしい。男子にも、女子にも、とりわけ輪りん玖くには。


    「結華さんて、けっこう汗かくんだね」


    「わぁ、言わないで。それ気にしてるから」


    　二の腕を自分の鼻に近づけて、


    「やな匂いする？」


    「まさか」


    　周りの目が気になった輪玖は、もう少しだけ歩みを速くした。


    　教室のドアをくぐると、周囲から『おはよう』が一斉に集まってくる。もれなく結華に向けられたものだ。ひとつひとつに返事をした結華が自分の席にたどり着く。隣に並んでいるのが輪玖の机だ。

  


  [image: ]


  
    「ね、見せっこしよっか」


    　身体を伸ばしてきた結ゆい華かに耳打ちされた。


    　近くの女子が目を丸くしたが、あいにく見せるのは昨日のテストだ。


    　一〇〇対一〇〇。


    　満点が二〇〇点なら二〇〇対二〇〇になっただろう。学校のテストでは埒らちがあかない、優劣を分かつのは七月の全国模試だ。


    「来月まで持ち越しだな」


    「気が向いたらちょっと手抜きして」


    「それ俺おれの台詞せりふ」


    　声を出して笑った結華が、満点のテストを鞄かばんに戻した。寄せられる視線を受け流して伸びをする。微び風ふうに乗った柑かん橘きつの香りが輪りん玖くの席まで届くような気がした。


    　彼女はとにかく目を引く女子だった。


    　学年のアイドルとか、クラスのヒロインとか、そういった月並みなイメージに収まるようなお姫様ではなかったし、純真無む垢くな乙女おとめという柄がらでもない。どちらかというと活発で気まま、気になることがあれば人見知りをせずに颯さつ爽そうと乗り込んでくる。整った顔立ちはどこかおっとりとしていて、周囲を寄せ付けない類たぐいの嫌味もなかった。


    　毎朝のことだが、気後れを感じた輪玖は席を立った。彼女と並ぶということは、比較されるということでもある。


    「どこ行くの」


    「水道」


    　授業の前には手を洗うことにしている。


    　廊下に出ると、後ろから結華が追いかけてきた。


    「漢検取ったってほんと？」


    「ふふふ、お先に」


    「うわ、くやしい。さすがりんりん」


    「そのパンダみたいなのやめて」


    「いいじゃん肉食獣」


    　いきなり背後から羽は交がい絞めにされ、髪の毛をくしゃくしゃに混ぜられた。


    「やめろ、うっとーしい」


    　結華の身長は輪玖より少し高い。手を払いのけてにこにこ顔の結華と向き合った。


    「俺はペットじゃないですよ、結華さん」


    　通りすがりの男子から、「姉きよう弟だい喧げん嘩かか？」と野や次じが飛んでくる。


    　輪玖の背が低いからではない。飾らない性格の結華さんは、クラスの男子にとって近所のお節介なお姉さんのような存在なのだ。


    「準一級受けるの？」


    「結ゆい華かさんが追いつくまで待ってもいいよ」


    「いやみー」


    　伸びてきた腕をすり抜けたところで、藪やぶ亮りよう一いちの視線を感じた。


    　いつものように苛いら立だった目つきで獲物を物ぶつ色しよくしている。案の定、席に戻ったところで話しかけられた。


    「なあゼルダ、東ひがし山やまってトロいと思わね？」


    　ゼルダというのも輪りん玖くのあだ名だ。男子はもっぱらゼルダ、口の悪い奴やつは『伝説』なんて呼ぶこともある。


    　今日、藪に目を付けられた東山は、やや太めなだけの地味な男子だった。特に浮いた存在でもなんでもない。


    「どうだろ、微妙かな」


    「微妙じゃねーだろ、体育着二回連続で忘れてんだぜ」


    　あちこちに餌えさを撒まきながら、スイッチを他人に押させるのが藪のやり口だ。今日の押し役に輪玖が選ばれたのは、結華と仲のいいところを見せつけたせいかもしれない。


    「それにあいつのロッカー、牛乳くせーんだよね」


    「前にロッカーの前で誰か牛乳こぼさなかったっけ」


    「そーだっけ」


    「結華さんだったよーな」


    「ふーん」


    　そこで藪は諦あきらめた。


    　焚たきつけるには粗悪な燃料だと本人もわかっているようだった。


    　藪が自分のグループに戻るのを見送ってから、輪玖は最新号のマンガ雑誌を回している男子の輪に合流した。香か苗なえの代用になるようなカモは、もうこのクラスには残っていない。


    



    　放課後になるのを待って、第二理科準備室をノックした。


    　建て付けの悪くなった引き戸を開けると、水槽の並んだ部屋の奥に安あん斎ざいみつばがいる。モーターのうなる音、壁際にびっしり並んだ水槽の中でいろいろな形の魚が気ままに泳いでいる。


    「失礼します」


    「はーい、いらっしゃーい」


    　九〇センチ水槽の古代魚に餌えさを与えていたあんみつ先生が手招きする。


    　安斎みつばを縮めて『あんみつ』だ。平仮名四文字がアニメっぽいと評判で、本人もけっこう喜んでいるらしい。


    「どうだった、香カ苗ナちゃん？」


    「たぶん来ないと思いますよ」


    「えぇー、それ困るんだけどなぁ」


    　ピンセットで冷凍エビをつまんだまま情けない顔をする。あんみつ先生は自然科学部の顧問であると同時に、輪りん玖くたち二年Ｃ組の担任でもある。


    「藪やぶとかいるんじゃ無理ですよ」


    「本人そう言ってた？」


    「全く」


    　ノートパソコンと『にゃー様』の件は伏せるつもりだ。香か苗なえがチャットサイトに入り浸びたっている確証もないし、先生の心証をよくするために幼おさな馴な染じみを切り売りはできない。


    　頰ほお杖づえをついた先生がため息を洩もらした。


    「りんりんにも打ち明けないんじゃ、脈ナシかぁ」


    「その呼びかた、結ゆい華かさんから聞きました？」


    「可愛いでしょ」


    「ぜんぜん」


    「怒っちゃダメだってばぁ、あだ名なんて気にしない気にしない」


    「先生のこと『四文字熟女』って呼んでる奴やつもいますけど」


    「なにそれ」


    「三十路みそじ突破記念だって」


    　たちまち空気が凍いてついた。


    　目を細めたあんみつ先生から、全く抑よく揚ようのない声が返ってくる。


    「ふぅん……おもしろーい。びっくりするような内申点つけてやるからぁ」


    　この人なら本気でやりかねない。


    　四文字熟女は輪玖が火元なのだ。急いで話題を移した。


    「肺はい魚ぎよは元気ですか？」


    「プロトプテルス・アンフィビウスって言って」


    「それ百パー受験出ませんよね」


    「愛情の問題よ。香カ苗ナちゃんにも愛情あるでしょ？」


    「ゼロか一かで言えば、〇・五くらいは」


    　香苗の話は要注意だった。


    　いつもこんな流れでプリントの配達係を仰おおせつかるのだ。話をさらに遠くへ運ぼうと、輪玖は切り札を出すことにした。


    「それよりコンクールの件なんですけど、湧ゆう水すい調査で行くことにしました」


    「ほんと？」


    　先生の顔にぱっと笑みが広がる。


    　湧ゆう水すい調査というのは、市内を割って流れる桜さくら木ぎ川の湧わき水調査のことだ。


    　今年、輪りん玖くが部長をつとめる自然科学部は、弱小部であることにもめげずに県の自然科学コンクールでレポートを発表することになっていた。


    　研究テーマの候補は二つ。


    　ひとつは輪玖の発案で先生がプッシュしている湧水調査で、もうひとつは副部長の結ゆい華かから提案されたカスタムロボの製作だった。市販のロボット作製キットを改造してオリジナルロボットを作ろうというもので、手軽にできるうえにインパクトもそちらのほうがありそうだ。


    　いずれにせよ、決定は輪玖に一任されていた。


    「湧水は大変じゃない？」


    「具体的なプランはまだですけど、少人数でもできる範囲にテーマを絞れば行けると思います」


    「生き物は？」


    「もちろん入れますよ」


    「やったぁ、それならなんでも協力しちゃう。早めに生物採集の許可を取っておかないとね。あぁ、いよいよ理科準備室に桜木川水槽が作れるわぁ」


    　あんみつ先生というあだ名は、年とし甲が斐いもなく子供っぽい性格にも由来している。


    　水生生物マニアの先生は、職員室よりも理科準備室にこもって水槽に囲まれているほうが幸せなのだ。上機嫌になったあんみつ先生は、香か苗なえのことなどすっかり忘れてしまった。


    　深海生物グソクムシの飼育繁はん殖しよくと、桜木川を遡そ上じようするといわれる幻の鮎あゆを捕獲することが長年の夢だと言っている。その情熱には一ひと方かたならぬものがあって、場合によっては生徒の進路よりも優先されるらしい。


    　時計を見た。


    　三時半になろうというのに、まだ結華の姿がない。


    「ところで副部長は」


    「さっきまでいたんだけど、急用だって帰っちゃった。でね、香カ苗ナちゃんの件はりんりんにもう少しお願いしたいの」


    　有う無むを言わさぬ勢いで、あだ名と話題が返ってきた。


    　この程度で話題をそらせると思ったのが甘かったようだ。輪玖は観念した。


    「何をお願いされましょうか」


    「ズバリ、香カ苗ナちゃん再登校プロジェクトのリーダーさん」


    「それはどう考えても先生の仕事でしょ」


    「じゃあサブリーダーでいいから」


    「けど湧水調査の準備もありますし」


    「大丈夫、それだったら先生でもできるから」


    「女子の面倒だって先生が見られますよ」


    「うーん、いったん感情的にもつれちゃうとねえ。わかるでしょ、香カ苗ナちゃんってけっこう難しいじゃない。けど、りんりんならだいじょーぶだって先生信じてる」


    「りんりん言うのやめてください」


    「じゃあ、お願いゼルダぁ……あん、帰っちゃダメ。先生にいいアイデアがあるんだってば」


    「アイデアですか？」


    「そう、どうせ人手不足なんだから一緒にやればいいんじゃない？」


    「香か苗なえと湧ゆう水すい調査を？」


    「彼女だって部員でしょ」


    「無理ですよ、奴やつのことをなんでも俺おれに振らないでください」


    「無む茶ちや振りはしてないと思うけど」


    　反はん駁ばくの言葉を探す輪りん玖くに、あんみつ先生が追い討ちをかけてくる。


    「これでも贔屓ひいきしてるんだけどなぁ、レポートで賞取って、香カ苗ナちゃんも学校に戻ってきたら、確実に一歩リードじゃない」


    「リード？」


    「結ゆい華かちゃんも白しら鷺さぎの推薦狙ねらってるし、どっちが勝つのかな」


    「先生、それは……」


    「あと、変なあだ名の件もチャラにしてあげる」


    　すべてお見通しといった顔で、四文字熟女は流し目のウインクを投げてきた。


    



    「ようゼルダ、結華が捜してたぜ」


    「ゼルダ、塾の前にマック行かね？」


    「ゼルダ、携帯のアダプター貸してくれ」


    　会話、会話、会話。


    　朝から放課後まで、輪玖はたいがい誰かに話しかけられている。ほとんどはクラスメートだが、相手が上級生や教師であることも多い。さして愛想がいいつもりはないのに、なぜそうなってしまったのだろう。


    　毎日六時間の授業とはいえ、一部の実習を除いた主要五教科は塾の復習にすぎない。


    　となれば学校生活の中心になるのは会話だ。


    　朝から夕方までクラスメートと話すことが、イコール中学生活だ。会話の苦手な香苗が学校に来ないのは理に適かなっている。


    「あ、りんりん」


    　校門を出るところで声をかけられた。


    　ふわっと柑かん橘きつ系の薫る結華さんだ。


    「用事があったんだって？」


    「ごめんね、ちょっと彼氏に呼び出されてて」


    「うそくさ」


    「あはは、ばれた？」


    　結ゆい華かに彼氏ができようものなら、あっという間に噂うわさになる。色恋沙ざ汰たから距離を置いていることも、彼女の人気の一要因なのだから。


    「で、どっちになったの？」


    「湧ゆう水すい調査」


    「そっか……残念、りんりんが決めたんならそれでいいけど」


    　最初から織り込み済みといった顔でため息をつく。彼女が部活をサボった理由も、輪りん玖くにはおおむねわかっている。


    「ロボットはまた来年やろう」


    「無理よ、受験だもん」


    　足もとの小石を結華が蹴けっ飛ばす。


    「香か苗なえの再登校プロジェクトって聞いてる？」


    「あれ、本気だったんだ」


    「俺おれがやるみたいだよ」


    「引き受けたの、大丈夫？」


    「仕方ないよ、腐れ縁だし」


    「りんりん優しいね」


    　いま自分は自然に振る舞えているだろうか。


    　結華と話していると、輪玖はときどき不安になる。


    　実はちゃんと目を見て話せていないことや、彼女を過剰に意識していることが身体から洩もれてはいないだろうか。


    「俺だって一応部長だし、あいつ部員だし……」


    　そっけない口調はキープできている。


    　なにがあっても、結華が校門で待っていたことを喜んでいるなんて、気づかれてはいけなかった。


    　結華への想いをいかにして隠いん蔽ぺいするか、それはいかにして彼女に負けないかというゲームとイコールだった。


    　彼女の前でだけはほかの男子とは違う存在でいたい。


    　そうでなければ、結華は輪玖をライバルと認めないだろう。


    「じゃあ、俺こっちだから」


    「うん、ばいばい」


    　にこにこ笑顔で結華が手を振る。別れて歩き出し、ようやく詰まっていた息を吐き出した。まだ背後で彼女は手を振っているはずだ。


    　結ゆい華かとこの距離で話すことができるのは、自分だけが彼女に肉にく薄はくしているからだ。少なくとも輪りん玖くはそう思っている。


    　才さい色しよく兼けん備びの結華を、みんながさん付けで呼んでいる。


    『さん』は敬称であると同時に、グループを分かつ言葉でもあった。


    　誰も結華に追いつけないから、代わりにさんを付けるのだ。結華さんというのは、みんなの気後れが生みだした呼び名でもあるのだろう。


    　それは輪玖も例外ではない。


    　容姿でも人望でも、結華と自分の間には大きな隔へだたりを感じるし、それはおそらく埋まらないものだろう。今の輪玖がトータルで彼女を凌りよう駕ができるとは、とうてい思えない。


    　しかし輪玖は知っていた。


    　結華が本当は自分の容姿を疎うとんじていることを。


    　テストで首位を取るたび、満点を取るたびに、結華はほっとため息をつく。可愛いと褒ほめられても愛想笑いをするだけの結華が、百点の答案を前にしたときだけは心から嬉うれしそうな顔をするのだ。


    「安心するの？」


    　あれは一年の二学期だった。


    　輪玖が思い切って尋ねたとき、結華はほかの誰にも見せたことのない気まずそうな顔をしてうつむいた。


    　私のセールスは顔じゃない。


    　彼女はいつだって、全力でそう主張しているようだった。


    　上う手まくは説明できないが、そんな結華に自分と通じる歪ゆがみを見つけたような気がして、輪玖はその日から彼女を気にしはじめた。


    　自分だけが結華のライバルであり、そうである限り彼女を理解できる。独りよがりの妄想とわかってはいたが、輪玖の目標は結華だった。


    　一方の結華も、心の拠よりどころだった学業の部分に手を伸ばしてきた輪玖が気になったのか、成績の上昇に合わせて二人の距離は近くなった。


    　家に向かい黙々と足を運んでいると、頭の中でさまざまな思考が像をなしてくる。


    　いつの間にか商店街を抜けて川沿いの遊歩道に出た。護岸工事をされた桜さくら木ぎ川が欄らん干かんの下を静かに流れている。


    　それにしても、両肩に重たい荷物を載せられてしまった。


    　学校にいる間、輪玖は深く物事を考えないようにしている。考えたところで仕方がないから、心のどこかにシャッターを下ろすのだ。


    　放課後、自宅へ向かう通学路が思索の入り口だった。シャッターが開くと、封じていた言葉があふれてくる。覚かく醒せいではなく、襲いかかるように湧わき出してくるのだ。そうして今日の出来事をまとめているうちに輪りん玖くの思考はすっかり目を覚ます。


    　すっきりした気分で家に着けばその日は正解、そうでなければ何か失敗をしていたのだ。今日はため息が何度も出た。


    　ため息の原因はわかっている。両肩の荷物──香か苗なえと湧ゆう水すい調査だ。


    　香苗の問題に取り組みながら湧水調査の活動プランを立て、模試に向けた勉強も減らさずにやる。


    　頭の中でスケジュール帳を広げて、輪玖は軽いめまいを覚えた。


    　中二の夏休みは、受験前最後の自由時間だ。できるなら有意義なことに費やしたい。それがまさか、香苗の再登校プロジェクトとやらを任されるとは思わなかった。それを回避するために用意した湧水調査だったが、あんみつ先生には丸ごと見み透すかされていたようだ。


    　雨が降りそうだ。


    　梅雨が来ると、川の調査はできなくなる。


    　少し歩調を速めて家路を急いだ。


    　香苗をこれ以上構っても埒らちがあかないだろう。


    　一方で湧水調査の問題点は、自然科学部に登録している部員のほとんどが幽霊部員で、戦力として計算できる人間がいないことだ。輪玖から見て頼りになるのは結ゆい華かだけだが、ロボット案を却きや下つかしたからには協力を望めそうにない。


    　不登校の香苗と、部の人手不足。


    　この二つをつないでしまえと先生は言っているのだろう。しかしそれは輪玖に倍働けということと一緒だった。そもそも簡単につなげるとも思えない。


    　迷路の底でうずくまっているような奴やつを、どうやって引き上げればいいのか。


    　香苗のことを思うたびに輪玖は打ちのめされた気分になる。


    　なにせ幼おさな馴な染じみだ。たった十四年の輪玖の個人史には香苗がべっとりと染み付いている。


    　香苗に深入りするのは危険だ。


    　いまのところ、クラスの中で輪玖の立ち位置は悪くなかった。藪やぶのような連中とは一定の距離を保ちつつ、部活を通じて先生とも連携を取っている。


    　二年Ｃ組を光の軍勢と闇やみの軍勢に分かつとしたら、輪玖は間違いなく光の軍勢だった。司令官は結華に譲るとしても、参謀長くらいのポジションには付けているだろう。


    　一方で闇の軍勢とも協定を結んでいた。バックにあんみつ先生がいるという前提のもと、こちらからも藪のグループには干渉しない。お互いを別枠の存在と認めたうえで、友達のような顔で話したり遊んだりしている。


    　輪玖という名前には、友達の輪が限りなく広がり、皆から愛される子になってほしいという願いが込められているらしい。


    　もっともらしい話だが、本当はゲームキャラから拝借されたのではないかと思っている。いかにも樽たる人ひと氏らしいセンスだが、名付けたのは母親だという話も聞いたことがある。


    　名前の由来がどちらであれ、輪りん玖くは傍ぼう観かん者しやでいたかった。


    　それは、自分にとって今が仮の期間だと自覚しているからだ。どんなに背伸びをしようとも、社会に出るまでの準備期間だ。いまは目立たなくてもコツコツと積み上げていった奴やつが勝つらしい。


    　いつかそんな話をしたら、樽人氏は気味の悪そうな顔で「ませてるよ」と言った。あのときの顔を思い出すたびに輪玖は気分が悪くなる。


    　気がついたら家の前にいた。


    　ただいまと声をかけたが返答はない。樽人氏の靴がないのを確かめた輪玖は、そのまま自分の部屋にノートパソコンを持ち込んで鍵かぎをかけた。
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    　ネットにつなぐ前に『りょー』の設定を補強することにした。


    　にゃー様と話をするにしても、自分のバックボーンを明確にしておく必要がある。


    　それが噓うそか真実かは、おそらくどうでもいいのだ。ただ相手を白けさせない程度の設定は必要だった。


    　新聞の折り込みに入っていたパチンコ屋のチラシの裏面に、輪玖は思いつくままにりょーの設定を書き出していった。


    　中学三年生、おひつじ座のＡ型、趣味はギャルゲー、バイトは──。


    　いや、それは前回限りのプロフィールとして、本当は別の設定にしてみようか。


    　相手に興味を抱かせるには、それなりのステータスを持たせるべきだろうか。ネットの世界ならばいくらでも自分を飾り立てられる。年収三千万、医者あるいは弁護士、親が資産家、ガレージに外車が五台──。


    　やめよう。


    　頭に浮かぶステレオタイプの勝ち組イメージは、輪玖が今のままトップ集団で勉強を続け、リタイヤすることなく大学を卒業した後に、少しずつ得られるであろう賞品だ。スタートライン手前の中学生がその衣をまとうのは、代だい償しよう行為のようでみっともない。


    　少し考えて、やはり中学三年生のままにした。


    　見栄を張るのは一歳くらいに控えておいたほうが、自分が苦しくない。設定上、十二歳＋？　のにゃー様とも、ちょうど釣り合いが取れていそうだ。


    　ＰＣには不慣れ、チャットは下へ手た、趣味はギャルゲーのほかに映画鑑賞を付けた。好きな作品はハリウッドのアクション映画。『ダークナイト』じゃなくて『アイアンマン』にしておこう。アニメはそんなに見ない。正体を隠すためには、特徴をなるべく減らしたほうがいいだろう。


    　忘れないようにチラシを手元に置いて、ＰＣのスイッチを入れる。


    　にゃー様の恥ずかしいアドレス──それをブラウザに入力すると、『離宮』と書かれた常連用の裏ページにつながった。


    　さあ、調査開始だ。


    　探偵のような気分でサイトに入ったものの、離宮には伝言板とオープンチャットしか存在しなかった。伝言板は常連同士の連絡に使われているようで、内輪のためだけにある空間に感じられた。この宮殿にはほかにも隠された尖せん塔とうや、練れん兵ぺい場じようのようなページがあるのかもしれない。


    　オープンチャットを覗のぞくと、三人のメンバーが会話をしている最中だった。


    　見学者のところに『２』と数字が表示されている。そのうちの一人は自分だ。もう一人、会話を覗いているのはにゃー様だろうか。


    　会話をしている三人には、『一号』『ポン』『草食』というハンドルネームがそれぞれ付いている。ここにいるのは、にゃー様を取り巻く奴ど隷れいたちだった。


    　現在チャットの話題は内輪話のようで、一読しただけでは流れがつかめなかった。割って入るには敷居の高そうな会話だが、輪りん玖くはにゃー様からここのアドレスを受け取っている。女王のお墨付きを得たと考えてよいのだろうか。


    　見学者二名。


    　もう一人がにゃー様ならば、いま輪玖は観察されていることになる。このページを開いた瞬間、見学者の数字は１から２になった。にゃー様は楽しんでいるだろう、この流れの中に見学者『りょー』が参加するのか。あるいは参加するまでに何分間ためらうか、と。


    　勇気を出して入室ボタンを押した。


    　ハンドルネームはもちろん『りょー』だ。


    　三人の雑談にりょーの名前が割って入る。無視されて当然のつもりでいたが、意外に三人とも優しくりょーを迎え入れた。


    　昨夜ゆうべ、にゃー様が一瞬だけ個室で呼びかけた『りょー』のことを、三人とも知っていたのだ。しかもちょうど、そのことを話題にしていたのだという。


    　多人数チャットの経験はあまりない。


    　しかし三人がこちらの言葉を待ってくれるので、意外にすんなりと流れに乗ることができた。


    　離宮のアドレスを教わるというのは、にゃー様の覚えめでたく臣しん民みんの資格を得るのと一緒だよ。ハンドルネーム『一号』がそう教えてくれた。


    　臣しん民みんとそうでない奴ど隷れいとでは、にゃー様の声かけの頻ひん度どがまるで違うらしく、その選ばれし民に一回目の訪問で認められるなど、奇跡のような幸運なのだと。


    　感嘆符を多めにばらまいて話に頷うなずきながら、輪りん玖くはニュースの特集で見たマルチ商法の勧誘を思い出していた。


    　臣民にはさらに二つの掟おきてが課せられる。


    　一号さんが付け加えて、新しいアドレスを送ってきた。


    　クリックをすると、離宮の心得と書かれた裏ページに飛ばされた。胴長の黒猫を抱きかかえたにゃー様のイラストの下に、新しい二つの掟が書かれている。


    　昨日教えられた三つの掟は、絶対敬語、絶対服従、絶対全ぜん裸らだった。


    　しかし追加された二つには、せっかく今まで揃そろっていた『絶対』がからんでいなかった。


    



    　四、噓うそで怒らない。


    　五、えっちの時は猫になる。


    



    　つまり、このサイトには噓があるのだ。輪玖はそう覚えた。


    　一号さんが解説をする。


    　もともとにゃー様が言い出した掟はこちらの二つで、『絶対○○』の三か条は、にゃー様の宮殿が開設されたときに付け加えられたものらしい。「僕が考えたんだよ」サイトの開設者であり、にゃー様のもっとも古い奴隷だという一号さんは、誇らしげにそう語った。


    　臣民のポンさんは、サイト内に掲載されているにゃー様のイラストを描いた人で、かつては漫画家を志していたという。自分から「かつて」と言うだけあって絵柄が少し古くさく、にゃー様の軽やかな小悪魔イメージとは少々かけ離れていた。輪玖の脳内に生まれたにゃー様は、ポンさんのデザインを今時の美少女キャラクター風に変換したものになっていた。


    　もうひとりの草食さんは、家族がいるのに毎日ここに入り浸びたっているダメ大人だという。ひょっとすると包ほう茎けい手術をしたのはこの人かもしれない、輪玖はそう思った。


    　ポンさんも草食さんも、名前はにゃー様からいただいたものらしい。思い返してみれば、りょーという名前も、にゃー様によってアレンジされた名前だった。最古参にして最功労者の一号さんだけが、『奴隷一号』と番号でしか呼んでもらえず、「どうして君たちには名前があるの？」と自じ虐ぎやくめいた言葉で笑いを誘った。


    　にゃー様はイジワルだから。


    　そうポンさんがフォローして、そこから三人の自慢話が始まった。


    　これまでにゃー様と交わしたコミュニケーションの内容を、全員が競うようにりょーの前に並べようとする。


    　既婚者の草食さんは、陰いん毛もうを剃そるように言われたのを忠実に実行して奥さんと喧けん嘩かしたらしい。剃てい毛もう後ごの証拠写真を写メでにゃー様のアドレスに送信したら、夫ふう婦ふ喧げん嘩かのやりとりも録音して送るように言われたという。


    　リアルの側では家族が大事だが、自分の軸足は宮殿にあると思っている──草食さんは大おお真ま面じ目めにそう語る。もしも樽たる人ひと氏が草食さんだったらと想像して、輪りん玖くは笑った。


    　ポンさんの自慢は、にゃー様の肉声を拝はい聴ちようしたことだ。


    　イラストのご褒ほう美びで音声チャットへ招かれ、五分だけ言葉を交わしたのだという。にゃー様の地声はイメージぴったりの可愛いアニメ声だと言い、聞いたことのない声優の名前を挙げてくる。チャットしながら検索をしても、よくわからないアニメの脇役くらいしかやっておらず、イメージは湧わかなかった。


    　さらには、バイト先で下半身を露出したまま接客せよという命令を実行して、クビになった武勇伝を聞かされた。聞けばポンさんは三十二歳、クビになったのは先月のことだという。草食さんが心配しても、フリーターだからこそ無む茶ちやができるのだとどこ吹く風だ。


    　好奇が嫌悪に変わるのは早かった。


    　ここは最下層の吹き溜だまりだ。


    　収入とか肩書き以前に、本当に駄目な、日なたで生きられない大人たちだった。


    　わたしの恥ずかしいアドレス──にゃー様の言葉を思い出した。


    　人は誰でも自分の居場所を作る。


    　それは必ずしも現実の世界とは限らない。


    　にゃー様の居場所に同居していたのは、グロテスクなクリーチャーだった。


    　ふと思った。これは一種の露出プレイなのかもしれない。にゃー様が中学生のりょーに、どうしようもない奴ど隷れいばかりを集めた退廃の宮殿を晒さらしているのかもしれない。


    　なるほど離宮とはよく言ったものだ。離は隔離の離でもある。


    



    　──みんなチャットの最中にアレしてるんですか？


    



    　答えはイエスだった。


    　駄目な人たちは親切だ。


    　初心者を名乗ったりょーの質問に、隔離された臣しん民みんたちはむしろ積極的に答えてくれた。


    　会話の最中、それを始めるのはいつでもいいのだという。タイミングは奴隷が決める。


    　にゃー様にいじめてほしくなったら、一言、こう入力するといいらしい。


    『にゃー』


    　自じ慰いの開始を知らせる言葉だ。猫のように、にゃー様に飼われるという表明かもしれない。どんな会話の最中であっても、その呪じゆ文もんをきっかけににゃー様とのプレイを楽しむことができる。もっともプレイ内容というのは、必ずしも快楽を保証するものではなさそうだが。


    　果てるときも同じように『にゃー』と打つ。


    　二度目のにゃーが射精の合図であり、それまではにゃー様から、たっぷりのサービスを享うけることができる。


    　ならばにゃー様を独占するために、二度目の『にゃー』をわざと遅らせることはできるのか。輪りん玖くの思ったようなことは、すでに一号さんが試していた。しかし、なぜかにゃー様はこちらの噓うそをすぐに見抜いてしまうらしい。一号さんが自じ慰いを中断したとたん、にゃー様は放置プレイを宣言して、本当に一週間以上放置されてしまったそうだ。


    　話を聞き進めるほど、ますます香か苗なえがにゃー様とは思えなくなる。


    　少なくとも昨日のにゃー様は別人だった。


    　記憶の糸をたぐる。


    　小学五年生のころ、お笑い芸人を自称していたひとりの男子が、女子に自分の下半身を見せる露出狂ごっこを始めたことがあった。そのつど男子が爆笑するものだから、有う頂ちよう天てんになったそいつは体育のたびに女子に突撃していった。


    　ほとんどの女子は悲鳴とも笑いともつかない声をあげて逃げ回ったが、香苗だけは怖がってその場にしゃがみこんでしまった。身体が竦すくんで動けなくなったのだ。


    　当時は香苗も人並みのクラスメートだったので、大勢の女子がそれをかばい、自称芸人男子は痴漢芸人のレッテルを貼られて先生に突き出された。


    　そのときから香苗は、異性が根本的に駄目になってしまったのだ。


    



    　──成りすましがいるって聞いたんですが。


    



    　輪玖の質問にチャットが沸わいた。


    　成りすましは二か月ほど前から宮殿の問題になっており、三人の中ではポンさんだけが成りすまし犯と遭そう遇ぐうしていた。


    　我らが女王様の名前を盗んだ犯人とは、どれほどの奴やつなのかと意気込んだポンさんだったが、ボキャブラリーは貧困だしリードも下へ手たくそで白けたという。ニセモノだろうと指摘すると、一言の反論もせずにいなくなってしまったらしい。


    　おそらく、それが香苗だ。


    　輪玖には確信に近い思いがあった。


    　およそ二か月前というのは、香苗が不登校になった時期と一致しているし、にゃー様になろうとした香苗の気持ちも少しなら想像できる。


    　自分の部屋にこもるだけの無む為いな一日。外は雨が降り、雨どいが嘔おう吐とを繰り返している、そんな日に香苗はここに来たのだろう。


    　ネットサーフの最中、おそらくは卑ひ猥わいな単語を検索しているうちに宮殿に迷い込んだ。軽い悪戯いたずらのつもりでにゃー様を名乗ってみたら、見ず知らずの奴ど隷れいたちにちやほやされた。そうして病み付きになったのだ。


    　そんな筋書きはいかにも香か苗なえらしい。


    　こんなアンダーグラウンドのサイトにあっても、あいつは場違いな存在なのだ。


    　話題は成りすましから、本物のにゃー様に移る。


    　にゃー様は真夜中の女王様で、明るいうちは絶対に現れないらしい。


    　十二＋？歳──プロフィールから、住人一同は本物の中学生だと思っている。確かににゃー様は、十五歳のりょーよりも年下だと言っていた。


    　香苗はむしろ昼間に活動するだろう。


    　学校を休んで、日が暮れるまでここに入り浸びたっていてもおかしくない。


    　ひょっとすると、香苗は一人じゃないのかもしれない。成りすましのにゃー様を演じつつも、ここの住人の一人として息を潜ひそめているのかもしれない。いま、りょーと話している三人のうちの誰かが香苗であってもおかしくはないのだ。


    　疑い始めれば、何もかもが疑わしくなる。


    　ため息をついて時計を見た。塾の時間だ。


    　三人のクリーチャーに別れを告げた輪りん玖くは、退室してノートパソコンを片付けた。


    　ブラウザの履歴を消去する方法はもう調べてある。ネットサーフの証拠は隠いん滅めつできるが、このままでは会話内容を保存することができない。


    　塾の帰りに国道沿いの大型電器店まで足を延ばした輪玖は、最安値のＵＳＢメモリーを買って自宅に戻った。


    　住人からいろいろと聞かされたせいか、塾の授業中もにゃー様のビジュアルが脳内にこびりついて離れなかった。本物のにゃー様はいったい何歳なのだろう、大人かもしれないし、あるいは男……いや、ポンさんが肉声を聞いているのだから女子だろう。しかしその証言も噓うそだとしたら？


    　家に戻ると樽たる人ひと氏は帰っていなかった。


    　ノートパソコンを抱えて部屋にこもる。夕食のチーズバーガーをかじりながら、にゃー様の宮殿に接続する。退廃の離宮には立ち寄らず、２ショットに『りょー』で部屋を取った。


    



    [image: ]：今日も来ちゃいましたね。


    



    　すぐににゃー様が入室した。


    　まるで輪玖を待っていたかのように。


    　そんな想像に少しだけ心が躍った。もしもにゃー様の正体を香苗だと疑っていたら、こんなふうには思わないはずだ。輪りん玖くの中で、香か苗なえとにゃー様はそこまで分離されていた。


    



    ──さっき離宮に行きました。一号さんと、ポンさんと、草食さんって人に会って。


    [image: ]：ふふふ、見てました。


    ──やっぱりにゃー様だったんですね。すごいディープな人たちで驚きました。


    [image: ]：教団幹部の人たちですか。みんな屑くずですよ。


    ──それちょっとひどくないですか？


    [image: ]：そう言うと喜ぶんです。ダメな人たちだから。


    



    　二回目のチャットも、和なごやかな会話から始まった。


    　にゃー様も離宮の住人を見下しているとわかり、輪玖の心は少しだけ浮き立った。


    



    [image: ]：りょーさんの学校って、どんなところですか？


    ──山の中です。長い道路がうねうね続いていて、途中まではバスに乗らないとたどり着かない感じの。


    



    　できることならプライベートな話題は避けたかったが、今の段階で交わす会話はどれも自己紹介の延長線だ。学校については噓うそを並べることにした。昔やった学園物ゲームの舞台をそのまま伝えれば矛む盾じゆんに困ることはない。


    　噓に怒らない。その掟おきては、主あるじであるにゃー様にも適用されるのだろうか。


    　ロケーションの話でお茶を濁にごして、今度は輪玖から学校の話題を仕掛けてみた。


    　にゃー様は中学生という設定だ。今は別人のようであっても、会話から不登校の匂においが感じられたら、ふたたびにゃー様と香苗の接点は濃厚になる。


    



    ──にゃー様は学校に行っているんですか。


    [image: ]：もちろんですよ。でも、たまにサボってここに来ちゃいます。


    ──先生は怖くないですか？


    [image: ]：身体が弱いから平気です。


    ──どんなタイミングでサボるんですか？


    [image: ]：今日は違うなって思ったとき。


    ──違う？


    [image: ]：そう。たとえば、学校行くよりひとりえっちしたいなーって思うことないですか？


    ──ちょっとレベル高すぎます。


    [image: ]：あはは、でもあるんですよ。


    ──俺おれもよく学校休むんですよ。給食のメニューで行くかどうか決めたり。


    [image: ]：ふふふ、りょーくん可愛いな。


    ──くん？


    [image: ]：だって、りょーさんだったら眉まゆ毛げつながってそうだもん。


    



    　気づけば敬語を忘れている。


    　そう思ったところで、にゃー様が攻め込んできた。


    



    [image: ]：裸になりましたか？


    ──はい。


    [image: ]：ダウト。


    ──本当ですよ、靴下だけ。スースーする。


    [image: ]：ふーん？


    



    　そこで会話が途切れた。


    　にゃー様は噓うそを見抜くという、一号さんの言葉が頭をよぎった。


    　一分、反応がない。


    　二分、まだ反応がない。


    　何度もためらった輪りん玖くは、白旗を揚げるように様子を窺うかがった。


    



    ──あの……？


    [image: ]：はい。


    



    　すぐに返事が来た。


    



    ──寝ちゃってました？


    [image: ]：ううん。


    ──裏で別の人とチャットとか？


    [image: ]：してませんよ。


    



    　ならば、どうして反応がなかったのか。


    　それを聞く前ににゃー様から次のメッセージが送られてくる。


    



    [image: ]：にゃーしてみる？


    



    　どくん──胸の奥のほうで何かが動いた。


    　今までのりょーは、ゲストとして丁てい重ちように迎えられ、宮殿のあちこちを案内されていたようなものだ。そこへにゃー様が、住人になる意志があるのかどうか、イエスかノーかを突きつけてきた。


    　輪りん玖くの目的は、香か苗なえの登校を促うながすことだ。


    　この宮殿に入り浸びたるのは寄り道もいいところだ。


    　しかし……。


    　目の前のにゃー様が別人であったにしろ、香苗がこの宮殿に入り浸っていたことに違いはない。ならばここがどんな場所なのか確かめてやる。一瞬の動揺を大たい義ぎ名めい分ぶんで塗り固めた。覚悟を決めてメッセージを入力する。


    



    ──それってエロいこと？


    [image: ]：ふふふ……ごっこですよ、ごっこ。


    ──じゃあ、『にゃー』って言ったほうがいいですか？


    [image: ]：どう思います？


    ──にゃー。


    



    　間が空あいた。


    　しかし今度は放置されている気がしなかった。


    



    [image: ]：舌出して？


    ──はい。


    



    　にゃー様は、気に入った相手には敬語を使わないこともある。


    　昨夜のにゃー様を思い出しながら、言われるままに液晶モニターに向かって舌を出してみた。


    　バックライトが瞼まぶたを刺す。


    　舌先が触れそうなほど近づける。


    　猫背になった輪玖の吐と息いきが、液晶画面を湿らせる。


    



    [image: ]：ちゅ……。


    



    　ドキッとした。


    　ばかばかしい。


    　同時に芽生えた感情のどちらが本物か、輪りん玖くにもわからなかった。


    　にゃー様に胸が高鳴ったのではない。このノートパソコンの向こう、ネットワークで結ばれた日本のどこかに、自分と疑似セックスをしようとしている女の人が実在することに気持ちが揺れただけだ。


    　向こうにいる相手は、きっと香か苗なえなんかではない。


    



    [image: ]：ふふふ、ちゅーしちゃいました。


    ──ドキドキする。


    [image: ]：私もしてますよ。ねえ、いつもやるみたいにして。


    ──うん、してる。


    [image: ]：そうそう、皮を剥むいたり戻したり。


    ──包ほう茎けい設定だったの？


    [image: ]：そのほうが似合ってます。ふふっ、りょーくん、どんな顔してるのかなぁ。


    ──普通ですよ。


    [image: ]：普通っていってもいろいろタイプがありますけど？


    ──にゃー様のイメージだと？


    [image: ]：そうですね。かっこいいより可愛い系かな。背は低そう。俺おれより僕のほうが似合ってて、頭がいいけど線が細いタイプ。

  


  [image: ]


  
    



    　ぜんぜん違う。


    　そう打とうとしたが、概おおむね当たっている気がしてしばらく躊ちゆう躇ちよしてしまった。


    　しかしにゃー様は輪りん玖くの噓うそに気づいていない。


    　輪玖は安心し、同時に少し失望した。


    　絶対女王に魔法や超能力は備わっていないのだ。


    　なぜなら輪玖は自じ慰いをするどころか、服の一枚も脱いでいないのだから。


    



    [image: ]：あれ？　当たっちゃいました？


    ──ぜんぜｎ


    [image: ]：あはは、かわいい。だっこして頭くしゃくしゃってしてあげる。


    



    　途中送信をにゃー様に[image: ]わられたが、輪玖はその先の文章に目を奪われた。


    　頭くしゃくしゃってしてあげる。


    　そのフレーズが目に入ったとたん、露出の多いにゃー様のコスチュームを身につけた結ゆい華かの姿が、頭の中に飛び込んできた。


    　にゃー様の結華は、液晶画面に向かって舌を出した輪玖を高いところから見下ろし、[image: ]っている。たったいま、輪玖は離宮の住人となにひとつ変わらない存在に堕だしたのだ。興奮と恥ち辱じよくがないまぜになって、下半身に熱が降りてきた。


    　自分で頭をかきむしった輪玖は、右手を机の下に潜もぐらせた。


    　自慰をしようという明確な意思はなかった。しかし硬くなった下半身に触れた瞬間、ビリッと痺しびれるような感覚が脊せき髄ずいのほうへ抜けてきた。


    　もう一度、頭をかく。


    　理性が──いや、あの最下層の連中とは違うのだという見栄が、その先の行為を思い留まらせていた。


    『にゃー』


    　この三文字を打てばいい。二度目のにゃーは射精の合図だ。


    　にゃーの一言。


    　それで輪玖はステージに上がらぬまま、ゲームはにゃー様の一人ひとり相撲ずもうで終了する。


    　唾つばを飲んだ。


    　限界を定めるのは輪玖だった。


    



    [image: ]：かちかちになってる？


    ──うん。


    [image: ]：わたしも濡ぬれてる……。


    



    　結局変態だ。


    　口の中で呟つぶやきながら、視線は液晶画面から離れなかった。


    　おそらく、この向こうでにゃー様が自じ慰いをしている。


    　離宮の誰もが、にゃー様の恥ち態たいを見たことがないと言っていた。にゃー様はいつも笑顔のまま攻める立場の女王様で、奴ど隷れいごときの前で我を忘れることはないのだと。


    　ならば、今のにゃー様は？


    　本物か、あるいは成りすまし？


    　息が荒い。


    　何者かわからないにゃー様に向かって、性欲という名の好奇心を言葉に置き換える。


    



    ──どんな格好をしてるんですか。


    [image: ]：椅い子すに座って、足を広げてます。


    ──染みません？


    [image: ]：ううん、足の裏を机に乗せてるの。画面の向こうのりょーくんに見えるように……ん、気持ちいい。


    



    　文字列に胸を突き上げられた。


    　両足を机に乗せて開脚した結ゆい華かを想像する。


    　おっとりした結華の笑顔が色しき情じように歪ゆがみ、よだれの垂れた口元から舌先が覗のぞいている。机に向かって広げ突き出された下半身。その中心にはモザイクがかかり、結華の長い指先が踊っている。


    　ナイロン地のハーフパンツの上から、輪りん玖くも同じようにした。


    　頭が痺しびれる。


    　そういえば結華と香か苗なえが話している場面を、自然科学部の活動中に何度か見かけたことがある。副部長と部員なのだから、二人に接点がないわけではない。


    　輪玖の脳内で、にゃー様と結華が無理やり結ゆわえつけられる。


    



    ──出るよ、出ちゃいそう。


    



    　そうして生まれた新しいにゃー様に向かって卑ひ猥わいな言葉を吐きかけた。


    　まるで本当にセックスをしているかのように。


    　あるいはその手のゲームのヒロインが洩もらす台詞せりふのように、にゃー様の反応も激しさを増してゆく。


    



    [image: ]：見えますか、りょーくん見える？　あ、あん……指入ってるの……ほら、第二関節……根元まｄ言っちゃいそう。


    



    　ミスタイプに構わず、にゃー様は喘あえぐ。


    　たがを失った言葉は際限なく続き、さらに露骨な放送禁止用語がモニターにあふれ出す。


    　画面の向こうで結ゆい華かはどんな顔でキーを叩たたいているのだろう。片手で打っているのか、愛液でキーボードを汚しているのだろうか。にゃー様の切迫とともにミスタイプと変換ミスがさらに増える。


    



    [image: ]：りょーくん見て、私の屋らしいとこたくあんみて


    



    　崩れた文字列が、にゃー様の欲情を炙あぶりだしている。


    　ハーフパンツに封じられた下半身が、さっさと画面の向こうにダイブしろと叫んでいる。香か苗なえを見つけ出すという本来の目的は、とうに頭から締め出されていた。


    　離宮にたむろする常連たちは、輪りん玖くがにゃー様を弄もてあそんだと知ったらどんな顔をするだろう。


    　憎むだろうか、羨うらやむだろうか。


    



    ──淫語嚙かまないでください。


    [image: ]：やん、恥ずかしい。


    ──にゃー様ってかわいい。


    [image: ]：なん加虐ですね。りょーくんが王様みたい。


    



    　そうだ、まだ輪玖は脱衣も自じ慰いもしていない。


    　絶対敬語は守ろうと努力しているが、絶対服従と絶対全ぜん裸らには唾つばを吐いた。


    　胸の高鳴りを着衣の内側に押し込めて、輪玖はただモニターを睨にらんでいただけだ。


    　絶対女王にはなんの力もない。


    



    ──にゃー様は僕のどんなところに興味を？


    [image: ]：家族がないとこ。


    



    「え……」


    　声が出た。


    　なぜそんなことが言える。


    　文字列で発情しているような女が、どうして？


    　身体は勝手にノートパソコンの前から飛びのいていた。


    　胸が苦しい。


    　そう思うのと同時に、毛穴から汗がふき出してくる。


    



    [image: ]：あ、あああ、言っちゃいそうてｎ


    



    　言葉を失った輪りん玖くを置いてきぼりにしたまま、にゃー様の文字列が次々と流れてゆく。


    



    [image: ]：みててね、りょーくんみてて……いくから

  


  
    第二章♡鷺の声

  


  
    



    



    



    　　　　　１


    



    



    



    　輪りん玖くは樽たる人ひと氏を『お父さん』ではなく『親おや父じ』と呼んでいる。本人がそう呼んでくれと言ったからそうしているのであって、そこに特別な悪意は存在しない。


    　樽人氏は学期末に輪玖の学力をチェックするが、その他の行動全般はほとんどスルーしている。だから輪玖は自分で塾を増やし、自分で夏期講習を申し込むことにした。多少金額が高くても、それが勉強のためであれば樽人氏の財布は簡単に口を開く。


    「母さん、毎日忙しいってさ」


    　あるとき、樽人氏がそんなことを口にした。


    　口ぶりからすると母親の家計を心配しているようであった。いまほど家計に余裕があったわけではなく、妹の養育費も大した額にはなっていないようだ。


    「本当は養育費なんか払わなくてもよかったんだけど、やっぱり父親だからねえ」


    　相手がどう思っているかは知らないが、樽人氏はいいことをしているつもりだった。その証拠に輪玖は同じ話を十回以上聞かされている。あるいは、お前はうちに残ってよかっただろう、と言いたいのかもしれなかった。


    　一歳下の妹は、母親と一緒にどこかの家で暮らしている。


    　もう何年も会っていないがどんな中学生になったのだろう。よい想像と悪い想像が、まだらの翼を羽ばたかせようとする。


    　そうではない、今はにゃー様のことを考えていたのだ。


    　頭をかいた輪玖は、脇道にそれようとする思考を当初のレールに引き戻した。


    　なぜ、にゃー様は輪玖の家庭環境を知りえたのだろう。


    　家族がないとこ、というのは、そういう意味としか考えられない。パチンコ屋のチラシに記したりょーのキャラクター設定には、家族関係について一言も書かれていないのだ。


    　ならばあれは、りょーが輪玖だとわかったうえでの発言だということか。


    　つまり、にゃー様は香か苗なえか？


    　であるとするならば、輪玖はずっと香苗の手のひらで踊らされていたことになる。その想像は血流を刺激し、輪玖の心しん拍ぱくを痛いほどに昂たかぶらせた。


    　だが、と思う。


    　香苗は輪玖の両親の離婚を知らないはずだ。


    　香か苗なえどころか学校ですら知らないだろう。樽たる人ひと氏の方針で離婚は伏せると決めたのだ、中学校入学時に提出した生徒連絡票の保護者欄には、とうに別居した母親の名前が書かれている。


    　ならば、にゃー様はなぜ。


    　あてずっぽうか、それともりょーの会話に、家族を失った人間独特のパターンでも感じ取ったというのだろうか。


    「なに考えてるの？」


    　結ゆい華かの声で現実に引き戻された。


    　学校で思し索さくの迷路に入り込むなど珍しいことだ。ましてや彼女の前でこんな隙すきを見せるなんて。


    　それほどまでに、にゃー様の言葉が重かったということだ。


    「おーい」


    　額ひたいをつつかれて、また戻ってきた。


    　黒い実験用の机を挟んだ向かい側で、結華が首をかしげている。我知らず顔が熱くなった。輪りん玖くの脳内に現れた昨夜のにゃー様は、結華の顔をしていたのだ。


    「ごめん寝不足で」


    　しっかりしろ、今は部活の最中だ。赤らんだ顔を隠しながら、たった一人の出席者である結華に今後のプランを説明する。


    「湧ゆう水すい調査なんだけど、今週中に簡単な活動計画を立てることにしたよ。昭和六十年の記録があるから、それを参考にしてみる。まだちゃんと資料を読めてないけど、たぶん湧水地点の推移と水質調査、それから生物採集の三本柱でやることになると思う」


    「着地点は見えてる？」


    「環境問題のレポートなんて、答えは最初から決まってるよ。あと、香苗は意地でも引っ張り出す」


    「乱暴なこととかしないよね」


    「まさか、俺おれがするわけないでしょ」


    　午後の陽ひ差しが銀杏いちようの青葉からこぼれ、結華の髪を照らす。白く鮮やかなシュシュの色が眩まぶしくて、輪玖は何度か瞬まばたきをした。


    　桜さくら木ぎ川の湧水調査は、輪玖が主導する研究テーマだ。


    　カスタムロボを却きや下つかしてこちらに決めた以上、結華の協力はほとんど得られないものと諦あきらめていた。お互いに塾の時間を割さいて部活をやりくりしている以上、それは当然のことだったからだ。


    　しかし、結華は今日も部活に顔を出している。自分の早はや合が点てんがいかにも卑いやしいもののように思えて、輪玖は恥ずかしかった。そして輪玖の羞しゆう恥ちが強くなるほどに、柑かん橘きつ系の結華さんは輝きを増してそこにいるのだ。


    「名前どおりだね。りんりんが学校と香か苗なえちゃんをリンクさせるんだ」


    「デッドリンクにならないといいけど」


    「また、そうやって暗いこと言うのよくないよ」


    「クラスにいるときは言わないでしょ」


    「ふーん、私の前だから？」


    「結ゆい華かさん前向きすぎるから、ちょっと中和しないと」


    　白いシュシュを揺らして、あはは、と笑う。


    　あっけらかんとした笑い方は、どこか脳内のにゃー様に通じている。


    「そうだ、これ持ってきたけど」


    　急に話題を変えた結華は、知らないブランドのロゴが入ったビニール袋を輪りん玖くに手渡した。雑貨ショップの袋で、中身はＣＤ二枚ほどの厚さがある。


    「チョイスに自信ないけど、好きなやつ」


    「うん……ありがとう」


    　ぺこりと頭を下げると、驚いた結華が顔の前で手を振る。


    「もー、大げさだって、たかがＣＤで」


    「そうじゃなくて、本当に助かるよ」


    　本当に礼を言いたかったのは、レポートのことだった。


    　輪玖と香苗の二人だけでは、湧ゆう水すい調査に必要な作業をすべてこなすことは不可能だ。実質香苗は戦力にならないと考えるべきで、下へ手たをしたら足手まといになるかもしれない。夏休みをまるまる返上すれば調査を完了させられるが、塾の夏期講習を放棄することは受験校のランクを下げる行為に等しかった。


    　それでも輪玖はやり遂げて、白しら鷺さぎ高校の推薦を取ってやろうと思っていた。


    　白鷺高は県下唯一の偏差値七〇突破校だ。輪玖の中学からの推薦枠は一名で、もちろん結華もその席を狙ねらっている。


    　研究テーマの選択は、そんな結華からの無言の提案だった。


    　テーマをロボットにするなら発案者の結華が主導権を握る。輪玖はレポートを結華に任せ、その時間を使って夏は勉強に専念する。湧水調査ならばその逆だ。自然科学コンクールに向けての活動は、推薦への近道であると同時に勉強時間のロスでもある。


    　そのどちらを選ぶかを、結華は輪玖に委ゆだねたのだ。


    　だからあの日、結華は口実を作って自然科学部に出席しなかった。自分が同席したうえで湧水調査に決まったら、協力を断りにくいと考えたのだろう。これは結華が薄情なのではなく、二人の間で自然に成立したゲームのルールといってよかった。


    　クラスでは輪玖しか知らない、気さくな結華さんのもうひとつの顔だ。


    　好奇心旺盛に見えて、彼女はひらりと身をかわすのも実に上う手まい。


    　四月、自然科学部の部長に輪りん玖くを推薦して、自分はちゃっかり副部長に納まったときもそうだ。「困ったことがあったらなんでも助けるから」と言われても、副が付くのと付かないのとでは責任の重圧がまるで違う。あんみつ先生が呼び出すのは真っ先に輪玖だし、サポート役の結ゆい華かは、上から輪玖の手を引いてやる立場を手に入れたことになる。


    　これまで輪玖は、結華のそんな一面を可愛いと思っていた。誰にでもいい顔をする結華が、自分にだけは生の駆け引きを見せたのだと、うぬぼれていた。


    　それが今度は湧ゆう水すい調査を手伝ってくれるというのだ。


    　これは、輪玖が恐れるほどの相手ではないと見くびられたのか。そうではない。結華さんはもともとこういう人だったのだ。輪玖の脳内で、にゃー様のように狡こう猾かつな結華が勝手に踊っていたにすぎないのだと、ここに来て気づかされた気がした。


    　貸してもらったＣＤは鞄かばんに入れず、割れないように手で持って帰ることにした。


    　急いで家に帰った輪玖は、塾までの時間を使って猛然と計画に取り組んだ。輪玖と結華と香か苗なえ、三人のスケジュールと戦力を予測して、八月末までのカレンダーを埋めてゆく。


    　水質の調査、生物数の調査、できることなら水量も確認したい。


    　桜さくら木ぎ川の湧水調査は、二十年前の自然科学部が一回行っていたものだ。二番煎せんじではあるが、前回の記録と比較することに意味がある。


    　あんみつ先生のために熱帯魚に餌えさをやるのでも、準備室の片付けを手伝うのでもない、自分の提案した研究テーマだった。幽霊部員ばかりの自然科学部の部長になって、初めてやりがいのある活動をこの手につかんだ。


    　ミニコンポに結華のＣＤを入れて再生する。


    　聴いたことのない外国のバンドの、聴いたことのないアルバムだ。


    　前に音楽の話になったときも、結華の聴いているアーティストが輪玖にはひとつもわからなかった。


    「ロックばっか聴いてるけど」


    　それならばとお薦めのＣＤを貸してもらったのだが、結華の好みは難解だった。


    　ボーカルはなく、冷えた密室で打ち鳴らされたようなドラムとベースラインの上を、延々と同じフレーズが繰り返されている。変に緊張感が際立ち、それが三分経っても、五分経っても、浜辺に打ち寄せる波のように続く。


    　どう聴けば楽しめるのか理解できない音楽だったが、その上に結華がいる。我慢して聴くことにした。チリチリと刺激される劣等感も、まとめて押し込めた。


    　輪玖はずっと、結華に認めさせたいと思っていた。


    　そのためには結華より上に立つのだと決めていた。


    　結華を超える。


    　結華に勝つ。


    　彼女を意識するようになってから、ずっと考えていたことだ。


    　しかし今日、彼女から手を差し伸べられたことで、その意識はゆっくりと形を変えつつあった。


    　湧ゆう水すい調査は、参加メンバー全員で作り上げるのだ。


    　自分の手柄にする必要はない。三人の連名にしよう。


    　それは輪りん玖くに、結ゆい華かからの解放をもたらすかもしれない。結華を追い抜かなくても、自分の気持ちを彼女に告白できるかもしれない。


    　その気持ちの正体を、特定の言葉に当てはめることはまだ難しい。


    　輪玖は結華が何かに成功すると焦あせりを覚えるし、何かに失敗すると嬉うれしくなる。それは好意とは程遠い感情だ。もしも『好き』と『執着』がイコールなら、いつでも結華に「好きだ」と伝えられるのだが。


    



    　塾の帰りに足を延ばし、香か苗なえの家を訪ねることにした。


    　あらかじめ電話で用件を伝えていたので、香苗の母親は満面の笑顔で輪玖を迎え入れてくれた。靴を脱いでスリッパに履き替える。玄関で母親に手を取られ「ぜひ連れ出してほしい」と背中を押されて階段を上った。


    　台所から焼き魚の匂においが香ってくる。少なくとも香苗の家庭は輪玖よりも恵まれている。優しい目をした母親がいて、香苗を心配しながら毎日手料理を作ってくれるのだ。


    　家族がないから。


    　にゃー様の言葉が蝿はえのようにまとわりつく。二階に上がった輪玖は、香苗の部屋の前で深呼吸をした。結華の音楽を頭の中で再生して、ドアをノックする。


    　香苗は部屋でテレビを眺めていた。


    　輪玖がドアを開けると、慌あわててスイッチを切ってリモコンを遠くに投げ出す。


    「ドラマ？」


    「ううん」


    　番組名を告げるかわりに、香苗は輪玖のクッションを用意した。


    　あの雨の日と同じように香苗の前に座る。


    　時計は午後九時、にゃー様がネットに現れるころだ。


    「悪かったな、こんな遅くに」


    「ううん、ぜんぜん」


    　うつむいていた香苗がびっくりしたように顔を上げて、両手を小さく振る。


    「リンくんこそ塾は？」


    「終わったとこ」


    「大変だね、こんな時間まで」


    「そうなんだよ、親が勉強しろばっかりでさ」


    「家の人、元気？」


    「昔と一緒」


    　ぐるりと見渡してノートパソコンを探したが、今日は見当たらなかった。


    　中を覗のぞいたのがバレたのだろうか。不吉な想像を払いのけ、輪りん玖くは本題を切り出した。


    「今日は俺おれ、自然科学部の部長なんだ」


    　眼鏡めがねのレンズの向こう、不安げな瞳ひとみが輪玖を映している。


    「香か苗なえ、部員だったの覚えてる？」


    「うん……ごめんなさい」


    　責めているわけではないのに香苗が頭を下げる。怯おびえているのか、乾いた唇を舌がぺろりとなぞる。


    「今日来たのは、学校に来いとか、そういう話じゃないから安心してほしいんだけど、ちょっと力を貸してもらいたくてさ」


    「私がリンくんに？」


    「うん、実は秋に発表会があってレポートを書くんだけれど……」


    　自然科学コンクールと湧ゆう水すい調査について、簡単にあらましを説明した。


    　湧水調査、二十年前の記録、乗り気なあんみつ先生、中学校最後の大きな活動というフレーズも付け加えた。


    　輪玖が話している間も、ピンクの舌先が唇の襞ひだを割って何回も出入りする。昔から変わらない、緊張したときの香苗の癖くせだ。


    「俺ひとりじゃ手が足りないんだ」


    「うん……」


    「香苗は外に出るの嫌だろうけど、ほかに頼れる人もいないしさ」


    「結ゆい華かちゃんは？」


    「副部長だから少しは手伝ってくれるだろうけど、あんまり期待できない」


    「うん……」


    　舌先が覗のぞく。


    「でも私、きっと足引っ張ると思う」


    「そのときはそのときさ……でも、そうならないように俺がちゃんと教えるから」


    　思わずこぼれた本音を慌あわててフォローする。


    「うん……」


    　香苗が下を向いた。


    　垂れ落ちた前髪で表情が隠れ、沈黙が訪れた。


    　承諾も拒否もしないままボールだけが投げ返された。やむを得ないとはわかっているが、少しでいいから気持ちを言葉にしてほしい。苛いら立だちを抑えながら次のアプローチを模索していると、香か苗なえが顔を上げて正面から輪りん玖くを見た。


    「私でもできる？」


    「できると思ったから誘ってる」


    　わずかな沈黙。


    「ならやってみる。けど、ひとつだけ……」


    「なに？」


    「手……つないでくれたら」


    　なんの話だ。とっさに理解できなかった。


    「手？」


    「うん、手……」


    　顎あごを引いた香苗の瞳ひとみが、眼鏡めがねごしに輪玖を見み据すえている。


    　その目を見たとき、実は香苗が大きな壁を越えようとしていたことに遅まきながら気づかされた。


    　決意の色だった。


    　彼女が部屋から出るのには、それだけの重さがあったのだ。


    「リンくんには、目標ある？」


    「あるよ」


    　別れ際に交わしたのは、この二言だった。


    　そのとき輪玖の頭の中には、香苗ではなく、結ゆい華かの顔をしたにゃー様がいた。


    　従順な香苗は、眼鏡の向こうからそんな輪玖を眺めていた。


    　翌朝は霧雨だった。


    　入にゆう梅ばいのニュースが朝の天気予報で告げられていた。


    　傘かさを広げた輪玖はわざと遠回りをして桜さくら坂ざかを下り、香苗の家の前から川沿いを巡って登校した。


    　整備された桜さくら木ぎ川緑道から商店街へと抜けるには、うねうねと蛇だ行こうした春はる彩いろ小こ径みちを通ることになる。


    　市が整備したこの小径は、藤棚の下に砂利と踏み石を敷いた百メートル余りの遊歩道で、桜木川の支流を暗あん渠きよとした上に造られている。輪玖の日常においては通る必要のない道だったが、香苗との記憶が足を運ばせたのだ。


    　小学校低学年のころ、輪玖は香苗と手をつないでここを歩き、並んで登校していた。


    　春彩小径の春彩が「はるいろ」か「しゅんさい」かで言い争ったのは何年生のころだったか。さらに記憶を遡さかのぼれば、輪玖は香苗に向かって「守ってやる」なんて約束をしたこともあった。


    　まだ家に母親と妹がいたときの、忘れていい記憶だった。


    　五年ぶりに、一人で朝の小こ径みちを抜けた。


    　春は彩いろどり豊かな花々に飾られる遊歩道だが、六月の眺めは単調な緑色をしていた。
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    　白い影が大空を斜めに横切り、遠くの緑にふわりと没した。


    　やや間を置いて、ぎゃーっ……と首を絞められたような悲鳴がこだまする。


    　田んぼのタニシを狙ねらった鷺さぎが、犬かカラスに追われたのだ。自転車のギアを二段階重くして、輪りん玖くは立ち漕こぎの体勢に入った。


    　日曜日、桜さくら木ぎ川河か川せん敷じき。


    　市街地の遊歩道を抜けるととたんに人影のなくなる川沿いを、下流へ下流へと走り抜ける。流れの段差で生まれた白い泡と競走しながら風を浴びると、汗の粒が勢いよく背後に飛び去った。


    　ふたたび背中に鷺の悲鳴。


    　蛇だ行こうする桜木川の水音がそれを包み、輪玖の自転車を追い抜いて下流へと消えてゆく。


    　スピードを緩ゆるめずに道端の距離標識を読み取った。


    　目的地の和わ田だ橋まで、残り一キロを切っていた。


    　本格的に梅雨が訪れる前に、輪玖は桜木川を下見する計画を立てた。


    　桜木川は市北西の巾きん着ちやく池を水源とする二級河か川せんで、延長は十二キロ。市内をうねうねと蛇行し、西の市境ざかいである有あり沢さわ川に合流する。


    　二本の川の合流地点となる和田橋の周辺は、のどかな田園地帯だ。その橋のたもとに輪玖と香か苗なえは自転車で集合する約束をしていた。


    　砂利道に自転車を止め、タオルで汗をぬぐった。


    　強い陽ひ差しに炙あぶられた髪の毛が、シャワーを浴びたように濡ぬれている。


    　橋の欄らん干かんから見下ろすと、流れはきらきらと澄んでいた。雨で川が増水すれば水底の湧ゆう水すいを見つけることは不可能だ。梅雨入り直後にこの快晴は僥ぎよう倖こうと言ってよかった。


    「おはよう！」


    　ふいに高音の通る声が響き、面くらった輪玖は声の主を探した。


    　土手の傍かたわらに茂った身長ほどもある雑草が揺れる。黒と緑が左右に割れて、その奥から香苗が小柄な姿を現した。


    「驚かせてごめんね、日陰がなかったから」


    「ああ、おはよう」


    　母親に持たされたのだろう、麦むぎ藁わら帽子を頭に乗せた香か苗なえが、とてとてと不器用に自転車を押してくる。密室の蛹さなぎが脱皮を果たしたような姿に、輪りん玖くは何度か目をしばたたかせた。


    「どうしたの？」


    「なんか、ちょっとイメージが違う」


    「そうかな」


    　少し不安な顔をすれば、いつもの香苗に戻る。その前に輪玖は左手を突き出した。


    「手、つなぐんだろ」


    「うん……」


    　麦藁帽子の向きを直した香苗が、おずおずと右手を差し出してきた。


    　ためらいがちなところはいつもの香苗だ。


    　焦じれた輪玖は少し乱暴にその手を引いた。


    「このあたり、久しぶりだな」


    「うん、思ったより遠かった」


    　一緒にいるときは手をつなぐ。


    　湧ゆう水すい調査に香苗を付き合わせる条件は、これだけだった。


    「あ……」


    　ぎゅっと力をこめてみると、それだけで香苗は真っ赤になる。手のひらがべたついているのは、輪玖の汗だけではないだろう。


    「あっついな、梅雨の前に夏が来たみたいだ」


    「そうだね」


    「自転車、飛ばしたのか」


    「ううん、どうして？」


    「汗、すごいから」


    「ご、ごめんね」


    　慌てて手を解ほどこうとするのを引き止める。


    　困り顔になった香苗が、上目づかいで輪玖を窺うかがった。


    「いいよ、俺おれも汗かいてるから」


    　その一言でほっと力が抜ける。


    　おそらく香苗は、いつもと違う一面を輪玖に見せようと、そうとう意識して自分を組み立てたのだろう。明るい、昔と変わらない香苗がまだ残っていることを知らせたかったのかもしれない。


    　しかしそのメッキは手を握っただけで剥はがれ落ち、その下から密室の香苗が顔を覗のぞかせている。


    　軽い後悔を感じながら、輪りん玖くはつないだ手に力を込めた。


    「あ……」


    　ぎゅっ、ぎゅっと握るたびに、香か苗なえがビクッと反応する。


    「リンくん？」


    「遠いから平気さ」


    「う、うん」


    　市街地から五、六キロ、あたりにはひと気けもない。二人の姿を学校の連中に見られる心配は、ほとんどないだろう。


    「白いな」


    「え？」


    「手とか、肌」


    「うん、外出るの久しぶりだから」


    　上の空の香苗は、握られた手だけを気にしている。


    　香苗がどんな気持ちでここに来たのか、輪玖は今日一日かけて確かめようと思っていた。しかし汗ばんだ香苗の手のひらが、あからさまに彼女の感情を映している。


    「手って、ずっとじゃなくていいんだよな」
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    「あ……うん、もちろん、邪魔になったら悪いから」


    「これじゃチャリも漕こげないか」


    　軽く笑って手をほどく。


    　持参した地図を香か苗なえの前に広げた。


    　桜さくら木ぎ川の流域地図。昭和六十年にコピーされたものの拡大版だ。巾きん着ちやく池をはじめとする数十か所に赤い丸印が打たれている。


    　延長十二キロの範囲に、赤丸が三十四か所。


    　これが、二十年前の調査で観測された湧ゆう水すい地点だった。


    「今日やるのは、これをひとつずつ確認するだけ」


    「確認って」


    「いまも水が湧わいてるかどうか目視で調べるんだ。あと、市街地は護岸工事されているから、どこから川に下りられるかも探しておく。八月に本格的な調査をするから、今日はその下準備ってとこかな」


    「うん、わかった」


    　香苗はメモを取りながら神妙な顔で聞いている。


    　そういえば、こいつの学力はどうだっただろう。昔からトロい奴やつだったが、今の話を理解できているのだろうか。


    　メモを覗のぞき込むと、こう書いてあった。


    



    ・昭和六十年の記録をもとに、観測された湧水地点（三十四）に変化がないか目視確認。


    ・川岸に立ち入れる場所の確認。


    ・和わ田だ橋をスタートして、川沿いに源流の巾着池を目指す。


    



    「正解」


    「あ……うん」


    　訂正の余地がないメモを香苗が恥ずかしそうに隠す。


    　これだけ理解力のある奴が、どうして不登校になるのか不思議だった。いや、下へ手たに周りが見えるからこそ、ありもしない悪意を感じ取るのかもしれない。その気持ちは輪りん玖くにも少しだけわかる。


    　だとすれば香苗は、自分の思考をまるでコントロールできないのだろう。


    　にゃー様のイメージが香苗に近づき、また離れてゆく。こんなに香苗のことが気になるのは、その向こうに、にゃー様の姿を見み出いだそうとしているからだ。


    　メモ帳を握った香苗の小さい手に視線を落とす。


    　一緒にいるときは手をつなぐ。


    　彼女が出してきた「手をつなぐ」という条件がどういう意味なのか、あの汗ばんだ手を握るまでは半信半疑だった。


    　結論からいうと、香か苗なえは自分に好意を持っているのだろう。


    　それは前から知っていたが、好意の性質が恋愛と結びつくものだとは思っていなかった。


    　冷房のきいた密室で差し向かいになったあの日、香苗は照れていた。


    　赤くなった顔に動揺した輪りん玖くも、余計なことを口走ってしまった。


    「けど俺おれ、彼女とか考えたことないから」


    「あの、そういう意味で言ってないから安心して」


    　香苗は慌あわてて手を振ったが、今日は汗ばんだ手のひらが反対の答えを示している。


    　一緒に橋のたもとから川かわ面もを見た。


    「熱い」


    　焼けた鉄の欄らん干かんに、香苗が慌てて手を引っ込める。


    　白い手首を握るとたちまち硬直した。


    「いま、変な空気？」


    「う、うん……」


    「ごっこだよな、ごっこ」


    「うん、ほんとにそれだけ」


    　香苗の耳たぶが赤く染まっている。幼おさな馴な染じみの気安さでつまんでやろうかと思ったが、さすがにそれはやりすぎに思えた。


    　川の流れが綺き麗れいじゃないと湧ゆう水すいが見つけられないことを説明してから、自転車に乗った。


    　最初の湧水地点まで七百メートル。


    「遅れるなよ」


    「うん、大丈夫！」


    　香苗に後を追わせる形で、涼しく吹き付ける風を正面から受け止める。


    　半分くらい進んだところで背後の香苗が遠くなった。


    「ギア軽くしろよ」


    「これ、ついてないの」


    　香苗が乗ってきたのはおそらく家の自転車なのだろう。やけに大きな買い物籠かごが前と後ろについている。スピードは出ないだろうが、荷物を運ぶにはおあつらえ向きだ。


    「わかった、ゆっくり行こう」


    「ごめんね」


    「いいって、お前のペースで大丈夫だから」


    　いつも輪玖は、優しい言葉を選んで香苗を励ましている。


    　香苗が自分を好きになったのだとすれば、それが伝わった結果だろう。


    　香か苗なえには香苗のペースがある。


    　ただ、それが学校のペースに合わなかっただけなのだ。


    　香苗の問題がややこしくなるたびに、輪りん玖くはそう考えるようにしている。だから学校に来る必要はないし、部屋から出るタイミングも本人が決めればいい。


    　輪玖はべつに香苗を憎んでいるわけじゃない。


    　ただ、いつも少し面倒なだけだ。


    「昔を思い出すな」


    「…………」


    　返事はなかったが、香苗が汗ばんだ頰ほおを染めているのがなんとなくわかった。


    　どんな香苗だったら自分は満足するのだろう。


    　従順であればいいのか、活発であればいいのか、利口であればいいのか。理想の香苗像はにわかに思い浮かばない。


    　今日一日かけて、それを探すことができればいい。そう思って自転車のペースをさらに遅くした。そうすれば、香苗のことをこんなにも考える必要はなくなるのかもしれない。


    　三分ほどして最初の湧ゆう水すい地点に着いた。


    　まだ周囲は田園地帯で、このあたりは護岸工事もされていない。河か川せん敷じきの芝生しばふに自転車を止めて、小石と砂利の散らばる汀みぎわに降りていった。


    「冷たい」


    　サンダルを手に持った香苗が悲鳴を上げる。資料のコピーを手に、輪玖も流れに足を踏み入れた。


    　キンと冷えた流れが頭を活性化させる。


    　川は浅く底がよく見えた。晴天時はたかだか二十センチ程度の浅さだが、昔はよく大雨で氾はん濫らんしたらしい。


    「どこかな？」


    「写真が古いから探さないとわからない」


    　あたりの景色は昔とあまり変わっていないが、それでも草の生え方はだいぶ違う。しばらく川かわ面もを見つめながら行くと、川底の砂利が噴き上がっている場所を見つけた。


    「あった、湧水だ」


    　実際に目で見るのは初めてだ。


    　湧水は、熱帯魚水槽の底から噴き上がるエアーに似ていた。


    　巾きん着ちやく池の源流に加えて、川のあちこちから湧わき上がる豊富な水量が、桜さくら木ぎ川の美しい水質を支えている。レポートのまとめに書く文章は、調査開始前から頭の中にある。


    　資料を香苗に預けて、デジタルカメラを構えた。


    「ちょっと離れて」


    　湧ゆう水すいを覗のぞき込む香か苗なえを下がらせて、デジカメで水面と周囲の景色を撮影した。香苗がチェックリストの一番に×印をつける。リストの最後は巾きん着ちやく池だ。


    「日が落ちるまでに全部回れたらラッキーって感じだな」


    「お弁当、持ってきたから」


    　背中に背負ったミニリュックを香苗が指差す。


    　少し気恥ずかしかったが、素直に嬉うれしくもあった。


    「今日の香苗、なんかいいな」


    「え？」


    「家にいるときより話しやすい」


    「そ、そうかな……」


    　冷房の暗がりから出ることは、香苗にとってもプラスのはずだ。事実、いつもボソボソしている彼女の声が今日は弾はずんでいる。


    　川岸まで水の流れを蹴けって戻りながら、輪りん玖くは単純にも弁当の中身ばかり想像していた。


    　ぎゃーっ。


    　第二地点を目指す途中、また鷺さぎが鳴いた。


    　ブレーキをかけた香苗が、あたりをせわしなく見回す。


    「鷺だよ、知ってるだろ」


    「あんな声だった？」


    「そういえば、鳴いてるのってあんまり見ないな」


    「うん……」


    　怯おびえたような瞳ひとみが落ち着かない。


    　いや、怯えではなく好奇心に見えた。


    　自転車を止めてチェーンをかける。


    「見に行くか？」


    「うん」


    　手をつなぐ。


    　河か川せん敷じきから芝の上を横切り、茂みの向こうの田んぼを目指す。少し進むと畦あぜ道みちに入った。丈の伸びた稲が微風にそよいでいる。水田の周りに農作業の人影はなかった。


    「静かに」


    「うん」


    　道草とは思わなかった。


    　三十四の湧水地点をすべて回れなかったとしても、香苗と自分の間にある何らかの溝や壁が浮かび上がれば、それでいいのだと思った。


    　そうして二人をつなぐ糸から腐敗臭がしなくなれば、香苗の問題は解決する。


    「昔よく探検したな」


    　こんなふうに香か苗なえを子分にして、茂みの中をどこまでも歩いた。


    　枯れ枝を持った輪りん玖くが草を薙なぎ払い、どんぐりや色のついた石を拾い集める。香苗はその後ろに寄り添って、レジ袋に戦利品を入れる役目だった。


    　今は輪玖がデジカメを持ち、香苗はリュックに弁当を持ってついてくる。


    　手で庇ひさしをつくり、鷺さぎの姿を探した。


    　鷺は桜さくら木ぎ川で見られる川鳥のなかでも特に美しい。大型でよく目立ち、子供たちが川岸で探す鳥の代表格だ。推薦を狙ねらっている白しら鷺さぎ高校にも通じるので、できれば写真に撮りたかったが、眩まぶしい太陽が白い姿をカモフラージュしているのか、なかなか姿を見ることはできなかった。


    　畦あぜ道みちから畦道へ、青空の下を歩く。


    　もう川の音は聞こえない。


    　二十分ほどうろうろして、輪玖も香苗も疲れ果ててしまった。


    「戻ろうか」


    「うん……」


    　結局、過去の香苗と遊んだだけの二十分だった。途中から手をつなぎ忘れていたが、香苗が何も言わないのでそのままにした。


    



    　七番目の湧ゆう水すい地点を越えたところで結ゆい華かに会った。


    「おーい」


    　少し先の橋の上から白いブラウスが手を振っている。


    　香苗の顔にさっと翳かげりが差した。


    「結華さん？」


    「急に気が向いて、いるかなーって思ってたんだ」


    　結華は制服だった。香苗が着たことのない夏服のボタンを二つも開けて、汗ばんだ鎖さ骨こつを覗のぞかせている。


    　今日は香苗と二人で回るつもりでいた。


    　結華の登場は、全く彼女の独断による飛び入りだった。


    「結華さんなら大丈夫だろ」


    「う、うん、ぜんぜん平気」


    　明らかに平気ではなさそうだが、そこを暴いても意味がない。


    　香苗はまだ、輪玖以外の人間には心を開かないのだ。部活にいたころは何度か会話をしていた結華が相手でも、それは変わらないのだろう。


    　三台の自転車が合流する。


    　香苗にはかわいそうだが、輪玖の中に結華を追い返すという選択肢はなかった。桜木川の湧ゆう水すい調査は三人のチームで行うのだから。


    「久しぶり、かなちゃん」


    　さばさばした笑顔の結ゆい華かが、香か苗なえの隣にぴたっと密着する。


    「髪伸びた？」


    「う、うん……ちょっと伸びたかな」


    「伸びたよ、前より似合ってる」


    　結華なりに、何か考えがあってのことなのだろう。それが香苗を前に進ませる力になるかもしれない。


    　ゆっくりと桜さくら木ぎ川を自転車で遡さかのぼる。


    　ここからは三人で下見をすることにした。


    　青空の下、ピクニック気分で自転車を漕こぎ進めると、田園地帯が途切れて遊歩道に入った。


    　さっきまでは土手だった川の片側だけがコンクリートで護岸されている。自転車を止めて写真を撮った。


    「二十年くらい前、お父さんが引っ越してきたころはよく川があふれたんだって」


    　昔、川沿いに住んでいたという結華がコンクリートの土手を指差した。


    　この先のカーブで川幅が広がるので、下流は昔のままにしてあるのだろう。洪こう水ずい対策にコンクリートで護岸されてから、桜木川の氾はん濫らんはほとんどなくなったのだと結華が解説をした。


    「こっち側がコンクリート護岸で、向こうは自然護岸なんだって」


    　向こうの川岸にはコンクリートではなく、青々とした草が生い茂っている。自然石をネットで固定したものをなだらかに積み上げることで、自然と植物が生え、川の姿を変えずに護岸をすることができるのだという。


    　飛び入り参加をするからには川の勉強をしてくる。輪りん玖くの知らなかった情報の中に、結華のプライドが垣かい間ま見えた。


    　近くで見てみようと結華が言って、三人で橋を渡る。


    　水の中で無数の小魚がきらきらと鱗うろこを光らせているのが見えた。


    「今日は生き物は採らないんだよね」


    「うん、夏休みでいいよ」


    　香苗と並んで水を覗のぞき込む。丸まった結華の背中を太陽が眩まぶしく照らし、白いブラジャーのラインが透すけている。


    　川の流れから結華に視線が流れると、その向こうの香苗と目が合った。


    「暑いよ」


    　汗をぬぐう仕草をして、輪玖は真っ白な太陽を見上げた。


    「香カ苗ナちゃんと部長っていつから一緒？」


    　しばらく小魚を追いかけていた結華が、ふいにそんなことを聞いた。香苗に遠慮したのか、輪りん玖くを部長と呼ぶことにしたようだ。


    「幼稚園だよね」


    「ああ、よく覚えてないけど」


    　好奇心を滲にじませた瞳ひとみが、輪玖と香か苗なえを交互にとらえる。


    「昔からいじられキャラだった？」


    「俺おれのどこがいじられキャラなのかな」


    「だって何言っても返してくれるし」


    「そういうところ、あると思う」


    「だよね」


    　いつの間にか三人の先頭を結ゆい華かが歩いていた。


    　歩く順番だけでなく、香苗に向かっていた視線も少しずつ結華にずれていく。それは月の沈む前に太陽が昇ったようなものだった。


    　最初はぎこちなかった香苗だったが、次第に結華とも言葉を交わすようになった。彼女がプリントを届けていれば、案外もっと早く香苗は外に出られたかもしれない。


    　川沿いの遊歩道を進み、小学生のころによく遊んだ桜さくら木ぎ公園を抜けた。


    「この先に駄だ菓が子し屋さん、あったよね」


    「ああ、よく寄ったっけな」


    　香苗が懐かしそうに目を細める。一人だけ学区域の違う結華が、「え、どこ？」とあたりを見回した。


    「たしか、この公園の先……」


    　記憶を頼りに自転車を乗り入れる。


    　結華にあとを追わせる形で、しばらくあたりをうろうろした。


    「あ、そこ！」


    　香苗が、今日二番目に通る声で行く手を指差した。


    　木陰の向こうに剥はげたコーラの看板があり、太ゴシックで「いろは商店」と書かれている。強い陽ひ差しが屋根の上に落ちて、店の中は闇やみに見えた。


    「寄ってこうか」


    「うん」


    　公園を抜けた駄菓子屋に三人で立ち寄った。


    　ガラスの引き戸を開けると、薄暗い店内に雑然と安い玩具と菓子類が盛り付けてある。何種類もの駄菓子の混ざった匂においを嗅かぐと、時計が巻き戻されたような錯覚を受けた。


    「あ、ヨーグルト懐かしい」


    「すもも漬け冷えてるかな」


    　女子二人が駄菓子に色めき立つ。スーパーの駄菓子コーナーに並んでいるようなものが、暗い店内で見ると無む性しように食べたくなる。


    　結局、すもも漬けとチューチューアイスを買って店を出た。軍資金として樽たる人ひと氏の財布から三千円ほど拝借してきた輪りん玖くが、みんなのぶんを払った。


    　店を出ると、陽ひ差しはさらに強くなったようだ。アイスを食べながら歩く真っ黒な三本の影が、アスファルトの上で交じり合う。


    「うわ、溶けそう」


    「結ゆい華かさん、汗かきだから」


    「もー、気にしてるのに」


    　刺すような光線の下で、光と影がくっきりと分かれている。


    　すぐにアイスをかじり尽くした輪玖は、凍らせたすもも漬けに口をつけた。真っ赤な汁を吸い上げると、塩味と酸味が暑さを一瞬忘れさせた。


    　女子二人はまだアイスのチューブを吸っている。その口元に意識が向いたとき、


    「部長、目がやらしい」


    　結華にびしっと指をさされ、輪玖は激しくむせ込んだ。


    「冗談だってばぁ」


    　すももの汁が喉のどに入り、咳せきが止まらない。見かねた香か苗なえと結華が背中を撫なでてくれた。


    「動揺しすぎ」


    「急にそんなこと言われたらむせるって」


    「図星だったからじゃなくて？」


    「違います！　なあ、香苗」


    「どうだろ？」


    　首をかしげて香苗が笑う。


    　腹が立つよりも、結華に感謝したい気持ちになった。


    　結華の手が離れても、香苗は輪玖の背中をさすり続けている。


    　今日を境に、こいつが元に戻るといい。


    　明るい太陽の下では、自然とそう考えることができた。


    　香苗に対して抱いだく煩わずらわしさも、面倒くささも、光に打たれて消えてしまったようだった。密室に影響を受けていたのは香苗だけでなく、輪玖も同じだったのかもしれない。


    　桜さくら木ぎ公園のベンチで昼食にした。


    　香苗がミニリュックからサンドイッチの弁当を広げ、結華が目を丸くする。


    「わたし、コンビニのおにぎりで済ませようと思ってた」


    「結華さん、思ったより適当？」


    「効率的って言って」


    　香苗が三人分のサンドイッチを取り分ける。口に入れると、暑さで少しふやけていたが味は悪くなかった。


    「美お味いしい……香カ苗ナちゃんすごいな、色どりも綺き麗れいだし」


    「下へ手ただよ。それに結ゆい華かちゃんなら料理くらい」


    「ううん、わたし実は超苦手！」


    「結華さんにも弱点あったんだ」


    「ひとをボスキャラみたいに言わないで」


    　結華が手をじたばたさせると、柑かん橘きつ系が薫かおる。


    　口元に手を当てた香か苗なえが微笑ほほえんでいる。


    　まるで違うタイプの二人は、不思議と馬が合っているように感じられた。


    



    　さっさとサンドイッチを食べ終えた輪りん玖くは、公園の百メートル先にある十六番目の湧ゆう水すい地点に足を延ばした。


    　この陽ひ差しだ、女子二人には公園のベンチで休んでもらおうと思った。


    　遊歩道の欄らん干かんをまたいでコンクリートの護岸を滑り降りる。強い陽差しでも、川の近くには冷気が残っていた。


    　太陽の反射を背中で遮さえぎりながら、水の揺らぎに目を凝こらす。


    　ざざ、と木々の揺れる音がして、汗を引かせるような風が輪玖の左右を通り抜けた。


    　水の流れが足にまとわりつく。見ると六、七十センチはあろうかというコイが、足の間をゆらりとくぐってゆくところだった。


    「でけえ！」


    　ただのコイだというのに叫び声が出た。


    　いい土産みやげ話ができた。早く湧水を見つけて二人のところへ戻ろう。そう意気込んで水面に顔を近づける。


    　不思議な気分だった。


    　結華と香苗、輪玖のコンプレックスを刺激する二人と一緒だというのに、胸の中は綺麗に透き通っている。あるいはこの照りつける太陽の仕業かもしれなかった。


    　どこからか柑橘系の香りがする。


    　頭上の遊歩道をベビーカーを押した主婦が歩いてゆく。


    　昨日までの自分は夜の夢で、昼の自分はこの光の中にいられればいい。ふくらはぎまで水に浸つかりながら、輪玖はそう思った。


    　無事に湧水を見つけて戻ると、ベンチに二人はいなかった。


    　手洗いにでも行ったのだろうか。


    　二人の姿を捜しながら公園の周りを歩いていると、芝生しばふの奥の茂みで何かが動いたような気配がした。


    　足音を忍ばせて覗のぞいてみる。


    　香か苗なえと結ゆい華かがいた。制服のスカートから放り出された脚が見えた。


    　何があったのか、泣きじゃくる香苗が結華にしがみついている。結華は尻しり餅もちをついたような格好で香苗を受け止め、優しく髪を撫なでている。二人の足が絡まって、四本の脚線が芝生しばふの上に白く投げ出されている。


    　輪りん玖くは気づかれないように茂みを離れた。


    　おそらく、学校や今後の話をしているうちに香苗が泣いてしまったのだろう。あるいは香苗が勝手にパニックを起こしたのかもしれなかった。


    　いずれにしろ、結華に任せておけば間違いない。


    　ベンチに戻って二人を待った。


    　五分、十分──ご馳ち走そうにありつこうと寄ってくる蚊かと戦いながら、輪玖の頭には二人の重なり合った光景が、不思議と灼やきついて離れなかった。
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    　奇跡のような晴天は、一日限りだった。


    　三人で自転車を漕こいだ湧ゆう水すい調査の翌朝、空には灰色の雲が幕を張り、いつ雨粒を落としてやろうかと待ち構えていた。桜さくら坂ざかの下の町並みも湿った空気にくすんでいる。そんなじめついた日に、輪りん玖くは朝から樽たる人ひと氏に会った。


    　いつも昼までは寝ている樽人氏が、珍しくリビングで朝の情報番組を見ていたのだ。


    　おそらく飲むつもりで忘れたのだろう、コンロの上で火をかけられたままのケトルがもうもうと蒸気を吐き出していた。


    　面倒くさがってティーバッグを直接ケトルに放り込むのが樽人流だ。火を止めて、明らかに煮詰まっていた紅茶を流しに捨てた。


    　新しく湯を沸かすまでの間に自分の朝食を済ませようと、がらんとした冷蔵庫を開ける。買い置きしていたゼリー飲料がなくなっていた。リビングのローテーブルの上で空からの容器が三つもひしゃげている。


    「冷夏だってさ、がっかりだなぁ」


    　画面を見たまま、樽人氏が話しかけてくる。


    「天気予報なんてあてにならないよ」


    「そう言うなよ、こいつらも商売でやってんだから」


    　見ず知らずの人間を「こいつ」呼ばわりする癖くせがなくなれば、少しは樽人氏に親しみを感じられるだろうか。ティーバッグに沸かしたての湯を注ぐ。小遣いはもらっているから、朝食はコンビニで買えばいい。ゼリー飲料というのはこういうときに便利なのだと理解できた。


    「今日は塾の日だっけ？」


    「日曜以外はそうだよ」


    「そうか」


    　一度言葉を切ってから、少し話しづらそうに切り出してくる。


    「今夜、ちょっと家空あけられそうかな」


    「誰か来るの」


    「うん、まあちょっと仕事の関係で」


    「夜遊びでもしてくればいい？」


    



    「うーん、それはよくないかな」


    　のんきに首をひねる樽たる人ひと氏の前に、湯気を立てるティーカップを置いた。


    「部活のレポートがあるから部屋で調べ物をする。出なきゃいいんでしょ」


    「そうだなぁ、すまないがよろしく」


    　やや不本意といった顔の樽人氏を置いて、家を出た。


    　始業時間には少し早い。遠回りをして、桜さくら木ぎ川沿いの遊歩道から欄らん干かんの向こうを見下ろすと、湿った空気の下でも川の流れは透き通っていた。


    　足元に小石があったら蹴けり落とすのに。そうすれば少しは絵になるのではないか。


    　他ひ人と事ごとのように思いながら輪りん玖くは通学路に戻った。「おー、ゼルダ」すぐに友達に見つかり、また会話だらけの一日が始まる。


    　夜になると階下が騒がしくなった。


    　舌打ちでもしようものなら、昨日浴びた太陽の光が身体から漏もれてしまいそうだ。輪玖はヘッドホンで結ゆい華かのＣＤを聴くことにした。歌のないロックが流れる。単調なフレーズと複雑なリズムに身を浸ひたしながら塾の宿題を片付ける。今のところ、湧ゆう水すい調査のしわ寄せは充分に取り返せる範囲のものだ。


    　塾に行くために、輪玖は足音を忍ばせてリビングの前を抜けた。


    　一瞬だけ視線を送ると、ガラスドア越しに見えた客は女のようだった。しかし一人ではなかったことが輪玖を多少ほっとさせた。


    　今日はにゃー様の宮殿に行かなくてもいいかもしれない。


    　焼けたアスファルトの上で食べたアイスを思い出しながら、塾のテストをクリアした。自己採点でおおむね九十点。正面から白しら鷺さぎ高校を狙ねらうのなら、まだ一点でも多く稼ぎたい。


    　塾の帰りに雨に降られた。


    　梅雨を知らせる勢いのない雨だった。


    　うっかり折り畳み傘を忘れてしまった輪玖が濡ぬれねずみで帰宅すると、リビングでは樽人氏と客がまだ騒いでいた。風呂に入りたかったが、着替えだけ持って二階の自室に戻った。


    　雨はまだ数日は続くそうだ。


    　ネットの天気予報で確認した。来週は湧水調査に出られそうになかった。


    　窓を叩たたく雨音を聞きながら目を閉じる。


    　不思議と干からびたダムの空想が像を結ばなかった。代わりに感じたのは濡れたタオルの冷たさだけだった。


    　舌打ちをして立ち上がった輪玖は、タオルを振りかぶってベッドを叩いた。


    　どすっ、と布が重い音を立てる。もう一度、それが三度になり、そのまま気が済むまでベッドを打ち据すえた。激しくタオルを振り下ろしながら、階下に聞こえないだろうかと、そればかりが心配だった。


    　タオルに飽きた輪りん玖くはノートパソコンを立ち上げた。


    　太陽が翳かげり、自分は夜の世界に戻ってきたのだと思った。


    　インターネットに接続する。離宮のチャットを覗のぞくと、知らない常連が増えていた。見学者は自分一人で、にゃー様はここにいない。少し迷ったがチャットに加わる理由が何も思い浮かばず、輪玖はいつものように『りょー』で２ショットに個室を取った。


    　運がよければ、成りすましに会えるかもしれない。


    　にゃー様が別人であるのなら、成りすましの犯人こそが香か苗なえではないか。そう疑うようになってから、輪玖はどうにかしてそいつに会う方法はないかと考えたが、個室で運に任せる以上の方法は見当たらなかった。コメント欄で成りすましを名指しすることも考えたが、相手の正体が本当に香苗だったら逃がしてしまうだろう。


    　夜のチャットに関わる大たい義ぎ名めい分ぶんは、輪玖の中で不確かなものになりつつあった。香苗が冷房の部屋から出てこない状況だったから、輪玖はチャットという回りくどい手段で彼女の実情を探っていたのだ。


    　登校できなくても自然科学部を手伝うまでになったのだから、探偵の必要性は輪玖の個人的な好奇心よりも高いものではなくなっていた。


    　ドアを開きつつある香苗に、直接にゃー様の話をぶつけてみることも考えたが、自分がストーカーにならずに会話を運ぶ自信はなかった。同時に香苗の口からはにゃー様の話を聞きたくない、という妙な抵抗もあった。輪玖は絶対女王に選ばれた人間であり、にゃー様と香苗は別人であってほしかったのだ。


    　五分ほどでにゃー様が入室した。


    　やはり自分は特別扱いされていると思った。管理人の一号さんですら、何日もにゃー様に会えないことがあるのだから。


    



    [image: ]：おはようございます☆


    



    　今夜もにゃー様の挨あい拶さつは明るかった。


    　朝からのささくれ立った気持ちを、少しだけ和やわらげてくれる。


    　にゃー様の正体を香苗と結びつける気持ちは、どこかへ消えていた。今、輪玖の頭には、すっかり結ゆい華かの顔をしたにゃー様がいる。輪玖があれだけ会話にてこずった香苗を、わずか数時間の湧ゆう水すい調査で懐なつかせてしまった結華こそ、絶対女王の正体にふさわしかった。


    　いずれにしろ、ネットの向こうの相手というのは液晶モニターに表示される文字列でしかない。どこまでいってもバーチャルな偶像なのだから、こちらは勝手に想像すればいい。正体への好奇心に少しだけ枷かせをはめてやれば、無邪気に楽しむことができるのだ。


    　部屋の鍵かぎはかけてある。


    　樽たる人ひと氏の騒ぐ声が聞こえないようにミニコンポのボリュームを大きくすると、結ゆい華かの音楽が頭の中に溢あふれかえった。


    



    ──こんばんは、会いたかったです。


    



    　お尻しりに一言付いたのは、リップサービスではなく本心からのものだった。雨音の途切れない夜を少しでも紛まぎらわす相手がほしくて、今日は輪りん玖くのほうから話題を切り出した。


    



    ──今日、ちゃんと学校に行きましたよ。


    [image: ]：えらい、りょーくん。


    ──そしたら別の奴やつが不登校になってました。加藤って奴なんですけど。


    



    　たった今生まれた架空の加藤君をスケープゴートにして、輪玖は香か苗なえの話をした。


    　加藤君はりょーの小さいころからの友達だった。小学校の途中で同じ学区域の別の学校に転校して、中学校で再会したらすっかり暗い奴になっていた。陰気という以外に取り立てて欠点のある奴ではなかったが、彼はたったひとつの欠点でクラスから嫌われてしまったのだ。


    　彼の遭そう遇ぐうしたいじめは無視や冷やかし、悪口の落書きなど間接的なものばかりで、激しい暴力や恐きよう喝かつは存在しなかった。しかし多数決による細かい不公平や、機会を見つけては自分を笑おうとしている一部クラスメートの存在が辛つらかったらしく、学校に来なくなった。


    　付き合いの長かった輪玖は彼に、自分を変えてみたらどうかと意見をしてみたものの、加藤君はついにうつむいたままだった。自信を失った自分を隠すように、誰とも触れ合うことを避けるようになり、しまいに加藤君の世界に鍵をかけてしまった。


    



    [image: ]：加藤君って、どんな見た目なんですか？


    ──魚だとメダカ、人間だとＣ‐３ＰＯ。


    [image: ]：あはは、面白い。


    ──眼鏡めがね男子です。


    [image: ]：りょーくんはその加藤君とやらをどう思うんですか？


    ──悪意はないけど面倒な奴。


    [image: ]：わぁ、超クールですね。


    ──にゃー様はどう思いますか？


    [image: ]：そうですね……イメージだと、信者のいない神様。


    



    　なるほど、存在にまるで意味がないという観点では正しいと思う。果たして香か苗なえは、あの密室の中で全能だったのだろうか。


    



    ──加か藤とうはセルフコントロールができないんです。どうすれば変わるかを考えることもしない。


    [image: ]：のんびりさんですね。


    ──それで本人が苦しんでちゃ意味がない。


    [image: ]：メダカだもん、意味なんてないです。コイの水槽に手違いでメダカが入ったら問答無用でパクンでしょ？


    ──メダカは場違いだった？


    [image: ]：めだかとーくんは気づいてるかなぁ。


    ──なんですかそのあだ名。ぱっと見は鯉こいなんですよ。


    [image: ]：よく見るとメダカなんですね。


    ──一緒に泳いでればつつかれないのに、底のほうでじっとしてる。


    [image: ]：きっとそのほうが楽なんですよ。地じ縛ばく霊れいと一緒で、誰かが助けてくれるって甘えてるんです。


    ──甘えですか。


    [image: ]：優しくしたらメダカ霊に取り憑つかれちゃうかも。


    ──僕は手を貸さないほうがいいですか？


    [image: ]：手を貸さなくても、めだかとーくんには怨うらまれないんじゃないですか。


    



    　それは、輪りん玖くが心のどこかで欲しがっていた安心だった。


    　にゃー様が香苗だったとして、こんなにも自分自身を真っ二つにできるだろうか。にゃー様の言葉は時として、言いだしっぺの輪玖がフォローに回りたくなるほどに容赦がなかった。あるいは香苗が自分の存在を否定しにかかっているのだろうか。一瞬頭をかすめた疑問を横に置いた輪玖は、メダカの加藤君の面白おかしいエピソードを捏ねつ造ぞうしながら、にゃー様と雑談した。


    



    [image: ]：そういえば、草食さんとポンちゃんも不登校だったらしいです。


    ──にゃー様は？


    [image: ]：かいきんしょー☆


    



    　他愛たわいもない会話をしながら、いったいにゃー様はどうやってチャットルームの元不登校児たちを籠ろう絡らくしたのかと考えた。


    　一度だけ宮殿のオープンチャットでにゃー様を見たことがある。にゃー様が軽く命令するだけで、住人たちは面白いように言葉どおりのことを実行した。


    　オムライスの刑で布団の上からケチャップをかける奴やつ、わざと暴露ウイルスに感染してＰＣの情報を晒さらす奴、連中はボールを投げられた犬のように、狂気じみたことを嬉き々きとしてやってのける。


    　そんな異常な負け組住人を、彼女はしっかりとコントロールしている。


    　相手ははるかに格上なのだろうが、にゃー様と輪りん玖くは戦友のようなものだった。


    



    ──にゃー様なら、僕の気持ちをわかってくれるかもしれない。


    [image: ]：なんのコピペですか？


    ──ちがいます。（泣）


    [image: ]：りょーくんらしくなーい。まさか愛の告白？


    ──それもちょっと違うけど。


    [image: ]：じゃあちょっとは合ってるんですね、ふふふ☆


    



    　わずかな沈黙。


    　ここからどう話を持っていこうか考えていると、にゃー様が『合図』を送ってきた。


    



    [image: ]：にゃー。


    ──はい。でも……もう？


    [image: ]：うん……ぐちょぐちょ。


    



    　にゃー様からの『にゃー』を見るようになって五日ほど。秘密の逆転現象が生まれていた。


    　自じ慰いの演技をしているりょーの前で、絶対女王のにゃー様が本気になってとりとめをなくす。ほかのすべての奴ど隷れいが知らないにゃー様の恥ずかしい姿を、輪玖だけに晒さらすのだ。


    　そうやって自分の特殊性や優位性を確認することは、たまらない愉ゆ楽らくだった。皆がひざまずくにゃー様を、輪玖は指先ひとつで感じさせることができた。


    　どういう言葉でリードをしたらいいのかは、もうだいたいわかっている。


    



    ──足、広げてください。


    [image: ]：うん、見て……私の……


    ──にゃー様えっちだから見とれそう。


    



    　優しい言葉でにゃー様に囁ささやきかけて、少しずつ過激な要求を織り込んでゆく。ここ数日で覚えたチャットのテクニックだった。


    　にゃー様との睦むつみあいを利用して上手な会話の運び方を勉強しているつもりだが、じつはあべこべで、にゃー様の好みに調教されているだけのように思えることもある。


    　どちらにしろ、このコミュニケーションは刺激的だった。


    　ただの空想ではないし、人間関係の煩わずらわしさもない、都合のいいリアルがあった。


    　液晶画面の向こう側で実在する女子が輪りん玖くを想像して自じ慰いに耽ふけっているのだ。ばかばかしいと吐き捨てていた輪玖が、数日ですっかり夢中になってしまった。


    



    [image: ]：あ、あ、あ、りょーくん。私の興奮して赤くなってる。見て、ほら、見てぇ。


    ──こっち向いて、顔と恥ずかしいとこ一緒に見せて。


    [image: ]：うん、うん、あ、あ、りょーくんに見られてる。


    



    　喉のどが渇いた。


    　これを『ごっこ遊び』とはよく言ったものだ。


    　服を脱がなければ興奮しないというわけではない。文字だけのセックスは輪玖の想像を超えて官能的だったし、にゃー様を独占している状況を思うだけで身体は熱く痺しびれた。


    　全力でふしだらな言葉をひねり出し、画面に打ち付ける。


    　その日もいつものように、にゃー様の果てる姿を見届けようとしていた輪玖だったが、途中、彼女の洩もらした言葉が予想外の角度から衝撃を与えてきた。


    



    ──エッチなとこ、もっとこっちに広げてみせて。


    [image: ]：う、うん……りょーくん……。


    ──自分のって、どんな匂においがするんですか？


    [image: ]：レモンみたいなの……いやん。


    ──酸っぱいの？


    [image: ]：うん、柑かん橘きつ系……。


    



    　馴な染じみのある文字列に、胸を打ち抜かれたような気がした。


    　結ゆい華か？


    　いや、そんなことがあるのだろうか。


    　期待が疑問を押しのけた。もしこの向こうにいるのが結華だとしたら、それはどういうことだろうか。『にゃー様』と書かれていたのは香か苗なえのノートパソコンのブラウザだ。しかし香苗と結華──二人は同じ自然科学部だった。昨日の湧ゆう水すい調査を除けば、輪玖の記憶の中に二人の親しげな姿はなかった。しかしあの二人の間になんらかの秘密が存在して、その結果として結華がにゃー様を演じているのだとしたら。


    　遠くと遠くの糸をつなぎ合わせるように想像した。


    　いつか戯たわむれに抱いた妄もう想そうが、再び現実味を増して目の前に現れる。夜よ毎ごとのチャットの向こうにいるのが輪りん玖くだと知ったら、結ゆい華かはどんな顔をするだろう。真っ赤になってうつむくか、それとも輪玖の髪をくしゃくしゃにして「仲間だね」と囁ささやいてくれるだろうか。


    　液晶の向こうのにゃー様の、さらに向こうに隠れている結華との蜜月を思い描く。


    　同じ部活、同じ志望校、そして同じチャットの住人。輪玖と彼女の間には、きっとどこかに共通点があるのだ。


    　我に返って、にゃー様をほったらかしにしていることに気がついた。


    　あらためて画面を見ると、いつもは一いち分ぶの隙すきも見せたがらない結華が、ミスタイプだらけのメッセージで色しき情じようを露あらわにしていた。


    



    [image: ]：あ、あ、気持ちいいの、りょーくんんもして……。


    ──うん、見てて。


    



    　跳ねるように椅い子すから起きた輪玖は、問題集と参考書の詰まったカラーボックスを引きずってドアの前を塞ふさいだ。


    　下着ごとハーフパンツを下ろして椅子に戻る。下半身は驚くほどに緊張していた。


    　平静を装って彼女を観察する理由など、どこにもなかった。熱くこわばった部分に手を絡め、輪玖は結華のにゃー様とひとつになろうとした。右手を動かしながら、もっと背はい徳とく的で、もっと意地悪く、もっとにゃー様の喜びそうな言葉を探した。


    



    [image: ]：にゃー。


    



    　先に音ねを上げたのはにゃー様だった。


    　間の抜けた三文字のテキストを見ながら、輪玖は背後から追い抜くように昇りつめた。


    　勉強机に突っ伏したまま力が抜けてゆく。ティッシュで後始末をしていると強烈な空むなしさが襲ってきた。


    　いつものことだ。しかしいつもより後味は悪くなかった。


    　想像の中で結華を穢けがすのと、文字列の結華を穢すことに大きな違いはなく、目の眩くらむような高揚感は想像よりもはるかに強かった。


    



    [image: ]：りょーくんいけた？


    ──うん、にゃー様のミスタイプが可愛くて。


    [image: ]：あぁーイジワルです。待っててね、キーボード汚れるから手洗ってくる。


    



    　営みのあとのにゃー様は、いつも少し恥ずかしがる。


    　輪りん玖くの楽しみは、最中の乱れたにゃー様よりも事後の短い会話のほうだった。彼女が可愛くてたまらなくなるのは、この時間だからだ。汗ばんだ結ゆい華かの吐息を空想しながら、輪玖もトイレで手を洗うことにした。


    　二階と一階にトイレがあってよかったと、つくづく思う。カラーボックスを元に戻して廊下に出ると、樽たる人ひと氏の笑い声が聞こえてきた。耳みみ障ざわりではあったが、そんなに腹は立たなかった。


    　ノートパソコンの前に戻ってから、にゃー様が復帰するまで十分近く待たされた。


    　手持ち無ぶ沙さ汰たになった輪玖は、クールダウンした頭で結華がにゃー様である可能性を検証してみようと思ったが、出てくるのは手前勝手な妄想ばかりだった。


    



    [image: ]：りょーくんは、わたしのこと好きになったんですね。


    ──好きじゃなかったら毎晩来たりしませんよ。


    [image: ]：うふふ……ちゅっ♪


    ──照れるから！　でも、どうしてそう思ったんですか？


    [image: ]：だって、今日初めてチャットが下へ手たでした。


    ──……やなとこ気づきますね。


    [image: ]：気持ちよかった？


    ──……はい。


    ──（赤面）とか付けたほうがいいですか？


    [image: ]：あはは、ぜんぜん似合わない。


    



    　にゃー様が笑う。


    　液晶画面を見ながら、輪玖は自分もつられて笑っていることに気がついた。


    　輪玖の前のにゃー様は、いつまで経っても絶対女王様らしい顔を見せない。いつまで経っても明るくて気の回りそうな女の子のままだった。


    



    [image: ]：あ、でもりょーくんの恋人さんになるのは大変か。


    ──どうして？


    [image: ]：だってりょーくん、ギャルゲーの人ですよね。処女じゃなきゃダメな人とか？


    ──にゃー様は処女じゃないんですか？


    [image: ]：あ、質問返し。


    ──ごめんなさい。でもやっぱ相手も初めてがいいです。


    [image: ]：やっぱり、処女厨ちゆうの素質ありですね。


    ──処女厨ちゆう？


    [image: ]：そういうイデオロギーがあるんです。ヒロインは処女じゃないとビッチだってこと。ちなみにわたしも賛成ですよ、二次元の中古品に価値なんてありませんから。


    



    　にゃー様はときどき突とつ拍ぴよう子しもなくて面白い。


    　考えようによっては、にゃー様も二次元の存在ではないか。


    



    ──にゃー様、本当に処女ですか？


    [image: ]：ほんとほんと、開発しまくっちゃってますけど。


    ──二度返事。


    [image: ]：あはは、だってりょーくんいっつも見てるくせにー☆


    



    　にゃー様が処女ならば、結ゆい華かもきっと処女だろう。


    　勝手にそう考えた輪りん玖くは、勝手に安心した。


    



    ──安心したってことは、僕も処女厨かも。


    [image: ]：そうですね。りょーくんはイヴァン雷らい帝ていって知ってますか？


    ──ロシアの皇帝？


    [image: ]：わ、すごい。頭いいですね。


    ──塾で歴史の時間に名前を聞いただけですけど。


    [image: ]：わたしね、ファンなんです。


    ──イヴァンの？


    [image: ]：イヴァン「さま」です、そこ重要ですから。もうびっくりするくらいの暴君たんですよ。でもって最強の処女厨！


    



    　絶対女王を名乗るにゃー様は、絶対君主に興味があるようで、イヴァン雷帝という人について簡単な説明をしてくれた。


    　イヴァン雷帝はモスクワ大公から、ロシア初代の皇帝ツアーリとして十六世紀のロシアを支配した人物で、大改革と同時に圧政と虐ぎやく殺さつを行った人として知られている。


    　にゃー様の読んだ伝記によると、彼は幼少から権力を持っていた大貴族に人生を翻ほん弄ろうされ、猜さい疑ぎ心の強い性格に成長し、それでも厳格な専制君主であろうとした。


    　軍事面で多大な業績を残しながらも、暴政を敷いたことで結果として暴君の列に加えられたイヴァンは、強い信仰心を持ちながら虐殺を好み、無む辜この臣しん民みんを大量に死に追いやった。


    　にゃー様が好きになりそうな要素は、逸話のあちこちに見受けられた。


    　朝食後に何時間もかけて礼拝を済ませると、彼は地下の拷ごう問もん部屋に下りてゆき、でっちあげで連行されてきた無実の犠ぎ牲せい者の目をえぐったり、火で炙あぶったり、串刺しにしたりと、やりたい放題の人であったという。


    　輪りん玖くの前で恥ち態たいを晒さらしてしまうにゃー様とは程遠いイメージだ。


    



    [image: ]：そんな雷らい帝ていさまも、皇帝になったばかりのころはまともだったんです。大好きな優しい奥さまに支えられた立派な君主さま。けれど、その人が死んじゃってから、悲しみのあまりどんどんパンチ効いた性格になっちゃったんですって。


    ──悲しい人だったんだ。


    [image: ]：うーん、どうなんでしょう。小っちゃいころから塔の上から犬や猫を落として遊んでたので、たぶん天然です。


    ──ひどい、リアルにゃー様が！


    [image: ]：もうぐちゃぐちゃです。


    ──で、処女厨ちゆうだったんですか。


    [image: ]：そうそう、虐ぎやく殺さつもすごかったんですが、ビッチにも思いっきり容赦ないんですよ。イヴァンさまは結局奥さんをとっかえひっかえするんですけど、皇帝のお嫁さんといえばもちろん処女じゃないですか。


    ──そうなんですか。


    [image: ]：そうですよ、りょーくんだって童貞さんでしょ？


    ──ノーコメント。


    [image: ]：そこで見栄はって誰が得するかなあ……。とにかくお妃きさきさまは処女っ子厳守なんです。なのにですよ、こともあろうに偽装処女がいたんですよ。


    ──皇こう妃ひ様が？


    [image: ]：しかもネタバレは初夜です。キャラ紹介だと処女って書いてあるのに、Ｈシーンに入ったらビッチ発覚ですよ。仕様と違うなんてユーザーへの冒ぼう瀆とくです。


    ──た、たいへんだ！


    [image: ]：もちろん雷帝さま大爆発！


    ──どうなったの？


    [image: ]：暴れ馬にくくりつけて真冬の川にスーパーダイブ！


    ──死ぬ！


    [image: ]：ビッチ死すべしです。そういうわけでイヴァンさまは、処女厨としての権利を行こう使しした歴史上最強の人物なんです。


    



    　それからにゃー様は、偽装処女処刑の現場を細かく語りはじめた。


    　モスクワ宮殿のはずれにある処刑場に裸で引き立てられた皇こう妃ひ。群がる見物の群衆。皇帝の妻が、やんごとなき身分の女性が、あられもない姿を晒さらしているのだ。見物人は熱狂した。


    　処刑人が皇妃を馬にくくりつける。二頭の馬に、左右の足を開くようにくくられて、何もかもを晒した姿で皇妃は地に落ちる。


    　異常に速いタイピングから、にゃー様の興奮が見て取れた。


    　いくらなんでも皇帝の伝記だか小説が、そこまで残酷描写を細かくしたりはしないだろう。おそらくは相当に脚色されているのだろうが、にゃー様の言葉に導かれて空想したその場面に、輪りん玖くも興奮させられた。


    　古い城じよう郭かくの内側、憤ふん怒ぬに燃える雷帝には怒れるサンタクロースのような姿を当てはめた。罪の大きさにおののきながら、民衆に性器を晒して死を待つだけの皇妃。おそらくは相当に美しかったはずだ。


    　それはグロテスクな想像だったが、であるからこその興奮でもあった。


    　ふと思い立って輪玖は聞いた。


    



    ──にゃー様は、誰に感情移入しますか？


    



    　これまでの話しぶりからすれば、きっと雷らい帝ていだ。


    



    [image: ]：りょーくんは？


    



    　質問で返された。


    　あらためて、受け取った情報をつなぎ合わせて殺さつ戮りくの現場を想像する。


    　その中のどこに自分はいるだろう。


    　雷帝？　ありえない。もちろん皇妃もごめんだ。馬に姫をくくり付ける処刑人？　暴れ馬を乗りこなすロデオの姿を想像してみるが、それもない。宮殿の中庭をぐるりと見渡してみる。


    　いた。


    　集まった野や次じ馬うまの一人に輪玖を見つけた。野次馬が一番近いかもしれない。次は暴君が自分にひどい災さい厄やくをもたらすのではないかと恐れながら、同時に噓うそつきの皇妃を憐あわれみながら、それでも視線をそらすことができない、興奮したちっぽけな野次馬。


    　そこにあるのは卑ひ屈くつな好奇心の塊だった。


    　結ゆい華かの前に出たときの、ぎこちない輪玖におあつらえだ。キーボードに手を伸ばしたところで、次のメッセージ──。


    



    [image: ]：群衆？


    



    　また見み透すかされた。


    　そんな情報を晒さらした覚えはないのに。


    　部屋の中にありもしない気配を感じ、覗のぞかれているのではないかと後ろを振り向いた。いったいにゃー様というのは、この部屋のどこかにいる幻ではないだろうか。


    　写真立て、窓、それから自然科学部の予定表に視線が泳ぐ。最後に留まった机の上、ヘッドホンから結ゆい華かのロックが流れ出している。


    　呼吸を整えた輪りん玖くは自じ虐ぎやくのつもりで返信した。


    



    ──にゃー様は群衆なんか好きになれないですよね。


    [image: ]：そんなことないですよ。りょーくんみたいなタイプなら。


    ──どんなタイプ？


    [image: ]：保身する変態。


    



    　息が詰まった。


    　空想の加か藤とう君に与えられた『信者のいない神様』よりも直球の言葉だった。にゃー様もまた、言葉で輪玖を炙あぶりだそうとしているのではないか。


    



    ──どうして？


    [image: ]：弱いから。


    [image: ]：でも、そういうタイプの駄目な人って好きです。


    



    　ひどい言われようだが不思議と救われた気がした。


    　にゃー様が、輪玖の一番醜みにくい部分も受け入れてくれたからかもしれない。加藤君からイヴァン雷らい帝てい、そして保身する変態まで、さまざまな言葉が頭の中でぶつかり合い、次の言葉が出てこなかった。


    　三投目のメッセージが来る。


    



    [image: ]：りょーくんに命令。


    ──はい。


    [image: ]：声……聞きたいです。


    



    　輪玖がまごついているうちに、絶対女王様はぐいぐいと間合いを詰めてくる。


    　湿った空気がまとわりつく。汗をぬぐって考えた。


    　声はリスキーだ。相手が香か苗なえでも結ゆい華かでも見抜かれる危険が非常に高い。しかし、にゃー様の命令を断れるのか。


    　できるわけがない。


    　にゃー様のご命令には絶対服従なのだから。


    



    　雨は夜が明けても、昼になっても、放課後になっても降っていた。


    　上履きのゴム底が湿気のせいでキュッキュッと音を立てる。耳障りな足音を引きずった輪りん玖くは、放課後の第二理科準備室をノックした。


    「結華ちゃんに聞いたわよ。やったじゃん、りんりん」


    　大喜びしているのはあんみつ先生だ。


    　香苗が湧ゆう水すい調査に顔を出したことがよほど嬉うれしかったのだろう。香苗の不登校について、職員室でなんらかのプレッシャーを与えられていたのかもしれない。


    「それで相談なんだけど……」


    　今日は水族館に分けてもらったというウーパールーパーに餌えさを与えながら、あんみつ先生が含みのある笑顔を向けてきた。


    「香カ苗ナちゃん、学校に来ないかな」


    「無理ですって」


    「そこをなんとか」


    　大げさな身振りで拝む真似をする。


    「また何かあったんですか」


    「そうなのよ、もう完かん璧ぺきに裏目」


    　聞けば、香苗に湧水調査を手伝わせたことが職員室で話題になっているのだという。この場合の話題というのは、問題と一緒の意味だろう。


    「部活の手伝いができるんなら、早く復学させてくださいって副校長が言うのよ。駄目なら、スクールカウンセラーだけでも受けさせてみろって、もう困っちゃって」


    　説明しながらも、先生は両手をすり合わせるのをやめようとしない。このまま話を続けても、おそらくはまた推薦だの何だのと話に広がるだけだろう。


    「聞くだけは聞いてみますけど、保証できないですよ」


    　それだけ言って、湧水調査のレポートを先生に渡した。


    「へえ、湧水の数はほとんど減ってないのね。綺き麗れいだった？」


    「上流のほうは透き通ってましたね」


    「いるかなぁ、鮎あゆ」


    　輪玖に香苗を押し付けた先生は、のんきに幻の鮎を妄想している。


    「そうそう桜さくら木ぎ川水槽だけど、先生決断したの。一四〇センチ水槽にしてみる」


    「大きいですね」


    「もう今月はピンチよ。さすがに自腹だもん」


    　金額はともかく、いったいこの雑然とした準備室のどこに置くというのだろう。


    「幻の鮎あゆを飼うんですか？」


    「やってみたいけど混泳は無理だから別に水槽をもうひとつ買わないとね。それに、秋になったら死んじゃうし……うーん、やっぱりもし鮎が採れても、写真だけで逃がしてあげたほうがいいかもねぇ」


    「秋になったら死ぬんだ」


    「そ、カブトムシと一緒よ。それに水も綺き麗れいじゃないとダメだし、餌えさも売ってないし、ほら成魚になると珪けい藻そうしか食べないでしょ、下へ手たしたら数日で悲しいお別れになっちゃうわ」


    「鮎って養殖とかしてませんでしたっけ」


    「養殖池くらいの広さがあったらいいかもしれないけど」


    　物置のような準備室を二人で見渡す。確かに鮎は諦あきらめたほうがよさそうだ。


    「鮎様はそう簡単にはいきません、っと」


    　淡水魚類の図鑑を開いた先生は、さながら飼育の難しさが気高さの象徴であるかのように鮎を語りはじめた。


    　白から黄色へグラデーションを描く魚体は、スイカのように瑞みず々みずしい緑の香りを宿し、別名で香こう魚ぎよと書かれるほどだ。彼らは勇ゆう敢かんな性格と強い縄張り意識を持ち、テリトリーに立ち入る魚を決して許してはおかない。もともと俊しゆん敏びんな川魚の中でも鮎の泳ぎは特に力強く、川魚の王子とも呼ばれている。


    「塩焼きが美う味まいんですよね」


    　次から次へと鮎への賛辞を並べる先生に口を挟んでみると、


    「ぜったい食べちゃ駄目だからね」


    　半ば本気で嫌な顔をされた。


    「そう思うんなら先生も付き合ってください」


    「言ったでしょ、生物採集のときは手伝うから」


    　そう言って胸を張る。顧問だというのに全くの自由人だ。


    「この雨が運よく上がったら、来週も香か苗なえを連れ出してみます」


    「うん、頼りにしてるわ。ところでりんりん」


    　先生が、にまっと童顔の瞳ひとみを細める。


    「香カ苗ナちゃんと結ゆい華かちゃん、どっちが好きなの？」


    「退部しますよ」


    「ああーん、冗談だってばぁ」


    　先生の無邪気な悲鳴を背中に聞きながら、準備室をあとにした。渡り廊下から空を見ると、雨粒はずいぶんと細かくなったが、まだ雨は止やみそうにない。


    　ため息をついた輪りん玖くは傘かさを蹴け飛ばしながら職員室の前を抜け、昇降口から濡ぬれた校庭を横切った。


    　雨を吸った砂利がスニーカーの底にまとわりつく。


    　職員通用口を抜けたあたりで顔を上げると、小雨の向こうに赤い傘が季節外れの椿つばきのように咲いている。近づいてみると、いつかと同じように校門の傍かたわらで結ゆい華かが待っていた。


    「一緒に帰る？」


    　白いブラウスの袖口が雨に濡れている。


    　笑顔で答えた輪玖は、黒と赤の傘を並べて校門をくぐった。


    　帰路、二人はなんとなく無口だった。商店街を過ぎて、桜さくら木ぎ川をまたぐ大おお宮みや橋に差しかかる。別れ道にかかった橋の上で、ふいに結華は輪玖のほうを振り向いて両手を合わせた。


    「ごめん、ダメになっちゃった」


    「なにが？」


    　嫌な予感を覚えながら、輪玖は桜木川の流れに視線を移した。


    　前回の調査で見つけた第二十三湧ゆう水すい地点がこのあたりだ。昨日からの雨で、澄んでいた川は茶色い濁だく流りゆうに変わっていた。


    　珍しく口ごもりながら結華が話しはじめる。


    「夏季の強化コースに行くことになっちゃって、土日がダメなの」


    「どこの塾」


    「それがまだわかんないの。お母さんが合宿つきのところにするって」


    　土日参加の強化コース、合宿つき。五月に自力で塾を選んだときに集めたパンフレットを頭の中で広げる。電車に乗って都市部の進学塾まで足を延ばすつもりだろう。いずれにしろ、もう湧水調査への協力は期待しないでほしいという宣言だった。


    「親の命令じゃ仕方ないよ」


    　優しい言葉を選んだが声にわずかな棘とげが出てしまった。結華がすまなそうに視線を落とす。足元をすくわれたという思いは強かった。最新の活動計画における結華の役割は大きかった。


    「ごめんね、レポート大丈夫？」


    「うん。でも、やっぱ……ちょっとやばいかも」


    　普段なら取り繕つくろうはずの弱よわ音ねがこぼれる。泥を運ぶ川の音がやけに耳についた。


    　この流れを川魚の王子が遡そ上じようするとは思えない。


    「生き物を削るとか」


    「そうもいかないって」


    　水質と湧水地点の調査だけでは、レポートの彩いろどりはそうとう地味になる。自然環境の変化という結論に結びつけるにも、調査中に採取した水生生物があってこその説得力だ。根っこの要素を欠いて賞を狙ねらえるとは思えなかった。


    　夏休みの時間をレポートに割さかれ、おまけに賞も取れない。


    　それではとても結ゆい華かには……。


    　またしても彼女への対抗意識がむくりと上体を起こそうとしている。輪りん玖くは食い下がった。


    「どうしても無理？」


    「たぶん」


    「土日じゃなくていいから、少しだけやりくりとか」


    「…………厳しいかも」


    　そんなはずがない。いくら勉強家だったとしても、まだ中二なのだ。夏休みの四十日すべてを塾に消費するはずがない。


    　腹を立てそうになった輪玖は、そこでようやく結華の家族に思い至った。結華が家族に命じられたのは塾通いなどではなく、せっかくの夏休みを学校の部活にかまけないように、ということではなかったろうか。


    　結華はすまなそうに下を向いている。


    　輪玖は彼女を困らせたいのではない、負けたくないだけだ。負けたら結華はきっと輪玖のことなど見向きもすまい。発想がその方向に流れた自分を輪玖は少しだけ恥じた。


    「わかった、なんとかするよ」


    　しかしどうせならばと、以前から聞きたかった質問を結華に投げかけてみることにした。


    「結華さんは、どうしてトップでいたいの？」


    「私、トップなの？」


    「そうでしょ」


    　そう思うから、君の前に出ると萎い縮しゆくを繕つくろうだけで精いっぱいになるのだ。


    　心の声を嚙かみ潰つぶす輪玖を、結華が不思議そうに見ている。


    「どうしてって、難しいな。りんりんは？」


    　質問で返してきた。逃げるつもりならまっすぐ攻め込んでやろう。にゃー様とのチャットで、少しだけ押し引きも覚えたつもりだ。


    「俺おれは、結華さんがトップだからそこを目指してる」


    　答えて初めて、それが告白だということに気がついた。


    　好きという言葉を使うと噓うそになる。それが今の輪玖の告白だった。


    　結華は目をぱちくりさせたあとで頰ほおを赤くした。傘かさの赤みが差しただけかもしれない。


    「それってどういう？」


    「意味はそれだけ。結華さんは？」


    「私は……じゃあ、りんりんに追いつかれたくないから、っていうのはどう？」


    　踏みこんだ輪玖を、ひらりと躱かわす。彼女らしからぬ意地悪なはぐらかしに、にゃー様の姿が重なった。


    「それが答えだって信じるよ」


    「信じられる？」


    「結ゆい華かさんずるいよな」


    「そんなに意識してるなんておかしいね、付き合ってるわけでもないのに」


    　手玉に取られ、ボッと顔に火がつくのがわかった。下を向いてしまいたいのをこらえて結華の目を見た。おっとりした顔立ちのなかで、結華の瞳ひとみは賢者のように動じない。


    「付き合ってたらこんなに意識しないよ」


    「ん、そうだね」


    　にゃー様の結華はすっかり赤面した輪りん玖くの前に立つと、体育のリレーで使ったグリーンの鉢巻きを輪玖の首に巻きつけた。顔を近づけて、こう囁ささやいた。


    「りんりんって首輪似合いそう」


    　にゃー様？


    　その言葉を危ういところで飲み込んだ。


    　妄想と現実をごっちゃにするほど、結華にもにゃー様にも目は眩くらんでいない。


    　わざと怒らせようとしているのだろうか、そう思った。


    　輪玖が怒れば、部活のレポートを反故にした結華は少し楽になれるのかもしれない。だから輪りん玖くは笑った。結ゆい華かの鉢巻きの両端を握って、息が詰まるくらいに自分の首を締め付けた。

  


  [image: ]


  
    「飼ってみる？」


    「え……」


    　結華は明らかに気後れした。


    　少し後ずさり、それからしゅんとした顔で頭を垂れた。


    「結華さん？」


    「ごめん、茶化すのずるかったね」


    　輪玖の手からグリーンの鉢巻きを受け取ると、手元でちまちまと巻き取ってゆく。次の言葉を迷う結華の肩を六月の雨が濡ぬらしている。それから彼女は、初めて輪玖に胸の内側をのぞかせた。


    「ほんとは、違うの……ほかに居場所ないから」


    　雨音に負けそうな声だった。


    　言葉の終わりは輪玖の手前で濁だく流りゆうの音に巻き取られ、茶色い下流へと押し流されていった。


    



    



    



    　　　　　２


    



    



    



    「リンくん、いらっしゃい」


    　輪玖を部屋に迎え入れるとき香か苗なえは笑顔になった。


    　木こ漏もれ日のベンチで食べたサンドイッチの味が、記憶の海から蘇よみがえってくる。輪玖のために置かれたクッションの前に、ノートパソコン用のソフトケースが置かれていた。


    「調べ物をしたいんだけど、ＰＣを親おや父じに取られてさ」


    　ソフトケースのチャックを開けると、小型のノートパソコンが入っている。


    「たぶん動くと思うけど」


    「いいのか」


    「うん、お父さんが前に買ったけど、使わなかったやつだから。データも入ってないから、好きに使ってくれていいよ」


    　礼を言ってチャックを閉じた。銀色のマシンがライトグリーンのケースに隠れる。


    　今日の来訪を連絡するついでに、ノートパソコンを数日貸してくれないかと聞いてみたところ、驚いたことに香苗からあっさりオーケーされたのだ。


    　てっきり、香苗がいつも使っているパソコンを借りられるものと思っていた。その数日間に、にゃー様が宮殿を訪れなければ正体は香か苗なえで決まりとなる。


    　なかなかのアイデアだと思ったが、パソコンに予備があるとは想定外だった。


    　にゃー様の正体検証作戦は初しよ手てから崩れてしまったが、それでも樽たる人ひと氏の関知しないノートパソコンを入手できたのはありがたかった。このところ、樽人氏は輪りん玖くがネット三ざん昧まいになっているのではないかと疑っているようで、母親が使っていたノートパソコンをちょくちょく自室に持ち込んでしまうようになった。


    「それで本題なんだけど」


    「うん、第一回の調査だね」


    　下見が楽しかったのか香苗は乗り気のようだ。輪玖は壁にかかっていたピーターラビットのカレンダーの六月二十日を指差した。


    「晴れてたら次の日曜に水質調査」


    「早いんだ」


    「水質はできるだけ早く調べておきたいんだ。けど梅雨だから延びるかも」


    　この雨が続いてはレポートそのものが成り立たなくなるかもしれない。そんな懸念を知ってか知らずか、香苗はにこっと笑顔になった。


    「リンくん忘れちゃった？　私、晴れ女なんだよ」


    「そうだったっけ」


    　記憶の奥底から子供のころの香苗を引っ張り出す。


    　そういえば、遠い昔にそんな言葉を聞いた気がする。あれは何年前の遠足だったろうか、女子と手をつないで巾きん着ちやく池の周りを歩いた。あのときも輪玖の隣には香苗がいた気がする。


    　そうだ、確かに遠足は快晴だった。


    「アマテラスか」


    「え？」


    　なんでもない、と答えた輪玖は絨じゆう毯たんの上に虫のようなものを見つけた。


    「……？」


    　指を伸ばす。茶色い虫かと思ったら、それはオナモミの実だった。


    　子供のころ、よくこいつを投げて遊んだのを覚えている。ピーナツほどの大きさの茶色い実には、鉤かぎ爪づめのように尖とがった棘とげが無数に生えており、服に命中すれば繊せん維いに引っかかって簡単には外れないのだ。


    「なんか落ちてた」


    「ありがと。こないだ鷺さぎを探している時に拾ったの」


    「へえ、懐なつかしいな」


    　子供のころ、オナモミの実を勲章にしたことは漠ばく然ぜんと覚えている。探検ごっこで手柄をたてたときにはこれをつけるのが決まりだった。あれは幼稚園か小学校低学年だったか。


    　そうだ、そのときも香か苗なえがいたのではなかったか。


    　記憶という石の裏を返せば、香苗との日常がダンゴムシのように張り付いている。それが輪りん玖くにとって褪あせて古びた過去であったとしても、密室の香苗にとってはごく最近の出来事かもしれない。


    「こんなの拾ってたってことは、鷺さぎじゃなくて下ばっかり見てたのか」


    「そ、そういう意味じゃないけど」


    　手の中で尖とがった実がちくちくと痛い。


    　それを机の上に戻して、輪玖はソフトケースに入ったノートパソコンをそっと鞄かばんにしまった。


    　今日はまだ大事な話がある。


    　言葉が途切れると、屋根を叩たたく雨音が遠くに聞こえた。


    　晴れ女の香苗が引きこもっているから雨ばかり降るのかもしれない。湧ゆう水すい調査を無事に進めたければ、輪玖は梅雨明けの使者とならなければならなかった。


    「ＰＣありがとな、それから先生が言ってたんだけど……」


    　ノートパソコンを貸してもらった恩は恩として、先生の要求は伝えなくてはならない。


    「伝言があってさ、そろそろ学校に来てみないかって。俺おれはまだ早いと思ったんだけど」


    　香苗の瞳ひとみに翳かげりが差した。眼鏡めがねが部屋の電灯を反射して表情が見えなくなる。


    「それ、先生が？」


    「ん、でも……俺もできることならそうしたほうがいいと思う。まだ勉強は取り返せるレベルだし、長引くとほら、やっぱり戻りづらいだろ」


    　通り一いつ遍ぺんのアドバイスだったが、話が進むに連れて輪玖は半ば本音で香苗を説得するようになった。学力だのテストだのというのは、本人が高校進学を考えていないのならば無意味なカードだ。しかし、輪玖も追い詰められていた。


    　湧水調査の協力者がほかに見つからなかったのだ。


    　十人以上いる幽霊部員にとどまらずクラスの男子にも片端から声をかけたが、ことごとく断られた。光の軍勢の自称参謀長などその程度なのだ。これが結ゆい華かなら五人や十人は集められただろう。結局輪玖は何者でもなく、手の中にある駒こまはこの不登校生徒ただ一人だった。


    「リンくんは来てほしいの？」


    「ああ……できるなら」


    「じゃあさ……」


    　言葉が途切れ、正座のまま香苗がもじもじと下を向く。


    「じゃあ、それも前と同じ条件だとだめ？」


    「手？」


    「うん……」


    　口の端はを引き結んだ香苗が頷うなずく。


    　手をつないでくれるのなら、それだけで学校にも行くと言っているのだ。香か苗なえにとっての輪りん玖くはそれほどの存在だというのだろうか。


    「手って、いつ？」


    「登校するとき」


    　小学校低学年の春はる彩いろ小こ径みちが脳のう裏りをよぎった。


    　朝の通学ラッシュの時間帯、あの小径を抜けた先の商店街はうちの生徒で溢あふれている。つまりはいい見世物になるということだ。


    「香苗は……」


    　すぐには答えられずに間合いをとった。


    　言葉を選ぶつもりが、思ったよりもストレートな質問が口をついた。


    「香苗はさ、もし俺おれに好きな人がいたらどうする？」


    「結ゆい華かちゃん？」


    「たとえばの話」


    　予想以上の鋭さにうろたえてしまう。


    　輪玖が好きなのは結華本人ではなく、結華の顔をしたにゃー様かもしれない。


    「……ちょっとわからない」


    　香苗はうつむいて上目づかいになった。


    「手をつなぐの、嫌になったりしない？」


    「ううん、リンくんが誰を好きでもきっと関係ないよ。私も、わからないもん」


    「俺のこと？」


    「うん、これが好きってことなのか。でも、気になるの……」


    「俺のことが」


    「うん……」


    　さらに直球のボールを投げ返された。


    　座卓の向こうからレンズ越しの香苗が輪玖を見つめている。


    　まさか、香苗がこんなに踏み込んでくるとは思わなかった。今話している内容は、前回の湧ゆう水すい調査のときに輪玖が心の中で感じていた印象であって、何ひとつ確認したことはない。


    　香苗はじっと輪玖を見ている。


    　こんな香苗でも女子は女子なのだ。なぜか胸が高鳴ったが、その正体は自分でもわからない。それよりも今は動揺を悟られたくなかった。


    　銀色の眼鏡めがねの向こうで香苗の瞳ひとみは輪玖を値踏みしているようだ。


    　どうして香苗が冷静で、自分だけがこんなにも動揺しているのだ。眩まぶしい太陽の下、和わ田だ橋で手を握ったときとでは立場が逆転したようにも感じられる。どうにかしてそれをもう一度ひっくり返してやりたかった。


    「近くに来る？」


    「え？」


    「いきなり好きとか早すぎるって。俺おれ、まだ香か苗なえのことわからないから」


    「でも、いいの？」


    「うん」


    　テーブルを挟んだ交渉から、隣に近づくことで何か変わるかもしれない。


    　二人がかりでジュースを机の上に避難させ、座卓をどかした。


    　ベッドに座るのはよくない気がする。輪りん玖くは絨じゆう毯たんの上に胡坐あぐらをかいた。


    　正面で香苗は中腰になったまま、どうしたらいいかわからないといった顔で輪玖にすがってくる。


    　距離感。


    　それを間違えたら、きっとお互いに嫌な思いをする。


    「ここ、座る？」


    「え？」


    「別に平気だから」


    　胡坐の上に、香苗を後ろ向きに座らせた。


    　おずおずと細身の身体の体重がかけられる。思ったより軽いのは、香苗が自力で身体を支えているからだ。


    　二人乗りの自転車のように香苗の後頭部が目の前に来た。


    　白いリボンが目の前で揺れている。このリボンを香苗が結ぶようになったのも低学年のころだ。たしか母親に結ってもらったのだと言っていた。


    　あのころは控えめに結ばれたリボンが珍しくて、香苗のことをおしゃれだと思っていた。


    　五年以上経った今も、香苗のヘアスタイルの時間は止まっている。


    「ねえ、リンくん。好きな人って？」


    「まだわからないんだ。気になってる相手はいるけれど、好きかどうかなんて」


    「いつもその人のこと考える？」


    「日によってだけど」


    「私ね……湧ゆう水すい調査を手伝ってから、リンくんのことばっかり考えてる」


    　返す言葉が出てこなかった。


    　輪玖の上で香苗がもじもじと下を向く。


    　どうしたというのだ。


    　香苗はどうしてそんなに攻め込んでくるのだろう。


    　せっかく生まれた二人のバランスを崩そうとするのだろう。たじろぐ輪玖の脳のう裏りで、にゃー様がにやりと笑う。手を差しのべてから振り払う、赤い傘かさの結ゆい華かのように。


    「オナニーした？」


    「え？」


    　香か苗なえが目を丸くする。同じ質問を繰り返してやった。


    「オナニーした？」


    「…………それ、言わなきゃダメ？」


    「いいよ、言いたくなかったら」


    　それは白状したも同然だ。


    　胡坐あぐらにお尻しりを乗せながら、香苗は肩を縮こまらせて落ち着かない。


    「寄っかかっていいよ」


    「でも」


    「いいから」


    　おずおずと香苗が体重を預けてくる。


    「お、重くない？」


    「ぜんぜん」


    　ずしっと肉がきしんだ。


    　目の前にはウェーブのかかった香苗の後頭部が、圧倒するようなスケールで迫ってくる。相手が小柄な香苗でも、人一人を乗せるというのはこんなにも重たいのだ。
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    　ふわっとシャンプーに似た香りがした。


    　香か苗なえの匂においだ。


    　誰からも相手にされない香苗にもこんな香りがあったのだ。年ごろになったからいい匂いがするのだろうか。もっと嗅かいでみたくなった。輪りん玖くが気づいてやらなければ、この香りは無駄になるのだから。


    　驚かせてしまうだろうか、あるいは結ゆい華かのようにたじろぐか。


    　構わずに輪玖は目の前の後頭部に鼻先を埋うずめた。髪の匂いに包まれて息を吸いこむ。鼻先が耳たぶの裏側に当たった。首筋で息を吸う。


    「きゃっ、や……ん、ああっ」


    　悲鳴を上げた香苗の背筋がたわむ。それでも追いかけて髪に鼻先を埋めた。


    「はぁ……っ」


    　大きな吐息が洩もれる。香苗の上体を引き起こした両手が乳房に触れていた。気づかれないように位置をずらすと、やや硬い肉の弾力が手のひらに伝わった。首筋で息を吸う。


    　こんなことで感じているのだろうか。すぐに香苗は「ん、んっ」と鼻にかかった声を震わせ、大きな吐息とともに前に突っ伏してしまった。


    　なだらかな背中の隆りゆう起きが、呼吸とともに上下にうねる。


    「ごめん、急にごめん」


    「うん……大丈夫、ちょっと……びっくりしただけ」


    　荒い息の香苗が答え、鼻先をシャンプーの残り香がくすぐる。大丈夫と言いながら、それでも細い身体は絨じゆう毯たんに這はったままだ。


    　身体を折った香苗のスカートが持ち上がり、肉付きの薄いお尻しりのふくらみが覗のぞく。


    　真っ白なショーツが視界に眩まぶしかった。幼おさな馴な染じみの下半身から目をそらした輪玖は、鞄かばんを持って立ち上がった。


    「来週の日曜だからな、晴れてたら」


    　下半身が疼うずいているのは単なる肉体の反応だ。そう自分に言い聞かせた。


    　桜さくら坂ざかを五十五秒で駆け上がった輪玖は、部屋に戻るとすぐに香苗のノートパソコンを開いた。何本かのソフトをインストールし、母親のＰＣと同じ環境を再現する。それから買ったばかりのヘッドセットを接続した。


    　にゃー様に言われて購入した、音声チャットに必要な機材だ。相当の出費を覚悟していたが、国道沿いの大型電器店で調べてみたら、二千円もしないで買える商品があった。


    　インターネットを参照しながら接続を済ませる。テストで二言三言喋しやべってみたが、インカムを通した声はとても粘ねばっこく、自分の声には聞こえなかった。


    　早くにゃー様に声を聞かせたかったが、夜の九時まではまだ間がある。


    　塾までの時間を予習でつなぐことにした。隠れてするネットに溺おぼれて勉強がおろそかになったなどと、樽たる人ひと氏に言われてはたまらない。


    　塾のあとはにゃー様を待ちながら、別ウインドウで離宮へ立ち寄った。


    　離宮のオープンチャットでは一号さんと草食さんが政治の話をしていたので、入室せずに見送ることにした。彼らは、にゃー様が言うところの屑くずの教団幹部だった。


    　にゃー様の毒舌を思い出すと頰ほおがゆるむ。ひどいことばかり言うにゃー様だが、その発言はどこかで真実の尻尾しつぽをつかんでいるように感じられるし、ばっさり斬り捨てるような物言いは痛快でもあった。


    　実体のわからない相手だから、心の中ではいくらでも無責任になれるし残酷にもなれる。


    　絶対女王の宮殿はその意味で居心地のいい場所でもあった。そこにあるのは文字列と稚ち拙せつなＣＧをもとに輪りん玖くが生み出した空想の世界でしかなく、昨日までのやりとりはすべて、脳内に描き出されたにゃー様のイメージとマスターベーションをしただけのことだった。


    　にゃー様の正体を探っているうちに、輪玖はいつしか脳内に自分だけの絶対女王を生み出していた。結ゆい華かのように頭がよく、香か苗なえのように得体が知れない、あるときは見知らぬ大人の女性のようであり、あるいは男が成りすましているのかとすらも思える。そんな女王の幻想に輪玖は夜ごと話しかけ、脳内の彼女を穢けがすことでつかの間の喜びを啜すすっていた。


    　しかし今夜、輪玖はその境界を越えようとしている。


    　今夜からにゃー様は他人になる。


    　おそらく肉声には、それだけの力があるはずだ。


    　ヘッドセットを装着して、そのときを待った。


    　ポンさんは、にゃー様の声をアニメ声優みたいだと言っていたが、いったいどんな声だろう。何人かのアニメキャラクターを脳内に浮かべていたら、いつの間にかにゃー様からのメッセージが届いていた。
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    　にゃー様だ。


    　輪玖は真っ先に、音声チャットの準備ができていることを告げた。


    　十秒待ってて、の一言で、たっぷり三分は待たされる。胸が早はや鐘がねを打ち、三分が一時間にも感じられる。


    　待ちくたびれてベッドに仰あお向むけになったところで、耳元から声がした。


    「りょーくん？」


    　心臓が弾はじけそうになった。


    　ヘッドセットのスピーカーから聞こえてくるのは、絶対に、にゃー様の声だ。にゃー様は本当に女の子だった。


    「にゃー様ですか？」


    　相手が結ゆい華かか香か苗なえだったら声でばれる。わざと低い声を作って囁ささやいた。


    　にゃー様も地声を出さずに囁いてくる。そこにマイクとスピーカーのノイズが乗ると、向こうの正体はまるでわからなかった。


    　生なま唾つばを飲むのも、聞こえないようにしなくてはならない。


    　そこにあるのはバーチャルな情報ではなかった。想像の余地が狭まった代わりに、どんな妄想よりもリアルなにゃー様が姿を現したのだ。


    「どうしたの、りょーくん？」


    「ううん……ちょっと感動して」


    「ふふふ、私も。りょーくんの声って優しいですね」


    　初めて言葉を交わすというのに、まるで恋人の会話だった。


    　実際、文字だけのセックスならば何度もやっている。


    「普通の声で喋しやべるのは駄目ですか？」


    「ごめんね、親が近くにいるんです」


    「やっぱり中学生？」


    「うん……りょーくんは？」


    「一緒」
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    　にゃー様が耳元で囁ささやきかけてくる。


    　それは普通の声よりも、はるかに淫いん靡びで扇せん情じよう的だった。


    　お互いがそれを感じていたのか、すぐにそわそわと落ち着かない空気が漂った。


    「ねぇ……りょーくんしたい？」


    「えっち？」


    「うん……」


    「ちょっとしたいです」


    　本当はもう少し話をして、リアルのにゃー様の情報を集めておきたかったのだが、自制心がまるで働かなかった。


    「じゃあ、甘えて？」


    「にゃー様ぁ」


    　下半身の要求に流されながら、輪りん玖くは甘えた声で囁いた。自分がこんな声を出せるなんて、今の今まで知らなかった。


    「ん、りょーくん……んんっ」


    「にゃー様の声聞いてると、興奮します」


    「お世辞は要いりませんよ」


    「わ、厳しい」


    「ふふふ……だってもうパンツ濡ぬれちゃってるもん」


    「僕の声で？」


    「そうですよ」


    　にゃー様の声が蕩とろけながら笑っている。


    　スピーカーの向こうで、ごそごそと衣きぬ擦ずれの音がした。


    「ふふ、脱いじゃった。いまね、すっごくえっちな格好で電話してます」


    「エッチって？」


    「ん……まんぐり返し」


    「なにそれ」


    「想像して……こんなの」


    　ごそごそと音がして画像のアドレスが送られてくる。クリックすると、なにかのゲームのＣＧなのだろう、前転の途中で開脚をしたような、あられもないポーズの女の子が香か苗なえのノートパソコンに表示される。


    「ほんとにこんな格好？」


    「えっちでしょ」


    「うん……でも腹筋ヤバそう」


    「だって、音聞いて欲しかったから……ん、あっ」


    　吐息に喘あえぎが混じってくる。またごそごそと音がして、そのあとで咀そ嚼しやくをするような音が聞こえてきた。


    「指、挿いれちゃった……出したり入れたりしてます」


    　にゃー様の声が遠くから聞こえる。さっきのポーズのままマイクを下半身に当てているのだろう。


    「刺激強すぎますよ」


    「りょーくん」


    「はい？」


    　急に耳元で囁ささやかれた。


    「わたしの前でイってください」


    「うん……」


    「今」


    「すぐに？」


    「そう、見てるから。噓うそつかずにイったらご褒ほう美びあげる」


    　ご褒美なんてどうでもいい。


    　にゃー様の命令で羞しゆう恥ち心のフックが外れ、輪りん玖くは熱く焼けた下半身に手を伸ばした。


    「ん……」


    　声が洩もれたのはにゃー様に聞いてほしかったからだ。そのまま、いつも一人でするのと同じように本気で手を動かした。


    「あ、あ、あ……っ」


    　聞かれている。恥ずかしさに頭の芯が焼けそうになり、さらに情けのない声が洩れる。


    「りょーくん、イくときはちゃんと、にゃー様イかせてって言うの」


    「う、うん……あ、イく、にゃー様……にゃー様イかせて……」


    「まだだめ」


    「お願い、お願いですから……」


    「ふふふ、だーめ」


    　五、六回、そのやりとりを繰り返してから昇りつめた。射精の最中もにゃー様は執しつ拗ように感想を求めてくるので、声の震えを隠すこともできなかった。、


    「声……ヤバいかも」


    　荒い息とともに理性が戻ってくる。取り返しのつかない失敗を犯してしまったような錯覚が、背中からのしかかってきた。


    「ふふふ、もうえっちをごまかせなくなっちゃいましたね」


    「ごまかしてなんか……ないですよ」


    「りょー？」


    「は、はい！」


    「ごまかしてたでしょ？」


    　こちらの呼吸を読むようなタイミングで脅される。


    「……ごめんなさい」


    　声でつながったにゃー様に逆らっても無駄だ。輪りん玖くはまるで香か苗なえのように謝った。


    　文字列のときは感じなかった『支配』が垣かい間ま見える。ひょっとすると、にゃー様の武器は文字よりも会話なのかもしれない。


    「ふふふ、じゃあご褒ほう美びあげます」


    　甘い声で画像が送られてきた。ぼーっと霞かすんだ意識のままにダウンロードする。


    　開いてみると、それは携帯の写真だった。


    　黒のミニスカートに白いパンツが鮮明に映し出されている。


    　飛び起きた。


    「あはは、すごいリアクション……りょーくんのえっち」


    「これ、にゃー様ですか？」


    「うん」


    　どこかに結ゆい華かとつながる情報はないか目を凝こらした。


    　相当近くで撮っているので背景がまるでわからない。写真のアングルだけを取り上げれば、ただのパンツの拡大画像だった。


    　しかし右手は勝手に動き始めた。


    　ほとんど無意識のうちに身体全体が欲求に応こたえようとする。


    「ふふふ、りょーくんにだけです」


    「ほんとに俺おれだけ？」


    「当然でしょ、ほかの誰にも見せてないです。だからりょーくんもほかの人に見せたらダメ」


    「もちろん……あの、にゃー様、もう一回……してもいい？」


    「写真見て？」


    「うん……」


    「いいけど、今度はちゃんとにゃーって言うこと」


    「にゃーぁ」


    　その写真は昼間、一瞬だけ目に飛び込んできた香苗のショーツによく似ているような気がした。


    　まさか、と思いながらも、脳内のにゃー様に新しい要素が加わる。


    　新しいにゃー様は結華の顔をして、香苗の白いパンツを着けている。


    「あ、あ、あ、りょーくんえっち……」


    「にゃぁぁ」


    　顔から火が出そうなほど恥ずかしいが、『にゃー』については声にしたほうが抵抗がなかった。


    「よしよし、いい子ね……気持ちいいよね？」


    「うん……ん、ん……っ」


    　にゃー様の吐息に包まれながら心地よい脱力感に身を任せる。耳元でにゃー様が何か囁ささやくたびに、全身の筋肉がゾクッと反応した。


    「こんな興奮するとは思いませんでした」


    「ふふっ、病み付きになっちゃいますか？」


    「否定する自信がないです」


    　肩で息をしながらコーラを飲む。


    　結ゆい華かはもちろん、香か苗なえや、輪りん玖く自身ですら知らなかった裏の顔を、にゃー様の前に晒さらしてしまった。


    「ポンさんにもしてあげたんですか」


    「あれぇ、りょーくん妬やいてる？」


    「そうじゃないけど……」


    「ふふ、してませんよ、安心して」


    　昂たかぶっていた気持ちが落ち着いてくると、今度はにゃー様の声が潤うるんでいることに気がついた。けれど、初心者の輪玖がにゃー様のようにリードをするのは難しそうだ。


    「あの、いいですか」


    「なぁに？」


    「にゃー様は、好きじゃない奴ど隷れいに言い寄られたらどうします？」


    「んー……壊しちゃいます、徹底的に」


    「怖い」


    「ふふ、もう一度言ってください」


    「にゃー様って怖いです……とっても」


    「ん、ふふふ、そうですよ。にゃー様は怖いんです」


    　可愛らしい声で囁きながら、声が潤うるおいを帯びてくる。輪玖が耳を澄ませているのを察したにゃー様は、また受話器を下半身に寄せて水音を聞かせた。


    「まだまんぐり返し？」


    「うん、でも疲れちゃったぁ」


    「指、中に挿いれてください」


    「あん、人差し指？」


    「ううん、中指……」


    「じゃありょーくんも一緒に。中指口に入れて、そう動かしてくださ……あ、あ、あ」


    　受話器に寄せた口の中に中指を突っ込んだ。唾だ液えきをまぶし、にゃー様に聞こえるように出し入れをしてみる。すぐに濡ぬれた粘ねん膜まくのこすれる音がした。


    　確かにこれはごっこ遊びだ。受話器越しに遊ぶ、ベッドルームのままごとだった。


    「りょーくん、りょーくん……」


    　切なく潤うるんだ囁ささやきが、耳もとで藪やぶ亮りよう一いちのあだ名を呼ぶ。


    　文字で話していたときは気にならなかったが、あんな奴やつのあだ名をつけたことを心の底から後悔した。意識に割り込んでくる藪をすり潰つぶすように、中指の出し入れを激しくした。


    「あ、あ、あ、りょーくんすごい……」


    　喘あえぎがどんどん加速して、耳元でにゃー様の意識が弾はじけた。


    　息が詰まる。にゃー様は最後まで囁きながらマイクごしの呼吸を詰まらせた。


    「そういえば、前の質問に答えてませんでした」


    「質問？」


    「ほら、処刑場の誰に感情移入するのかってやつ」


    　荒い息を隠そうともせずに、にゃー様がうっとりした声で囁く。


    「当ててみる？」


    「雷らい帝ていですか？」


    「ううん、お妃きさきさまです」


    　囁く語尾が切なそうに蕩とろける。


    　言葉に喘ぎが混じっているのは、さっきの輪りん玖くと同じでまだ触り足りないのだろうか。


    「大勢のね……ん、視線に晒さらされて処刑を待つお妃さまを思うと、ゾクゾクしちゃうんです。みんなの好奇心に貫つらぬかれながら、恥ち辱じよくに満ちたひどい殺され方をしたいんです。りょーくんなら、わかってもらえますか？」


    　にゃー様は自壊する変態なのだ。


    　それは、保身する変態よりも遥はるかに魅力的なフレーズに感じられた。


    「じゃあさっきのは、にゃー様の処刑なんだ」


    　輪玖の中指で絶対女王は串刺しにされた。処刑場の視界が移り、群衆から抜け出した輪玖は処刑人のフードを身にまとっていた。


    「死んだのはわたしですか？」


    「にゃー様は僕に処刑されたいんじゃないですか」


    　受話器の向こう、優しく蕩とろけていた声こわ色いろがわずかに沈んだ。


    　邪悪な笑みを思わせる、悪戯いたずらな声で囁かれる。


    「死ぬのはりょーくんです。もしくは……」


    　輪玖は息もせずに続きの言葉を待った。絶対女王の不興を買ってしまったのではないか。不思議とそれは深いところの恐怖につながっていた。


    「もしくは、りょーくんに告白したつまらない女の子です」


    「どうして？」


    　ようやく息をしかけたところで、またしても呼吸が止まる。


    　どうして、にゃー様は香か苗なえのことを知っているのだ？


    　香苗か？


    　にゃー様は香苗なのか。


    　慌あわてて立ち止まり、もう一度よく考えた。音声チャットのせいか変に気持ちが高こう揚ようしている。落ち着いて、テストに向かうように考えた。


    『好きじゃない奴ど隷れいに言い寄られたらどうしますか？』


    　そうだ、今しがた輪りん玖くのほうからそう聞いたのだ。にゃー様はそこから推測したというのだろうか、あの自じ慰いの最中に。


    「にゃー様、やっぱり鋭いです」


    「りょーくんがわかりやすいんです。で、どんな子なんですか？」


    「うーん、特に目立たない子」


    「メダカと一緒ですね」


    「でも自殺願望があるみたい」


    「ふーん……おもしろい」


    　頭の中で『香苗モドキ』を即興でこしらえ、そいつをにゃー様の前に突き出してやる。


    「とにかく真ま面じ目めで重たい子なんです。真面目すぎて何を考えてるかわからない」


    「どうして自殺なんかしたいんでしょう？」


    「実はいじめられてたらしいですよ」


    「そこもメダカさんですね。ふーむ、りょーくんのどこが好きなんでしょう」


    「それは僕もさっぱり」


    「きっと優しいからですねー」


    「やめてください。加か藤とうと違うのは、そいつは自分でどんどん自分を追い込んでく感じで。ちょっとヒキコモリっぽい感じの」


    「自己破壊願望？」


    「そう」


    「と、見せかけた構ってちゃん」


    「一気に安っぽくなりましたよ」


    　確かに安っぽくはあった。しかし冷房のきいた密室にこもっていた香苗は、そのまま自分の存在を闇やみに溶かそうとしているようでありながら、輪玖の運んでくるプリントを待ち焦がれていたようでもあった。


    「つまり二人とも、自分嫌いのくせに構われたがりなんです」


    　二つの幻をにゃー様がひとくくりにする。香苗もそうなのだろうか。


    「なのに部屋の中に？」


    「本人の自己否定能力の強さに、周りの賞賛が追いつかなくなっちゃったんですね」


    「だったら構ってやるのが特効薬なのかな？」


    「褒ほめてあげないとダメですね。でも女の子だったら名案があるかも」


    　くふふ、にゃー様が笑う。


    「今のうちにロリ向けのイメージビデオとかに出ちゃえばいいんです。紐ひもみたいなＴフロントを割れ目に食い込ませちゃうようなやつ」


    　具体的なイメージが浮かんできた。子供のように肉付きの薄い香か苗なえが、似合わないポーズでカメラを挑発しようとしている。脳内の香苗は、生来の生き真ま面じ目めさが災いして指示されたポーズしか取れないようだった。


    「周りがチヤホヤするから本人も喜びますよ。自己表現のつもりで馬ば鹿か丸出しのパターン」


    「ひどい！」


    「ふふふ、口に出すとひどくても、想像するくらいならいいんじゃないですか？」


    　ダークサイドのにゃー様に手を引かれるように想像した。


    　ビデオカメラの前でグラビアアイドルのようなポーズを取る香苗。笑顔が下へ手ただとスタッフを失望させ、慌てて浮かべたぎこちない微笑ほほえみ。


    　それは懸命に自己主張する香苗の姿だった。


    　周りが褒ほめさえすれば持てる全力でぶつかっていく。それはつかの間の優しさを見せる輪りん玖くに、顔を赤らめてしまうのと同じことだ。


    「その程度の奴やつってことですか？」


    「可愛い子なんですか」


    「普通です」


    「あー残念、いまいち人気も出ませんね。せっかくのビデオも大切にされません」


    　ほとんど裸にまでなった結果、似たようなビデオのモデルよりも劣おとっていると評価される。そうして香苗の渾こん身しんの抵抗は、マニアの雑然とした部屋の隅に置かれたダンボールの中に埋没する。おまけに……。


    「大人になっても映像は残りますよね」


    「もちろんネットの海を巡回です」


    　なぜか、香苗の破滅を想像すると、チリチリした後悔とともに胸が躍った。


    「最終的にはやっぱりヒキコモリかなぁ」


    「ヒキコモリなんて言わないでください、あれは鬱うつ症状の自室療養です」


    「やですよ自殺とか」


    「自殺療養っていうのも、世の中に迷惑をかけない発想かもしれないですね。だったら処刑してあげたほうが優しいですけど」


    　想像した。宮殿の処刑場に引き出された香か苗なえ、処刑人の輪りん玖く、そしてそれを見下ろすにゃー様。


    　そうだ。


    　香苗には成りすましの嫌疑がかかっていることを思い出した。


    「僕が……そいつを処刑するんですか」


    「りょーくんはどうしたいんでしょう？」


    「僕は……」


    　香苗は思い出であればいい。


    　言葉の回路がそうつながった。


    　あらためてマイクに向かって声をひそめる。


    「どうやって殺すんですか」


    「相手の欲しがっているものをあげるんです」


    「それから？」


    　ふふふ、と耳元のにゃー様が笑う。


    「あとは殴りたい放題です」
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    　六月二十日は快晴だった。


    　深い海の色をした中天に、太陽が誇らしげにぎらついていた。


    　晴れ女の香苗はノースリーブのキャミソールから伸びた細い手を振っていた。自転車のサドルを隠したスカートは短く、持ち上がった右の太ふと腿ももが白い光沢を浮かべている。


    「待たせてごめん」


    「身軽なんだね」


    　今日の主目的は前回確認できなかった湧ゆう水すいを見つけることと、何よりも桜さくら木ぎ川の水質調査だ。にもかかわらず輪玖のリュックが膨ふくらんでいないのを見て、香苗が不思議そうな顔をした。


    「生物採集がなければこんなもん。弁当は？」


    「うん、作ってきた」


    　ぱっと蕾つぼみがほころんだように微笑ほほえんだ香苗が、リュックの中を広げた。白い防腐剤のような袋が十個ほども敷き詰められている。


    「今日はちゃんと保冷剤を入れてきたの」


    「一個いい？」


    　手に取って額ひたいに当てると、キンと張った冷気が背筋を下った。香か苗なえの頰ほおにも当ててやる。


    　きゃっ、と小さく悲鳴を上げた香苗は、保冷剤を付けられたまま白い歯を見せて笑った。


    　川かわ面もを風が渡り抜ける。


    　ふたたび太陽の光に満たされた輪りん玖くの目に、私服の香苗は今日も眩まぶしかった。


    　今の彼女を不登校だと見抜ける人がどれだけいるだろう。


    　あたりに人の気配はなく、香苗を外に連れ出す条件は決まっていた。和わ田だ橋のたもとに自転車を置いた二人は、手をつないで土手を駆け下りた。


    　川の水は浅く透き通っている。湧ゆう水すい調査のために雨雲が遠慮をしたのか、この五日というもの、梅雨の晴れ間が続いていた。


    「すごいな晴れ女」


    「やだ、あれ冗談だよ」


    「そうは思えないよ」


    　水質調査は合計五か所のポイントで行う予定だ。


    　ここ、有あり沢さわ川との合流地点である和田橋のたもとから始まり、下流から上流の三か所と、最後に巾きん着ちやく池の水質を調べる。すべて昭和六十年に当時の自然科学部が調査した場所だ。同じポイントの水質を比較することで、二十年前と現在の自然環境の変化を導きだす。


    　リュックからＣＯＤ調査液の入った試験管とカラーチャートの印刷された厚紙を取り出すと、香苗が興味深そうに覗のぞき込んできた。


    「ＣＯＤ調査。手っ取り早く水質を調べるのにいいんだって」


    　試験管の底で、過マンガン酸カリウムの溶液が紫色に沈ちん殿でんしている。


    　この試験管に調査対象地点で採取した検水を加え、薬液と反応させてから色の変化をチャートで調べるのだ。反応後の液体が茶色に近ければ水は汚れていることになる。


    　問題となるのは採取する川の水だが、これが雨で濁にごっていたらまるで意味がない。


    「よかった、これだけ透き通ってたら大丈夫だ」


    　天候だけを問題にするのなら梅雨明けを待てばいい。しかし夏場の温かい水は濁りやすく、ほかの季節よりＣＯＤの数値は高くなる。昭和六十年の調査には五月の日付がついていた。比較をするのなら今がギリギリのタイミングだ。


    　クロックスのサンダルで川の流れに足を踏み入れた輪玖は、スポイトに澄んだ流れを吸い上げて試験管に落とした。


    「数分で反応が終わるから」


    「すごいね、専門家みたい」


    「部長だからね」


    　こっちを見る香か苗なえの瞳ひとみが輝いている。


    　どんな相手から寄せられたものでも、率直な賞賛というのは嬉うれしく気恥ずかしいものだった。


    　川岸に戻り、芝生しばふの上に寝転んだ。


    　香苗の麦むぎ藁わら帽子で試験管を日陰にして、時間を待つ。


    「のんびりしてるだろ」


    「うん、楽しい」


    　ほんのり汗ばんだキャミソールが香苗の肌に張り付いている。その下にジュニアブラのラインが透けて見えた。


    「制服のほうが香苗らしいかもな」


    「そう思う？」


    　ブラが透けているのなら、制服のほうが似合っている。それだけのつもりで口にした輪りん玖くは、言葉の中に再登校の意味が含まれていたのに気づいて話題を変えた。


    「ひょっとして冷房病？」


    「どうして」


    「汗、けっこう凄すごい」


    　服の上から背中を撫なでると香苗がビクッと反応した。手のひらにじっとりした湿り気が宿る。


    「日射病に気をつけないとな」


    　輪玖は誇らしげな太陽に向けて手を広げ、香苗の湿度を乾かした。


    　試験管を取り上げると、溶液はほんのり薄く紫がかっていた。チャートと比較する。おおよそ５・５ｐｐｍといったところだ。


    「綺き麗れいなの？　汚れてる？」


    「少し汚い。綺麗な清流なら１ｐｐｍ以下だし、５を超えると弱い魚は死ぬから」


    　土手の向こうに目をやると田んぼが広がっている。


    「畑の泥が混じってるのかもしれないな」


    「鮎あゆが上ってくるんだっけ」


    「伝説じゃないかな。鮎がいるなら２ｐｐｍくらいまで澄んでないと」


    「そうなんだ……」


    　少し残念そうな顔をする。


    「次のポイントを調べてみよう。湧ゆう水すいの近くなら水も澄んでる」


    　立ち上がって試験管を入れた木箱を手に持った。


    「悪いけどスポイトとか持ってきて」


    「うん」


    　あたりの荷物をまとめた香苗が右手を差し出してきた。手をつなぐ。輪玖が香苗に与えているのはそれだけだ。なのに嬉しそうに荷物を運ぶ香苗が、少しだけ薄気味悪く感じられた。


    　一緒に土手を登ると、農作業の夫婦が橋を渡ってゆくのが見えた。


    　人目を気にした輪りん玖くが手を離すと、香か苗なえはバランスを崩して土手に尻しり餅もちをついた。


    「ごめん」


    　太ふと腿ももの間に夏草が茂っている。視線を外して助け起こし、それからは手をつながずに自転車に飛び乗った。


    「急ごう、今日はたくさん回りたい」


    「あ、待って」


    　約束を中途半端なところで反ほ故ごにされた香苗は、それでも輪玖の自転車に追いついてきた。ペダルをこぐたびに白い太腿が見える。香苗に視線を気け取どられまいと、輪玖はほとんど振り向かなかった。


    　隣町を抜けて、川沿いの遊歩道に入った。


    　第二十五湧ゆう水すい地点が二番目の水質測定ポイントだった。このあたりまで来ると土手はなくなり、川の両側がコンクリートで護岸されている。


    　川への立ち入りは先生が許可を取ってある。それでも悪いことをしているような気持ちで欄らん干かんをまたいだ。ここから、作業員の使う梯子はしごで川岸に下りることになる。高さは五メートル近く、足を踏み外したらレポートは終わりだ。


    「いいの、ここ下りて」


    「見つかっても怒られないよ」


    「うん……」


    　香苗が口の端はを引きつらせている。怖おじ気けづいているのは見ればわかる。


    「大丈夫、許可はもらってるから」


    　梯子につかまった輪玖は、わざと無視して呼んでみた。


    「でも……」


    「わかった先に行く」


    「あ、待って」


    　コルクサンダルの足が欄干にかかる。香苗が乗り越えようとすると、スカートがめくれて白いショーツの股こ間かんが覗のぞいた。


    　輪玖は慌あわててあたりを見回した。さいわい人影はなかったが、いつ人が通るかわからない遊歩道だ。おそらく輪玖しか見たことのない香苗の下着を晒さらし者にしたくはなかった。


    　先に下りて見上げると、香苗はスカートを太腿の間に挟み、危なっかしい格好でついてくる。


    「見た？」


    「なにが」


    「さっき……柵さくをまたいだとき」


    「まさか」


    　輪りん玖くの言葉に、香か苗なえがもじもじと上目づかいになる。さすがに気づいていたようだが、取り合わないことにした。


    「だから見てないって」


    「ごめん……疑って」


    　そこでしゅんとされると空気が白けてしまう。


    　さんさんと降り注ぐ太陽のもと、にゃー様を思い出した。


    　にゃー様だったらどんな言葉で輪玖をからかってくれるだろうか。


    　水は深い。


    　中に入るのは諦あきらめて、コンクリートの岸に腹ばいになって水を採取した。


    「７ｐｐｍ」


    「汚いね」


    「家庭排水だな」


    　黒い影に包まれた橋のたもとを指差してやる。奥にある古い排水口から少量の水が流れ出ている。


    「10を超えると臭におうんだってさ」


    　香苗は何ｐｐｍだろうか。くだらない想像が頭をかすめた。


    「私が先に登っていい？」


    「え？」


    　梯子はしごに手をかけた香苗が輪玖の目を見る。


    「怖いから……落ちそうになったら受け止めて」


    「あ、うん、そうだな。下りるときもそうしてたし」


    　香苗に続いて梯子を登る。


    　顔を上げると青空を遮さえぎって、香苗の下半身が見えた。


    　白いソックスとコルクのサンダル、濁にごった過マンガン酸カリウムのような赤紫のデニムスカート。その間を白い脚とコットン生地のショーツがつないでいる。


    「……！」


    　唾つばを飲んだ。


    　香苗はスカートを巻き込まずに梯子を登っていた。巻き込み損ねたのかもしれない。おかげでスカートが広がってショーツが丸見えになったのだ。足の運びに合わせて、柔らかそうな生地に複雑なしわが寄る。自転車で汗ばんだ内うち腿ももが中の肉のふくらみを強調している。


    　食い入ってしまいそうになる視線を引き剥はがし、周囲を見渡した。


    　誰も通るな。心の中で念じながら、香苗のお尻しりを追いかけた。


    「大丈夫か」


    　動揺を抑えるように声をかける。


    　必死に梯子はしごにしがみつく香か苗なえの返事はなかった。


    　結局香苗は梯子を登るだけで五分近い時間をかけることになった。最初はドキッとしたが、香苗のショーツがあまりに長いことあからさまだったので、途中からは同情したほどだ。


    　とはいえ肝心のＣＯＤ調査は順調で、調査自体は予定以上のペースで進んでいた。


    　次のポイントは第十六湧ゆう水すい地点だ。


    　自分たちの住む町内を抜け、巾きん着ちやく池を目指す。


    　次第に人工物が少なくなり、山の眺めが近づいてきた。


    「ここは綺き麗れいだと思う」


    　自然のままの川原に下りて、水の中に入った。無意識に鮎あゆを探していた。


    　川底はまだ砂利だが、大きな石がところどころにある。あたりはもう山に包まれそうだ。


    　同じように水を採取し、川原に大の字になった。


    　気の早いセミの声が聞こえる。


    　梅雨は居座らず、夏が来るのだと思った。


    　強い陽射しに汗が流れる。輪りん玖くの隣で香苗はじっと川かわ面もを見つめていた。


    「どうして来てくれたんだ？」


    「うん……」


    　いちど切った言葉を香苗がつなぐ。


    「私が本音を言えるのって、リンくんだけだから」


    「本音じゃなければ平気なの？」


    「リンくん……？」


    「お前が話せる相手って、俺おれのほかにいるのか？」


    　振り向いた。


    「いないよ」


    　すぐ近くに迫った香苗の眼鏡めがねに、頰ほおの赤い自分が映っている。


    　おかしな顔だ。


    　まるで、告白されるのを恐れているように強こわ張ばっている。


    　無理やり笑顔をつくった。


    　俺にはお前だけじゃない。


    　結ゆい華か──いや、にゃー様が……。


    　ふいに、輪玖は自分がどうして学校で会話ばかりしているのか、わかったような気がした。


    　それはみんなに話しかけられるからだ。どうして話しかけられるかといえば、輪玖が香苗のようにはなりたくなかったからだ。香苗のようにならないために、他人との会話を求めていた。周囲はそれに応こたえていただけにすぎないのだ。


    



    　──僕がそいつを処刑するんですか。


    



    　──相手の欲しがっているものをあげるんです。


    



    「香か苗なえ……」


    　肩に手を乗せると、香苗の表情に怯おびえが滲にじんだ。


    　俺おれはなにをしようとしている。


    　結ゆい華かにふられて、香苗と二人で川の砂利をあさっているだけだ。


    　このレポートは誰のために書かれるのだろう。


    　自分の推薦のため？


    　あんみつ先生の桜さくら木ぎ川水槽？


    　カスタムロボを却きやつ下かされた結華？


    　あるいは不登校の香苗のため？


    「大丈夫、リンくん？」


    　きっと変な顔になっていたのだろう。首をかしげた香苗の両手が輪りん玖くの頰ほおに添えられ、急に六年前の記憶が蘇よみがえった。


    　六年前、もみじ山自然公園の巾きん着ちやく池、ボートハウス隣の『かけっこ広場』。


    　あのとき、八歳の輪玖は朽くちたスチール缶を踏んで足を切った。


    　血が流れて泣き出した輪玖の傷を処置したのは香苗だった。


    　大丈夫、リンくん？


    　あのときも香苗は輪玖の頰に両手を添え、それから額ひたいをくっつけたのだ。


    「もう大丈夫だよ、リンくん。リンくんが怪け我がしても私がいるから」


    　絆ばん創そう膏こうを三枚並べて傷口を塞ふさぎ、香苗の顔は達成感にほころんでいた。


    　怪我をして、香苗になだめられ、それから指切りをして……。


    　いや、もっと前だ。ビデオを巻き戻すように記憶の映像を引き戻す。拾った木の枝は聖なる剣だ。かけっこ広場からその奥の茂みへ、未知なる闇やみの森へ、木の枝一本を頼りに冒険に旅立った。


    　襲ってくる枝を薙なぎ払い、怪物を倒し、どんぐりの財宝を魔法使いの香苗に持たせて、オナモミの勲章はそうだ、胸につけていた。


    　親の姿が見えなくなって不安がる香苗に勇気を与えたのも輪玖だった。


    「僕が香苗を守ってやる」


    　確かに輪玖はそう言った。


    　香苗は決して忘れていないだろう。


    　川の音がする。首筋がチリチリと引きつっている。


    　香か苗なえの両手から逃れようと、十四歳の輪りん玖くは慌てて後ずさった。


    　感情をフラットに保つことは慣れている。


    　それができない奴やつは闇やみの部屋から出られなくなる。


    　目の前の香苗から目をそらし、心の描き出す空想を見つめた。


    　極ごつ寒かんのモスクワ大公国。


    　雷らい帝ていイヴァンを欺あざむいた花嫁は、暴れ馬とともに川へ突き落とされた。


    　悲鳴と喝かつ采さいが空に響く。


    　死ぬべきは輪玖かもしれない。


    「香苗も来いよ」


    　流れの中に誘った手を解かれる。


    「だめ、このサンダル濡ぬれたらまずいやつだから」


    　取り残された輪玖は実験道具の詰まった鞄かばんを川原に投げ捨てた。


    「こんなのただの点数稼ぎだ。どうでもいいよ、ばかだ！」


    「どうしたの、だめだよリンくん」


    　隣の木箱を蹴けっ飛ばそうとすると、香苗が試験管をかばった。


    　正しいのは香苗で、裏切者は自分だ。それがわかっているから輪玖は川に躍り込んだ。


    　どうすればこいつを殺せる。


    　どうすれば捨てたはずの思い出から逃げられる。


    「冷てえ！」


    　思い切り蹴り上げると透明の飛沫しぶきが宙に舞い、きらきらと陽光を反射した。


    　先週とそっくりの太陽が、輪玖の頭上から真っ黒な影を炙あぶり出す。


    　そのまま、くるぶしを浸ひたす浅い川を走って上流を目指した。


    　輪玖を呼びながら香苗が追いかけてくる。砂利を蹴飛ばし、小石に足をとられながら逃げた。輝く飛沫が背後で砕け、流れの中に没してゆく。


    　小さなころにもこうして追いかけっこをした。青空を切り取る稜りよう線せんを睨にらんで、走れば走るほど遠ざかる山の麓ふもとを目指した。香苗を置いてきぼりにして走り続けた。


    　足を切った。あるいは川の冷たさか。思い出を振り切るように水をかいた。


    「危ないよ！」


    　脛すねに痺しびれが走った。


    　輪玖を弾はじき飛ばしたのは、たかだか三十センチの川石だった。


    　上体が泳ぐ。輪玖は受け身を取らずに後頭部から川の流れへ落ちた。打ちどころが悪ければ、それでよかった。白い。水を飲んだ輪玖は太陽に瞳ひとみを灼やかれた。


    　音が消えたのは頭が沈んだからだ。ひとりでに身体が動き、無ぶ様ざまに命を守ろうとした。いるはずの香苗を捜す。恐怖はあとからやってきた。


    「リンくん！」


    　網もう膜まくが像を結ぶ。香か苗なえは血相を変えて水の中に入ってきた。濡ぬれたら困るコルクサンダルに足をもつれさせ、転びそうになりながら輪りん玖くを助け起こす。


    「大丈夫、大丈夫リンくん？」


    　川の水が気管を責める。むせながら閉じた瞼まぶたに太陽の熱を感じた。おそらくは輪玖の真っ黒な影が香苗の身体に落ちているはずだ。


    　香苗の細い腕が、輪玖を岸まで引きずった。


    　丸い石の敷き詰められた川岸に一緒に倒れこみ、肩で息をついている。


    　陽ひが翳かげり、薄目を開けると、頭上に香苗がいた。


    　香苗の視線はどこか遠くに助けを求めている。黒髪から滴したたった川の水が輪玖の頰ほおを濡らした。青空を背景にした白いリボンが眩まぶしかった。


    「誰か」


    　香苗が人を呼ぶ。


    　小さい声だ。対岸までも届かないだろう。


    　迷いながら香苗は息を吸い込んだ。


    「誰かいませんか！」


    　今度は大きい、初めて耳にするような大声だった。


    　六月に差した夏の太陽。


    　ぽたぽたと滴り落ちる水滴の向こうに香苗がいる。


    　輪玖はデニムの太ふと腿ももに膝ひざ枕まくらをされて横たわっていた。


    「誰か、怪け我がしてるんです！」


    　その誰かは誰もいない。


    　ざざざ、葦あしの茂みを揺らして風が吹きぬけた。


    　無力な香苗は途方に暮れて輪玖を支えている。


    　どこか打ったのだろう、頭の芯が揺れていた。正気に戻るまでもう少しだけこのままでいたかった。


    　あれは母親の田舎いなかだ。昼下がりの縁側で、膝枕されながらスイカを食べたのを思い出す。


    　香苗はどうするつもりだろう。このまま彼女に委ゆだねてみるのも悪くないと思った。


    「リンくん？」


    　答えない。


    　さんざん思案した香苗は、きょろきょろあたりを見回してから顔を近づけてきた。


    　顎あごを上げ、後頭部を下ろす。まさか人工呼吸のつもりだろうか、香苗のやり方は素人しろうとでもわかるくらいにでたらめだった。


    　それじゃ人工呼吸ではなく、王子様のキスだ。おまけに輪玖は息をしている。


    「ごめん、寝てた」


    　鼻先が触れそうなところで、声をかけた。


    　真っ赤になった香か苗なえが顔を離す。涙だろうか、水に濡ぬれた眼鏡めがねの奥で香苗の瞳ひとみが潤うるんでいるように見えた。


    



    「だいたい１・８ｐｐｍだって」


    「ほんとに？」


    　仰あお向むけになった輪りん玖くに代わって、香苗がカラーチャートを読み取った。


    　二十年前は４～５ｐｐｍ程度の数値をマークしていたはずだ。


    「綺き麗れいすぎない？」


    「でも水澄んでるから……」


    　手順はすっかり覚えているようで、麦むぎ藁わら帽子で陽光を遮さえぎる手つきも慣れた感じだ。


    　低い数値が嬉うれしいのか、香苗はまるで自分の手柄のように喜んでいる。


    「これなら鮎あゆも棲すめるかな」


    「無理だろう、下流の水質があれじゃ上って来られないと思うけど」


    　答えながら、輪玖は透明な水を切って泳ぐ鮎の姿を想像した。あんみつ先生があまり力説するせいか、輪玖の中で鮎というのは、ほとんど神々しいまでに光り輝く伝説の魚となっていた。


    「でも、陸りく封ふう型っていうのがいるって書いてあったけど」


    「陸封型？」


    「ネットで見たの。琵び琶わ湖の鮎とかは、海に行かないでずっと残ってるのがいるんだって」


    　初耳だ。鮎については、あんみつ先生から聞いた以上の知識は持ち合わせていなかった。


    「自分で調べたんだ？」


    「一応、そのほうがいいかなと思って」


    「ちゃんと部員してるじゃん」


    「足手まといになりたくなかったし」


    　それから香苗は、輪玖の額ひたいに乗せたハンカチを川の水で冷やして戻ってきた。顔の横にしゃがみこむと、軽く絞ったハンカチをまた額に乗せる。


    「痛い？」


    「ん、麻ま痺ひしてるみたい」


    「大丈夫かな、こぶになってるから」


    「パンツ見えてる」


    「え？」


    「だから、パンツ見えてる」


    　しゃがんだ香苗のスカートの中を指差してやる。こぶに気を取られていたのか、下半身のガードはまるでお留守だった。


    「ご、ごめんね」


    　慌てた香か苗なえが麦むぎ藁わら帽子で前を隠す。


    「謝んなくていいけど」


    「やだよね。こんなの見たくないよね」


    「そんなことないけど、気をつけろよ」


    　自然と笑みがこぼれる。額ひたいに乗せられたハンカチのおかげか、ずいぶんと気分は楽になっていた。


    　輪りん玖くは香苗に手を貸してもらって汀みぎわに膝ひざをつくと、泥に汚れた顔を洗った。Ｔシャツもサーフパンツもびっしょり濡ぬれていた。


    「ほんとだ、澄んでる」


    「別の水源があるのかな」


    「まさか……でも、これって奇跡の水質かも」


    「よかった、平気そうで」


    　隣で香苗が自分のハンカチを洗っている。


    　十年近く前に流は行やった『たれぱんだ』のプリントが見えて、輪玖は苦笑した。


    「ごめん、なんかわからなくなって」


    「ううん、私もそういうことあるから」


    「部屋で暴れるの？」


    「そうじゃないけど、自分を抑えられなくなるのってわかる」


    　ハンカチを畳んだ香苗が両手を洗っている。


    　澄んだ水に浸ひたした白い手首が、小さい飛沫しぶきをあげながら左右に絡み、こすりあわされる。


    　リストカットの跡を探したが、香苗の手は綺き麗れいだった。


    「香苗の手、綺麗だな」


    　言いながら、少し見とれていた。


    　この手で頰ほおを挟まれ、額にハンカチを乗せられたのなら、それは嬉うれしかった。


    「握っていい？」


    　輪玖の言葉に香苗は驚いたようだった。顔をそむけて、うつむきながら、おずおずと右手を差し出した。赤くなった耳たぶが太陽の下にあからさまだ。


    　手を握り、引き寄せた。


    　香苗の手は指が細いわりに、全体的にはぷにっと肉づきがいい。輪玖も色白と言われることがあるが、香苗の手首は比べものにならないほど透き通っていた。


    「どうしたの、リンくん」


    「なんでもない」


    「あ……」


    　前に訪ねた日を思い出しながら、髪の毛に触れる。水に濡ぬれてまとわりついてくるウェーブの中に指先を遊ばせる。くすぐったがった香か苗なえがたまらずに腰を浮かせる。


    「やだ、リンくん」


    「待てよ」


    　立ち上がり、じゃれあうように水際で追いかけっこをした。


    　裸足になった香苗が背を向けて走る。何かのパロディでもなければ、お目にかかれないようなシーンだ。その中に自分たちがいるのがおかしくて喉のどが鳴る。


    「もう、だめだってば、人に見つかるから」


    「ずっと誰も通らないじゃん」


    「でも……」


    　追いついた。


    　輪りん玖くは香苗を両腕で抱いた。


    　白い襟えり足あしに鼻先をつけると、香苗はびくんと直立した。


    　汗の匂におう髪に包まれる。子供のころは、こうやって髪に顔を近づけても何も感じなかった。二人とも土や泥の匂いがしていた。


    　オナモミ。


    　棘とげの実を香苗の髪に向かって投げて遊んだ記憶が浮かんできた。


    　あれは探検ごっこの勲章ではなかった。


    　どんぐり拾いの最中に足を切ったとき、応急処置のお手柄で香苗の胸につけてやった勲章だ。そうして自分の胸にもひとつ。それは香苗を守るという約束だった。空が高く、鱗うろこ雲ぐもが風に流れていた。


    　回想の畦あぜ道みちを立ち止まり、はたと気がついた。


    　オナモミは秋だ。


    　茶色く干からびた棘だらけの実は、夏の花が遺のこすものだ。


    　ならばあの実は、いつから香苗の部屋にあったのか。


    　輪玖の座布団の前に、なぜ落ちていた。


    「だめ、くすぐったい……」


    　身をよじろうとする香苗を抱き寄せる。足をもつれさせた香苗が仰あお向むけにバランスを失った。つんのめり、一緒に川の流れに落ちる。


    　大きな飛沫しぶきが上がった。


    　とっさに両腕を背中に潜もぐらせ、香苗の身体を守った。


    　ざわざわと川が流れる。


    　後頭部を流れに浸ひたした香苗が、輪玖を見つめて言葉を失っている。


    　顔を近づけた。


    「なに、するの？」


    「キス」


    「どうして……リンくん、私のこと好きなの？」


    「好きじゃないからキスできるんだ」


    　結ゆい華かとにゃー様が浮かび、彼女たちを押しのけるように濡ぬれた香か苗なえの顔が現れる。


    　香苗は憎めばいい。


    　香苗が殺せばいい。


    「好きだったらキスなんてできないよ」


    「じゃあ、私もキスできるよ」


    「俺おれのこと好きじゃない？」


    「うん……きっと好きじゃない」


    　そうだ、好きじゃない。


    　これは十年前からの執着だ。腐った糸にからまり、踊らされているだけだ。


    　そいつをみんな、川の水で洗い流してしまいたかった。


    「手をつないで」


    　そうすれば、昔のように戻れるのか。


    　香苗が世話焼きで、輪りん玖くの面倒ばかり見ようとしてはドジを繰り返していたあのころのように。


    　そうすれば香苗を好きになれるだろうか。


    　指を絡めた。


    　香苗のリボンが流れに沈む。


    　糸に引きずられるように顔を近づけた。


    　最初に鼻、それから唇が触れる。


    　ひしゃげて擦すれ合う。


    　ＣＯＤ値１・８ｐｐｍの流れの中、初めてのキスは獰どう猛もうな捕食のようだった。


    「りん……く……」


    　水に没した香苗が必死に酸素を求める。


    　開いた口に舌をからめ、水を飲みながら、二人で溺おぼれそうになってキスを貪むさぼった。


    　好きじゃない、香苗など、こんな地味な眼鏡めがねの顔だちなど好きではない。


    　申し訳程度に結ばれたリボンも、一ひと重えの薄い瞼まぶたも好きではない。ましてや輪玖を見つめる黒く大きな瞳ひとみも、いつも何かを隠しているような、その不安げな面おも差ざしも。


    　鮎あゆが苔こけを食はむように、香苗の唇を引っかけ、身をよじる。


    　あんみつ先生の用意した一四〇センチの桜さくら木ぎ川水槽が脳のう裏りをよぎる。


    　鮎あゆは年ねん魚ぎよとも書く。細身の身体で、たった一年の生涯を力強く生き急ぐのだという。年魚には助走期間も準備期間もない、水槽で飼育することすら極めて困難だ。


    　橋の上から見下ろせば、輪りん玖くが香か苗なえを溺でき死しさせようとしているように見えただろう。


    　流れから引き上げた香苗の顔を押さえ込み、また唇を重ねた。


    　粘ねん膜まくの交こう合ごうに頭が痺しびれた。


    　はじめ緊張していた香苗の両腕は、舌を絡めたとたんにだらりと力を失った。やがてそれが輪玖の背中で交差して、強く強く締め付ける。


    　川の音が二人を包んでいる。唇が離れる最後の瞬間まで、輪玖に巻きついた香苗の腕は小刻みな震えを止めなかった。


    「あぁ、疲れた」


    　ほとんど同時に息をつく。


    　やや西に傾きはじめた太陽の下、二人這はうように岸へ戻り、ずぶ濡ぬれの身体を石の上に広げた。


    　身体の芯まで濡れていたが、この陽ひ差しならばじきに乾くだろう。香苗はそれよりも紫外線を気にしていた。


    「焼けちゃうね」


    「香苗は白すぎるんだよ」
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    「黒いほうがいい？」


    「無理だと思うよ。お前、優しいもん」


    「ふふふ」


    　褒ほめたつもりはなかったが、香か苗なえが嬉うれしそうにしているのならそれでいい。それはほかの誰に向けた言葉でもないのだから。


    　二人並んで、空を見ながら手をつないだ。


    　熱く焼けた川原の石が夏を間近に感じさせた。


    「今日はここまでだな」


    「水質調査のこと？」


    「そう」


    「うん……そうだね」


    　目を閉じる。


    　強い眠気が背中から這はい登ってきた。


    　香苗の規則正しい呼吸を聞きながら、輪りん玖くは地の底へと沈むような睡魔に身を任せた。


    



    　灰色の雲の下に枯れた木々が並んでいた。


    　風は寒く、人々はぼろの布を肩に巻きつけて襟えり巻まきの代わりにしていた。


    　灰色や茶色の群衆が街道に群がり、輪玖はそのただ中にいた。


    　いずこからか馬車の音。


    　馬のいななきに軍ぐん靴かの音が重なり、群衆がうねるように動き始める。隣の人にぶつかり、揉もまれながら最前列へと這い出していった。


    　旗はた指さし物ものを掲かかげたツァーリの兵隊が前を通る、その先を罪人が引き立てられてゆく。


    　ああ、こんな夢を見ると思っていた。


    　行列の向かう先は処刑場だ。


    　ぼろ布を捨ててあとを追いかけた。誰が処刑されるのか、興味があるのはそれだけだ。


    　結ゆい華かの顔をしたにゃー様が玉座にいる。


    　輪玖と香苗は、仰あお向むけに手をつなぎ太陽を見上げていた。


    　ああ、やはり死ぬのは僕だった。香苗を道連れにしてしまうのだろうか。


    　鼓こ笛てきの音が鳴って、銅ど鑼らまで鳴った。やけにうるさい刑場に処刑人が現れる。群衆はみな彼に怯おびえながら、槍やりのような視線を罪人に送っていた。


    　処刑場は川原にあり、下は小石と砂利だった。遠くに凍いてついた川が流れている。


    　輪玖の前方、仰向けになった二人の前に処刑人が立つ。背中を向けて、フードで顔を隠した姿は死神と変わらない。輪玖は彼に近づいた。フードの下にいるのは誰だろう。にゃー様か、結華か、あるいは樽たる人ひと氏か。


    　あと少しというところで兵隊が輪りん玖くを取り押さえた。後ろ手にひねり上げられ、輪玖と香か苗なえが寝かされた土壇場の前に連行される。ぼろの群衆が沸わいた。いやそれは錯覚で、水を打ったように静まっていた。


    　死神の処刑人が顔を隠したまま輪玖の前に立ちはだかった。


    　川原から仰あお向むけの輪玖と香苗がこっちを見上げていた。憐あわれむような、相手にしていないような、いやな目をしていた。


    　処刑人が手にしているのはありきたりな巨大な鎌かまだ。


    　顔のないそいつは鎌の柄えを輪玖に突き出した。


    　首を刎はねる刑具を手にした輪玖は、横たわる輪玖と香苗の前に立っていた──。


    　息苦しさに目を覚ました。


    　太陽はまだほとんど変わらない高みから、輪玖と香苗を灼やいていた。川の水はだいぶ乾いていたが、代わりに汗をかいていた。


    　息をついて青い空を仰ぐ。


    「私、本当は学校に行きたい」


    　川のせせらぎと風の声の向こうから、香苗が澄んだ声で呟つぶやいた。

  


  
    終　章

  


  
    　六月二十五日。


    　輪りん玖くは毎朝の通学路から遠回りをして、桜さくら坂ざかを下った。


    　ごちゃっとした住宅街に入り、香か苗なえの家の前で待つ。五分もしないで香苗が姿を現した。久しぶりに見る白い制服姿だった。


    「小こ径みちを抜けよう」


    「うん……」


    　輪玖が差し出した右手を、香苗がおずおずと受け取る。


    　手をつなぎ、緑の茂る六月の小径をくぐり抜けた。通学途中の小学生たちが、すれ違うたびに珍しいものでも見るような目で中学生のカップルを振り仰あおいだ。


    　空は青く、雲のかけらひとつ浮いていない。


    「さすが晴れ女」


    「うん」


    　昨夜までの雨に湿ったアスファルトが石の匂においを立ち上らせている。土も緑も、雨上がりにはその匂いを濃くするのだ。


    　白く細い手を引いて遊歩道を抜け、商店街に入る。


    　香苗の手の感触のほかには、川原の夢だけが頭にあった。


    　この陽ひ差ざしにぼろ布のマフラーは要らない。


    　群衆の衣は脱ぎ捨てた。


    　輪玖は処刑人であると同時に受刑者でもあるのだから。


    　中学校へ向かう五百メートル余り、輪玖の汗ばんだ手のひらは香苗を強くつかまえていた。


    「よう……ゼルダ？」


    　声をかけようとしたクラスの男子が目を丸くした。絶句したそいつの隣を、香苗を連れて通り抜ける。


    「ゼルダってリンくんのこと？」


    「さあ、知らない」


    　商店街を過ぎ、住宅街のその向こうに校舎が姿を見せるころ、道路を歩いているのは同じ制服ばかりになっていた。同じ色の服を着た誰もが例外なく、手をつないで歩く輪玖と香苗を見ていた。


    　ここは花道だ。


    　その真ん中から周囲を見渡した。沿道の群衆、ひしめく顔の中に結ゆい華かの姿を見つけた。いつもは主役の彼女も、今日ばかりは人ごみをつくる顔のひとつだ。


    　四方八方から好奇の視線が突き刺さってくる。


    　好奇心は槍やりだ。


    　輪玖はそう理解した。


    　その穂先は鋭く不ぶ躾しつけで、貫つらぬかれた痛みはやがて快感に変わるらしい。


    「リンくん……」


    　怖おじた香か苗なえが小声で囁ささやく。その手を強く握り返した。胸に勲章はないが、香苗の居場所はこの手のひらだ。


    　一歩、一歩──二か月ぶりの通学路を香苗が踏みしめる。


    　二人の行く手には中学校の校門が、処刑場の扉のように口を開けていた。
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    　　　　　＊


    



    



    



    [image: ]：おはようございます☆


    ──今夜もごきげんですねー。


    [image: ]：にゃー様は毎日楽しいんです。でも今日はりょーくんも楽しそう。


    ──長ちよう音おんが余計だったかな？


    [image: ]：あはは、例の子、殺しちゃいました？


    ──ばっさりと。でも、ほとんど心中だったけど。


    [image: ]：まさか、恋人さんになっちゃいました？


    ──そんなばかな。でも処刑されずにすみました。


    [image: ]：りょーくんは、どうして『りょー』なんですか？


    ──嫌いな奴やつの名前です。


    [image: ]：なんか残念。


    ──ごめんなさい。


    [image: ]：ふふふ、なら今度、別の名前をあげましょうか？


    [image: ]：サイトも新しくするから、りょーくんもリニューアルしちゃいましょう。


    ──サイトリニューアル？


    [image: ]：そうです、今度は宮殿の外。


    ──外に出るんですか？


    [image: ]：はい、たまに気分を変えてアウトドアバージョンです。あとにゃー様の新コスチュームも。


    [image: ]：もう暑くなってきたから、夏服バージョンにしよっかなって。


    ──夏服……。


    [image: ]：好きじゃない？


    ──来るの楽しみになりました。


    [image: ]：ふふふ。


    [image: ]：ねえ、りょーくん？


    ──なんですか。


    [image: ]：ふふふ、呼んだだけ。


    ──なんなんですか。


    



    [image: ]：ね……りょーくん……。


    



    [image: ]：にゃー。


    



    ──はい。


    [image: ]：にゃーにゃー。


    ──はいはい。


    [image: ]：にゃーにゃーにゃー！


    ──あ、そうだ、にゃー様に話したいことがひとつ。


    [image: ]：もー、なんですか！


    ──あのね、僕が殺したのって、ここで成りすましをしていた奴やつなんです。


    [image: ]：にゃー！


    ──聞いてます？


    [image: ]：早く音声つなぎましょーよぉ。


    ──話が終わってから。


    [image: ]：ひょっとして焦じらしてる？


    ──にゃー様って誰ですか？


    [image: ]：答えたらつないでくれる？


    ──はい女王様。


    [image: ]：わたしはですね、案外、りょーくんの身近にいるかも。


    ──え？


    



    [image: ]：ひょっとして……加か藤とう君だったり。

  


  
    

    

    　　　あとがき


    



    



    　絶対女王にゃー様、お読みいただきありがとうござました。


    　ひとつだけ、作者から本来無用の注釈を付けさせてください。


    



    　本編中に掲載されていますにゃー様のイラストは全て、輪りん玖くの脳内に描き出されたにゃー様の姿であり、作中のサイト『にゃー様の宮殿』に掲載されている、元漫画家志望のポンさんが描いた古臭い絵柄のキャラクターとは全くの別物であります。


    　間違っても、この不ふ心こころ得えな作者がしろさんのイラストを古臭いなどと断じているわけではなく、もしもドキッとした方がいらっしゃいましたら平へい身しん低てい頭とうなのであります。


    　ポンさんの稚ち拙せつなイラストは、かつて漫画家の真似事をしていました自分の絵柄をイメージしておりました。もしかするとポンさんバージョンのにゃー様が、そのうちどこかお目汚し的扱いで出現するかもしれませんので、そのときは少し寂しい目で眺めてやってくださいませ。


    



    　しろさんのデザインされたキャラクターは、にゃー様をはじめ、香か苗なえ、結ゆい華か、輪玖、それぞれが非常に作品のイメージに近しく、作家の脳に刺激と深みを与えてくださるものでした。


    　ラフのデザイン画やカラーイラストを眺めているうちに、次々と言葉が生まれてきましたので、結果的に本作の登場人物は全てしろさんの影響下にあります。そのようなイラストに恵まれましたことを、大変うれしく思っております。


    　また、最後の最後まで不屈の精神と根性で原稿にお付き合いいただきました担当編集のＭ氏、Ｎ編集長、ならびにスタッフの皆様にもひとかたならぬ謝意をこめて、あとがきと代えさせていただきます。


    



    　第二巻では、この物語に欠かせない歪み女子がもう一人登場する予定です。


    　これに呆れずにお付き合いいただけますと、嬉しさのあまりミスタイプを連発しそうｄす。


    



    　ありがとうｇぞあいました。

  


  
    Ｊ・さいろー


    J.Sairo
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